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　天てん井じようから放はなたれるまばゆい照明が、男達を金色に染め上げる。

　いや、それは照明によるものではなかった。

　この場にいる全員が着ている金色のジャケットが照明を照り返しているのだ。

　そのジャケットと白いパンツは、全員同じブランド。

　科学的根拠に基もとづいた二時間のトレーニングを終え、身体からだを拭ふき、制服とも私服とも呼べる金色のジャケットに身を包み、午前七時のオフィスに今、数十人の男達が整列していた。

　手を後ろに組み、足を開いた姿勢は崩くずさない。

　しかし部屋の四よ隅すみに設置されたスピーカーから流れる往年のディスコサウンドに、男達の金色の脚は興奮に震ふるえ上あがる。ノリたくてもノれない微び妙みようなもどかしさだ。全員、落ち着きがない性格を矯きよう正せいされてこうなったと見える。

　ここが会社で、彼らが社員だというから、世の中わからない。世界には色々な職業があるのだ。それが必要とされる限り。

「ひとつ！　社則に背そむくまじきこと！」

　整列した男達の間を縫ぬうようにして、同じ金色のジャケットを着た男が歩く。なぜか長いリーゼントをテカテカに光らせながら。ど派手なサングラスをかけているので、さらに目立つ。

「背くまじきこと！」

　リーゼントの怒号に真剣に唱しよう和わする男達は、全員かなりの美形だ。服装に気をつければ、アイドルグループのようにも見える。

　男は無表情のままうなずくと、リーゼントの先を軽くなでる。

「ひとつ！　礼の角度は三十度！」

「礼の角度は三十度！」

「ひとつ！　笑顔の一つも作れない奴は去れ！」

「笑顔を作れない奴は去れ！」

「ひとつ！　宣伝は一撃必殺、一度のチャンスで心を摑つかめ！」

「一度のチャンスで心を摑め！」

「ひとつ！　見た目だけじゃなく、心まで派手に！」

「心まで派手に！」

　リーゼントは窓まど際ぎわ――壁一面がガラス張りになっている――の中央に立ち、男達を睥へい睨げいすると自らも手を後ろに組み、あごを上に突き上げる。

「金色大好き！」

「金色大好き！」

「お客様大好き！」

「お客様大好き！」

　そして全員が拳こぶしを握り、天高く突き上げる！

「お客様ぁ―――――――っ！」

「何メかイおア困イりヘでルすプかユあー―――――ッ！」

　絶ぜつ叫きようの余よ韻いんを一分ほど堪たん能のうした後、リーゼントは息をつき、

「よーし、少しはマシになってきたなクズども！　朝のミーティング終了だ！」

「おつかれさまでしたっ！」

　金色の男達が揃そろって頭を下げる。

　背筋の角度はピシッと三十度に揃えられていた。

　リーゼントはポケットの中から一枚の紙を取り出す。そこに書かれた地図と文字をざっと眺め、満足げに首しゆ肯こうする。

「野郎ども！　本日の任務は樽たる井いデパート、ゴイロ町店だ！　樽井からの依頼は初めてだが、小便ちびるんじゃねぇぞテメーラ！」

　すると前列にいた男が手を上げ、

「恐れながらリーダー！　それは御ご色しき町ちようと読みます！」

「そうか！　おまえ、社則の第七条を復ふく唱しようしろ！」

「はいっ！　『お客様の間違いは、笑顔で肯こう定ていしろ』です！」

「そういうことだ！　テメーは減点１だ！　嬉うれしいかこのクズ！」

「はい、ありがとうございます！」

　減点された男も、リーゼントの男も本気の顔だ。

「詳くわしい指示は御色町にて出す！　以上、移動は各自テメーラで行うこと！　わかったらとっとと行けクズども！」

「了解！」

　誰だれも号令などかけていないのに、金色の男達は全員同時に回れ右をして、一いつ斉せいに出口へ向かって駆かけだした。それも順番が決まっているかのように、つかえる事もなく。

「ちょっと待ちな」

　リーゼントが呼び止めたのは、先ほど意見をして減点をくらった男だった。

「おまえ、今日いいフレグランスつけてるな。匂においも服の内ってことを理解できてるようだな。気に入った、得点１だ！」

「ありがとうございます！」

「いいからさっさと行けこのグズ！　ママに手を引かれないと歩けねぇのか！」

「はい、失礼します！」

　男は元気よく礼をすると、ほかの男に混じって走っていった。

　誰もいなくなった広いオフィスに一人たたずむリーゼント。その部屋は机も椅い子すもなく、しかしこの会社の唯ゆい一いつのオフィスであった。

「この稼か業ぎようを続けて、四年か……アイツらも少しは見られるようになったじゃねえか……」

　内ポケットから櫛くしを取り出すと、男は自慢のリーゼントを整え始める。

「まぁ、どこへ行っても俺達のパワーは衰おとろえることはねぇがな……」

　リーゼントは地図を見て、ニヤリと笑う。

　そして自分もジャケットの襟えりを正すと、鍵かぎを持ってオフィスを出るのだった。

「クックック……見てな、ゴイロ町の住民ども。……とびっきりの祭りを用意してやるぜ……！」







































　花びらが鼻の上に落ちた。

「お？」

　吉よし永なが双ふた葉ばが空を見上げると、坂の上の並木道に桜が咲き始めていた。

　高い所から風に運ばれてきたのだろう。花の咲いている桜はそこ以外に見つけられなかった。遠い所の花びらが、自分の鼻の上に飛んでくる確率を考えると、すごい偶然だ。

「おー」

　双葉が立っているのはその桜がある坂の一番下、国道沿いのコイン洗車場だ。日曜日ということもあって、車を洗いに来ている紳しん士しが多い。

　家族連れで車を洗いに来るケースもある。双葉もその口だった。

　着慣れたオーバーオールも少し小さくなっている気がする。今度新しいのを買いに行こうかと考えているが、こういう所はものぐさな双葉、実行に移すのはまだ遠そうだ。

　この春休みを過ごして、双葉は小学五年生になる。去年の春から多くの事件を積み重ね、心身共に成長してきた双葉だが、根底にある粗そ暴ぼうさと単純さはいつまでも変わらない。

「何をさっきからおーおー言ってるんだ、双葉？」

　紺こん色のワンボックスカーを泡だらけにして楽しんでいる吉永家のパパが、軽く笑いながら双葉を見る。

「いやほら、あれ、桜」

　ムズムズする鼻をさすりながら、双葉は坂の上を指さす。

「ああ桜か！　そういえばもうそんな季節だな！」

　泡だらけの手を目の上に添えたせいで額ひたいに泡がついたパパ。そんなことも気にせず、彼は嬉うれしそうに笑う。

　ウェーブのかかった長い髪の毛は音楽室の肖しよう像ぞう画がを思わせるが、その頭を乗せている首から下はボディビルダー顔負けの筋肉だ。

　よく双葉とパパは似ていると言われている。

　親子だから当たりまえなのだが、それで双葉も悪い気はしない。

「よーし、水行くぞ！　双葉、少し下がってろ！」

「あいよっ」

　双葉がフェンス際ぎわに走ると、すぐに水が飛んできた。吉永家の愛車であるワンボックスカーの泡を綺き麗れいに洗い流すと、次にパパはワンボックスカーの隣にある泡の塊かたまりにホースを向けた。

『むう……』

　泡の塊から出てきたのは、犬の石像だった。

「おー、ツヤツヤじゃんガーゴイル」

　双葉が駆かけ寄ってきて、黒い石像の表面をなでる。ガーゴイルと呼ばれた石像は何やら釈しやく然ぜんとしない雰ふん囲い気きで唸うなっている。

　西洋の悪魔のような翼つばさを生はやし、首にはエジプトのヒエログリフを思わせる紋様を浮かべ、胸に機械のような装そう甲こうを持つ犬の石像。これはもう犬とは呼べないかもしれないが、誰だれも深くこだわっていないので、犬ということにしてある。

『だから我われは石せつ鹼けんが嫌いなのだ。長い年月を過ごして苔こけを生やした石像もまた雄お々おしさを感じるだろうに、何なに故ゆえ我が家族は我を洗いたがるのだ？』

　不満げなガーゴイルに、パパがすかさず反論する。

「何を言うんだガーゴイル君！　門番とは外敵から家を守るのもそうだが、お客様を迎えるのも仕事のうちだろう!?　だったら綺麗な身なりで迎えるべきだ！」

『むう……確かにその通りだ』

　吉永家の門番。目から光線を放はなち、どんな強力な攻撃にもひるまない最強の石像であるガーゴイルは、しかし常識はずれな所もある。最近では吉永家のおかげで世間に慣れつつあるが、やっぱりズレた性格ではある。双葉もツッコむ回数が減って、少しつまらなくなってきた。

「つーかお前、石鹼が嫌いなことをムリヤリ正当化してないか？」

『そのようなことはない』

　しれっと答えるガーゴイルをジト目で睨にらむ双葉。

「まあまあ、ガーゴイルくんにだって好みはあるさ。しかし清潔なのは大切だぞ。変なバイ菌きんとかもらってはいけないからな」

『だから我は愛あい玩がん動物ではないのだが……』

　パパのペースにはガーゴイルもかなわないようだ。

　ガーゴイルが吉永家に来てもうすぐ一年になろうというのに、このパパにだけは反論できないのだ。その不思議な魅力を感じるのは双葉も同じで、内容はグダグダでも、なんとなくパパが話すと説得力が生まれる気がするのだ。単純ならではのメリットとも言える。

　その時、また風が吹いた。

　坂の上から花びらが運ばれて、洗ったばかりの車のフロントガラスに張りつく。

　薄うす紅べに色の花びらを手に取り、ふと、パパがつぶやいた。

「そういえば、もうすぐさくら祭りだな」

「あー、そっか、そうだな」

　思い出して、双葉も手を叩たたいた。

『さくら祭りとは……』

「はて、さくら祭りとはなんですか？」

　ガーゴイルの声を遮さえぎるように、隣のレーンでホースを握っている男が尋たずねてきた。

　洗車場なのに黒いタキシードにシルクハットを着用している男だ。職業柄と言えばたしかにそうなのだが、警察に通報すればほかの罪状よりもまず騒そう乱らん罪で逮捕されそうだ。

　この変態――怪かい盗とう百ひやく色しきは御ご色しき町ちように住み始めて日が浅いのだ。

「ああ。さくら祭りというのはこの季節に御色町が総出で行う祭りのことだよ。夏祭りとは雰囲気が違うから……まぁ春祭りといった所か。一週間ほどやるから、結構のんびりしたお祭りだよ」

　百色に説明するパパ。世界的に有名な怪盗だが、吉永家とは家族ぐるみのおつきあいなのだ。彼が扶ふ養ようする娘は双葉の友達で、よく遊びに行ったり来たりしている。

「ほら、この季節は入学式とか入社式とかで、新しい季節って感じだろ？　だからパーッと祭りでもやって景気づけしよう！　って前にもらったチラシに書いてあったぜ」

　双葉が補足すると、百色は楽しそうにうなずく。

「ほう。祭りは私も大好きですからな。楽しみになってきましたよ」

　百色は洗い立ての白い機械に手を置いた。

　それは首のない自動人形オートマタだった。人間のような形をしてはいるが首も足もなく、手の指の代わりに砲ほう身しんが生えている。胸の装甲にはスペードのマークが描かれていた。

『ルル、オレ、マツリ、ハジメテ！』

「そうか、デュラハンも初めてか。じゃあこの日は仕事を休んで梨り々りちゃんと祭りに行こうか」

『ルルルルルル！』

　デュラハンと呼ばれた自動人形は両腕を上げて喜よろこんだ。首がないのに、感情表現はガーゴイル以上にわかりやすい。

「おまえも祭りは初めてだろ？」

　そんなデュラハンを見て、双葉もガーゴイルの頭に手を置いた。

『うむ。夏祭りの時はこ奴らを追い回すので精一杯だったからな。今回、百色達がおとなしくしているのであれば、我も祭りというものを勉強するいい機会だ。警備のついでに学ばせてもらおう』

　ガーゴイルは吉永家の門番だが、御色町全体を犯罪から守っている。怪盗百色とデュラハンの因いん縁ねんは夏から続いており、最近もヒマを見ては百色に説教をしたりデュラハンと軽いケンカをしたりしている。

『時に、デュラハンは石鹼が嫌いではないのか？』

『ルルル、オレ、カラダアラウ、ダイスキ！』

『むう……なんだか分からぬが、敗北感を感じる』

『ルル？』

　身体からだを傾かたむけて意味不明を表現するデュラハン。

　そんな会話を打ち切ったのは、一台の車の突入であった。

「うおっ！」

　咄とつ嗟さにその場を飛びのく双葉。

　車道から猛スピードで突っ込んできたその車は、かなりの高級車だった。車に詳しくない双葉でも、そのことがわかる。

「あぶねーだろコラ！」

　デュラハンの隣に停車した車から急いで降りてきたのは、背の低い男だった。年はパパと同じくらいだろうか。額ひたいはかなり際どく、縁ふちの太い眼鏡をかけ、神経質そうにハンカチを持ってボンネットを見回している。

「くそっ！　なんだってこんな時に！」

「おいコラおっさん！」

　双葉が男に文句を言おうと駆け寄るが、その車のボンネットに鳥の爆撃跡がついているのを発見し、瞬間的に笑いの感情が怒りに勝ってしまった。

「うははははは！」

　振り向いた男は指をさして笑う双葉に気づき、

「笑うな！　高い車なんだぞ！」

「だからおもしれーんじゃん！　うわははははは！」

「やめなさい双葉。失礼だろう」

　と、パパが双葉の襟えり首くびを摑つかんで持ち上げる。まるで猫を扱うようだった。

「すいません、ウチの娘が失礼を」

　頭を下げるパパだったが、宙ぶらりんの双葉は納得しない。

「失礼なのはオッサンだって同じだろ！　あんな猛スピードで突っ込みやがって！」

　するとその背の低い男、ようやく事態に気づいたようで、

「ああ、そういうことか。それならばこちらも失礼した。申し訳ない。見ての通りの現状で、気が立っていたんだ」

　子供の双葉に丁てい寧ねいに頭を下げる男。

　素直に謝られると、双葉としてもそれ以上責められない。

「ん？」

　突然、パパが双葉の身体を離した。

「いてっ！」

　尻から落下してかなり痛かったのだが、パパは双葉を無視して背の低い男を見つめている。

「君は……ひょっとして、マッカチンか!?」

　背の低い男を指さして尋ねるパパ。

「なんだと？　私のことをマッカチンと呼ぶのは……ひょっとして、ヨッちゃんか!?　久しぶりじゃないか！　中学以来だな！」

　その男も、パパに気づいたようだった。

　両手を握り合って再会を喜ぶ二人。双葉にもなんとなく事情は飲み込めた。中学時代の友人らしい。なるほど、吉永だからヨッちゃんか。しかしマッカチンとはアメリカザリガニの俗称ではなかったか。













　パパはまた双葉の襟首を摑んで持ち上げた。

「紹介するよマッカチン。コレはウチの娘の双葉」

「ちーっす」

　ぶら下げられながら手を上げる双葉。

「ほう、娘さんがいるのか！　いいなぁ、私はまだ独身だよ」

　宙ちゆう吊づりの双葉と握手をするマッカチン。

「それからウチの門番のガーゴイル君」

『我はガーゴイル。吉永家の門もん番ばん也なり』

「も、もんばん……？」

　黒い犬の石像を見て、男の顔がわずかに曇くもる。

「それから友人の怪盗百色君と、デュラハン君だ」

「百色です。お初にお目にかかる」

『ルルルルルル！』

「え、なんだって？」

　なんだかすごい紹介についていけず、男は手を上げて制した。

「ちょっと待てヨッちゃん、君は今、何をやっている人なんだ？」

「ん？　商社の営業だぞ！」

　それがどうやったら石像やら怪盗やらを紹介することになるのか。双葉も男の反応には納得できた。

「なあパパ、こいつ……じゃなかった、この人は？」

「ああ、松まつ川かわさんといって私の中学時代の遊び仲間だ」

　松川だからマッカチン。子供のあだ名なんてそんなものだろう。

「マッカチンは今、何をやっているんだっけ？」

「デパートの支配人だ。ほら、御色駅の樽たる井いデパート」

「ええっ!?」

　その場にいた全員が驚く。

　駅ビルという事もあり、あのデパートにはよく訪れるのだ。まさかパパの友達がそこの支配人だったなんて。世界の狭さに唖あ然ぜんとする宙吊りの双葉だった。

「む、そうだ、こうしている場合じゃなかった」

　松川は車に向き直る。ボンネットの爆撃跡をどうにかしないといけないのだった。

『そういうことなら我に任まかせよ』

　と、ガーゴイルが目から水色の光線のようなモノを出す。

　ガーゴイルの目から出るモノのバリエーションもどんどん増えてきたようで、今度は強烈な水の噴ふん射しやだった。ピンポイントで爆撃跡を削り取り、傷も残さない。

『あとは布などで拭ふくと良い』

「そ、そうか……ありがとう。感謝するよ」

　松川がハンカチで軽く拭いてみると、たしかに前と変わらないくらい綺麗になった。

「それじゃあヨッちゃん。この町に住んでいるなら、また会えるかもしれないな」

「ああ。その時は食事でもしよう、マッカチン」

　車に乗り込む松川に手を振るパパ。

　そして、来た時と同じ勢いで車は発進していった。

「いやあ、久しぶりに友人と会うのは楽しいな！　双葉も今の友達を大事にするんだぞ！」

　そう締めくくろうとするパパだが、

「……あのさ、そろそろ下ろしてくれるか？」

　いまだパパに襟首を摑まれたままの双葉。

　そんな姿を見て、よせばいいのに百色が、

「双葉ちゃん『にゃ～ん』って言ってみてごらん」

「フギーッ！」

　吊られたままの体勢でも百色の顔面を引ひっ掻かく双葉であった。
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　隣町で服と文房具を買い、ＪＲ御色駅の改札を出た吉永和かず己みは、いつもの商店街の雰囲気がなんとなく違うことに気がついた。行きの時は、朝早かったので商店街も開店していなかったのだ。

　御色南口商店街の各商店の人達が屋台の準備を始め、色鮮あざやかなのぼりをかかげ、商店街の入口では大人が数人がかりで巨大な垂れ幕を飾りつけようとしている。

「そっか、もうすぐさくら祭りなんだ」

　毎度毎度、彼が商店街を歩くたびに変化を肌で感じる。

　大抵は和己の頭を精神的にも物理的にも痛めるような出来事なのだが、今日のこれは例外中の例外だ。とても喜ばしい。

　もちろん、和己だって祭りは大好きだ。

　小さな頃は双葉の手を引いて、色々な屋台を回ったものだ。夏祭りに加えて、春祭りもあるのは御色町だけではなかろうか。それにクリスマスもお祭り騒ぎだから、ある意味一年中祭りばかりやっている町だった。

「おお和己くん！　今帰りかい？」

　呼ばれて振り向くと、和菓子の「さとみや」の店主である宮みや村むらさんがいた。この人、一年前に商店街の福引でガーゴイルをくれた張本人だったりする。たしか今は商店街の商工会の会長さんをやっているはずだ。

「どうも、こんにちは」

　礼儀正しく頭を下げる和己。

「相変わらずカワイイねぇ。どうだい、おじさんとエンコーしてみないかい、エンコー」

「さっき買ったシャープペンなんですけど、すごく尖とがってるんですよね」

「冗談だって和己くん！　鞄かばんの中を漁あさらないで！」

　半なかば本気で鞄の中を探っていた和己だが、そう言われる原因は本人にもあるかもしれない。髪の毛は去年よりかなり伸びた。十七歳ともなれば少しは男性ホルモンが増えても良さそうなものなのだが、女の子みたいな顔は永遠に変わることがなさそうだ。

　そんな和己の肩を叩いて制したのは、買い物帰りのママだった。

「あれ、ママ」

「ああ奥さん！　止めてくださいよ！　最近の子供は本当にキレやすくて……」

「誰のせいだと思ってるんですかっ！」

　宮村さんに飛びかからんばかりの勢いの和己。これが双葉だったらとっくにドロップキックが入っている。

　そんな和己の肩を、ママはゆっくりと揉もむ。

　パパのような朗ほがらかな笑顔とは違い、柔にゆう和わな微笑ほほえみだ。絶対に自分はママの血を色濃く受け継いでいると、和己は思う。その異常な無口さは家族の誰にも遺伝していないようだが……。

「奥さん、今年もよろしくお願いしますよ！」

　宮村さんは親指を立ててママにスマイルを向けた。

　ママはいつもの笑顔で一つうなずく。

「吉永さん家ちのママさんには、毎年いろいろと助言をもらってるんだよ。装飾とか出し物とかね」

　なんのことかわからない和己に、宮村さんが説明してくれた。

「知らなかった。ママそんなことやってたんだ」

　和己が感心すると、ママは照れたように身をよじる。

「でも、どうしてママなんですか？」

「もともと趣味の関係で知り合ってね。たまに祭りの話題が出るとき、いつも的確なアドバイスをくれるんだ。それでついついおじさんも頼るようになっちゃって、今では恒例になっちゃってるんだ」

「趣味？」

　――そう言えば、ママの趣味ってなんなんだろう。

　和己がそれを聞こうとすると、その気配を察したのかママの手が和己の肩を摑んだ。先ほどとは比べものにならないほど力が込められており、肩骨が砕けそうなほど痛い。

「え、えーと、趣味のことはおいといて、今年もお祭り成功するといいですね！」

「ああ、そうだね！　和己くんも応援してくれよ！」

　にっこり笑う宮村さん。ようやく肩に乗せられた力が引いていった。

「今年はママさん以外にも強力な助っ人がいるからな！」

　自信満々の宮村さん。

「助っ人って？」

「わ・た・し」

　声と一緒に反対側の肩を誰かに摑まれた。

　振り向くと、黒髪黒服黒縁眼鏡の女性がいた。この商店街一番の名物店、何を扱っているのか全まつたく不明な骨こつ董とう屋や「兎と轉てん舎しや」の主人だ。

　恐ろしいほどの美び貌ぼうの持ち主であり、実際に色々な発明で商店街や吉永家を恐怖に陥おとしいれている。

　和己は冬に彼女の生まれた時代を身をもって体験した。見たのでも聞いたのでもない。

　彼女の作った怪あやしげな機械を用いて、昭和二年に飛んだのだ。

　そう、彼女は兎轉舎の主あるじにして、世界最高の錬れん金きん術じゆつ師しなのである。

「今年はわたしも飾りつけとかのプロデュースを任されてるのよー。当日は見物よー」

　ガーゴイルの作者でもあるこのお姉さんがプロデュースするお祭りとは、いったいどんなものになるのだろうか。

「いやあ、綺麗な女性にこんなに囲まれるとは、オジサンはもうウハウハだよ」

　死語を織おり交まぜつつニヤケる宮村さんは、囲んでいる女性達の本質を知っているのだろうか。もしも和己が同じ状況に遭そう遇ぐうしたら、確実に逃げる。

「まぁ～大船に乗ったつもりでいてよ、宮村さん！」

　高らかに笑うお姉さんと、静かに微笑むママ。

　ある意味、すごい祭りが生まれそうな気がする和己だった。

　そして和己の不安は的中することになる。
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　どこでもそうだが、祭りという行事は良いことばかりとは限らない。確実になんらかのアクシデントは起きる。特に酒を飲んで暴れたりする者や祭りに乗じてスリを働く者など、犯罪の件数は確実に増加するので、警備員の数も比例して増える。

　ガーゴイルもその辺の事情はテレビで知った。

　こと守ることにかけては御色町の誰よりも得意で、かつ大好きなガーゴイル。自然と戦意も高まってくる。燃え上がっているその姿は、吉永家の面々が見れば「祭りが楽しみなんだなぁ」と片づけられてしまうのが少し寂さびしくもある。

　そんなガーゴイルも、まさか祭りの前に事件が起こるとは予想していなかった。

　祭りまであと一日という時、お昼前の忙しいこの時間に、ガーゴイルの感覚器が事件の気配をキャッチしたのだ。

「ちょっとあなた、ふざけないでくださいよ！」

「ふざけてなんかいませんよ。これが冗談でできますか。我々も利り潤じゆんを追う以上、全すべての行事は真剣に立案しているつもりですが？」

　御色南口商店街のど真ん中で、いい年をした二人の男が言い争っていた。その片方は商工会の会長である宮村さんだった。

「あなたねえ、今がどういう時期だかわかってるんですか？　御色町が一番盛り上がる時期なんですよ！　それなのに、どうして自分達のことしか考えてないんですか！」

「御色町が一番盛り上がるなら、なおさらじゃありませんか」

　宮村さんの唾つばと言葉を、涼すずしい顔で受け止めているのは、背の低い眼鏡をかけた男だった。その顔は涼しいと言うよりも冷徹と言い換えた方がいい。どんな言葉にも屈くつしない理論武装が頭の中に詰まっていそうだった。

『待て二人とも、何があった』

　そんな言い争いの間に割って入るガーゴイル。

「ああ、ガーゴイル君か」

「ガーゴイル君？」

　犬の石像の出現に、初めて男の顔が曇くもった。ガーゴイルが改めて確認すると、その背の低い男は以前出会ったパパの旧友だった。たしか北口のデパートで支配人をやっているという――

『松川殿ではないか』

「お久しぶりです――と、言うにはあまり時間が経たっていないかな？」

　苦笑はするものの、松川は好意的にガーゴイルを迎え入れた。

　宮村さんは困ったような顔を松川から離さず、

「ガーゴイル君も彼を知ってるのか――なら話は早い。彼がね、ちょっと無茶なことを言うんだよ」

『無茶なこととは？』

「明日からさくら祭りがあるのはガーゴイル君も知ってるね？」

『うむ。大たい層そう盛り上がる祭りだと聞いた』

「そうだ。御色町の春の一大イベントだよ。それなのに、この松川さんは自分のデパートで全品三割引セールをやるなんて言い始めるんだ！」

　三割引セール。

　それはさぞ客が集まることだろう。失敗すればリスクの大きい賭かけではあるが。

『……して、何が宮村殿の気に召さないのだ？』

「決まってるさ。そんなことをしたら、客が北口に行っちゃうだろう！」

『何なに故ゆえだ？　祭りであるならば、客が集まるのは良い事だろう？』

　そこで宮村さんは何かに気づき、頭を掻いた。先ほどよりも少し冷静になっている。

「あー……ガーゴイル君は事情を知らないのか……」

　勢いが乗っていただけに、ちょっと肩を落とす宮村さん。

「……御色町の祭りはね、ものによって北と南に優先権があるんだ。クリスマスなんかの華やかな行事は北、さくら祭りみたいなほのぼのとした祭りは南、っていう風に昔から暗黙の了解で決まっていたんだ」

『ふむ。すると松川殿はその暗黙の了解を破ろうとしているわけか』

　ようやくガーゴイルも事態を飲み込めた。

　しかし松川は平然と、

「その暗黙の了解が問題なのですよ。そのあやふやな決まりごとで、せっかくの改革の余地をなくしてしまうのはいただけませんね」

　そして松川は宮村さんの真ま似ねをするように肩を落として首をすくめる。

「そもそも祭りに際して北と南を分けるというのは、私としてもいかがなものかと思っていたのですよ。せっかくの祭りなのですから、北と南、分け隔へだてなく盛り上げるべきでしょう」

「そ、そんなことをしたら、北のデパートの宣伝力に負けて、こっちが盛り下がるに決まっているじゃないですか！」

「やりもしないで決めつけないでください。あなた方が新しい宣伝手段を取り入れるなりすれば、まだ充分いけるでしょうに。どうして過去の方法に固こ執しつするんですか？」

　松川もだんだん苛いら立だっている様子。

「過去のやり方じゃない！　御色町が培つちかってきた伝統だ！」

「その伝統で何ができると言うんです？　肝心な時に客を呼べない伝統など、なんの価値もないでしょう！　その伝統で絶対多数のお客様が喜ぶとでも言いたいのですか!?」

「そ、それはもちろん……！」

「ではどうして南口の売り上げは年々下がっているのですか!?」

「うっ……」

　反論できずにたじろぐ宮村さん。

『二人ともやめるのだ、感情的になっては話し合いができない』

　ガーゴイルも、ずっと慣れ親しんだこの南口商店街が好きだった。たしかに物質的には北口商店街の方が恵まれているが、パトロールのたびに声をかけてくれるこの商店街の人達は、ガーゴイルに色々なものをくれたのだ。

　だがこの争い、ガーゴイルは何もできない。松川の方も正しいと思ってしまったからだ。

「……私はね、宮村さん。この町にはもっともっと大きくなって欲しいと考えているんです。たしかに伝統を守ることも大切ですし、それで発展した町もあるでしょう。……ですが、あなたのおっしゃる伝統ではこの町の発展に貢こう献けんできません！」

「だ、だがこの祭りは私が生まれるずっと前から御色町に伝わってきた祭りなんだ！　それを金のために曲げることなんて……！」

「では売り上げが今以上に減っても、そう言えるんですね？」

「そ、そんな……！」

　もともと平和的な宮村さん。徐々に松川のペースに呑のまれつつあるようだ。

　しかしガーゴイルは手助けすることもできなかった。

『むう。松川殿の言うことも筋が通っているが、しかし宮村殿の気持ちも理解できる……我はどちらの味方をすればいいのだ……』

「決まってるじゃないのー」

　悩むガーゴイルの頭を何かでコツコツと叩いたのは、兎轉舎のお姉さんだった。

「どっちの意見も正しいと思うなら、好きな方の味方をすればいいのよー」

　お姉さんは笑っているが、その手には青せい龍りゆう刀とうが握られている。

　気がつけば彼女だけではなく、かなりの人数が周囲を取り囲んでいた。

「おうよ、宮村さん！　こんなヤツの言うことに惑まどわされちゃいけねぇ！」

　それぞれさくら祭りの象しよう徴ちようであるピンクのハッピを着ているが、手に包丁やら木き槌づちやら固い辞書やら淹いれたてのコーヒーやらを持っている。御色南口商店街の皆様だ。

「南口商店街の良さは、そんな銭ぜに勘かん定じようだけでわかるモンじゃねえんだよ！」

「そうよ！　効率だけが全てじゃないのよ！」

　皆、怒りの形ぎよう相そうで松川を取り囲んでいる。

　しかし松川は動じない。これが脅おどしだとわかっているから。さすがに暴力沙ざ汰たになれば祭りどころではなくなる。

「……まあ、その団結力だけは称しよう賛さんに値あたいしますよ」

　眼鏡を指で直し、松川は溜ため息いきをつく。

「ですが三割引セールを中止するつもりはありません。ご不満ならば、我々よりももっとお客様の目を惹ひくセールでも考えたらいかがですか？　もっとも、その伝統とやらで我々に対抗できるのであれば、の話ですが……」

　そう言うと、松川は笑いながら回れ右をする。

　その時だった。

　ごりっ。

　そんな音に周囲の人が振り返ると、吉永家のママが無言でジャガイモを握りつぶしていた。ジャガイモの汁がポタポタと地面にたれてゆく。

『マ、ママ殿……！』

　最強と謳うたわれるガーゴイルもママにはかなわない。パパの奇妙な説得力と同様、ママの異様な破壊力にはタジタジであった。

「よ、吉永さん、落ち着いて！」

　宮村さんの忠告も耳に入らず、ママは買い物かごを静かにその場に置くと、親指についたジャガイモの汁をブルース・リーのようになめ、次の瞬間、憤ふん然ぜんと松川の首を摑んで持ち上げた。

「うわあああっ！　だ、誰ですかあなたは！」

　宙に浮いたまま足をジタバタさせている松川。

『やめるのだママ殿！　暴力はいかん！』

「だれか奥さんを止めろーっ！」

　ガーゴイル＋男数人がかりでママを松川から引きはがす。

「松川さん、逃げて！　殺されますよ！」

「は、はい！　そ、それではまた！」

　宮村さんが松川の背中を押し出すように、駅へ走らせる。松川とママの間に大勢の人垣が生まれ、松川が御色駅を通って北口商店街へ逃げるまで南口商店街はラグビーの試合のような有あり様さまになってしまった。




　ガーゴイルの祭りに対する認識が早々に変化し始めた。

　どうやら祭りは祭りでも、町によって大きく差があるものらしい。御色町の場合、全員の血の気が多いのが難点であり特色でもあるようだ。

「宮村さん、大丈夫かい？」

　誰かが宮村さんの肩を支える。

　見れば彼の顔は真っ青だった。

「いやはや、どうも私はケンカが苦手でねぇ……皆さんに助けられなければ、松川さんの言いなりになっていたかもしれなかったよ」

　額の汗を拭きながら苦笑する宮村さん。

『むう。主張は正しいが、口の悪い男であったな。まるでケルプだ』

　ライバルである嫌いや味みな自動石像の名を出すガーゴイル。

「しかし……ママさんを止めただけじゃ、根本的な解決にはならないよなぁ」

　商店街のアーケードを見上げて、宮村さんは途と方ほうに暮くれていた。

　ママはとりあえず兎轉舎でおとなしくしている。お姉さんが淹れた茶をがぶ飲みしてはグイと尽きだし、また注つがれたお茶を飲み干すといった悪循環だ。宮村さんと個人的なつきあいも多いママだ。この件で一層北口が嫌いになったと見える。

　ガーゴイルもこの状況はどうにかしなければと思っているのだが、ここまで大規模な人間同士の争いとなると、できることは限られてくる。

「なんとか北口の連中に一ひと泡あわふかせてやらねえと！」

　ハッピを着たオジサン連中もいきり立っている。

　祭りという町が一いち丸がんになる行事で、それを邪魔するという行為がどれほどの人間を敵に回すことになるのか、松川はわかっているのだろうか。

「しかし、宣伝費なんていまさら出せないでしょう……」

　宮村さんが一枚の紙を取り出した。それは桜色の紙に地味に文字が書かれたさくら祭りのチラシだった。大きな桜の木を囲んで子供達が遊んでいる絵が隅すみっこに描かれている。

『その紙ならば今け朝さ我の家の郵便受けにも入っていたぞ』

「そうさ。君ん所のママさんを含めて、町内会のみんなが頑張って配ったんだ」

　ガーゴイルも思い出す。ママが今朝、近くの壁にこのチラシを貼はっていたのを。

『ところで、疑問が一つあるのだが』

「なんだい？」

『何なに故ゆえ、さくら祭りは南口の管かん轄かつなのだ？　――北口がやってはいけない理由でもあるのか？』

　事と次し第だいによっては怒られるような質問だったかもしれないが、宮村さんは笑顔で答えてくれた。

「それはね、ホラ、この南口商店街を出て右に曲がった所に公園があるだろう」

『うむ、さくら公園と言ったか』

「そうそう、そのさくら公園にご神しん木ぼくがあるんだ。樹齢……もう何百年になるかなぁ。とにかく大きな桜でね。それがこのさくら祭りのシンボルなんだ」

『なるほど。象徴を持つ南口に優先権がある、と』

「そういうことだね――ん、待てよ？」

　何かに気づいたように、宮村さんは考える。

「シンボル……象徴……そうか、これだ！」

　宮村さんは手を叩き、ガーゴイルの頭を両手で摑んだ。

「シンボルだよ！　強力なマスコットキャラを立てて売り出せば、北口にだって対抗できるかもしれない！」

　その提案に、周囲の皆様方からも力強いどよめきが生まれる。

「そうねー、たしかに桜の木だけじゃインパクト薄いものねー。何か可か愛わいいマスコットでもあれば、子供も寄ってくるんじゃないかしら？」

　いつのまにやら輪の中にいた兎轉舎のお姉さんも、笑顔で同意する。

　お姉さんに合わせるかのように、南口商店街の人達も口々に賛同し始める。

「となると――マスコットの採寸が必要だな。絵を描いたり、アップリケとか、作らなきゃ」

　そう言い出すのは、立派な口ヒゲを生やしたブティックの店主さん。

「それからマスコットの形をした食べ物とか売れば面白いわよね」

　と、洋菓子店の奥さんも。

　そんな感じで、商店街のみんなが口々に案を出し始める。皆、先ほどまでの怒りを祭りへの情熱に変換しているのだ。「打倒北口」を胸に掲げ、祭りを最大限に楽しみ、また楽しんでもらうために脳をフル回転させる。

　これも祭りの醍だい醐ご味みである。

　祭りは準備が一番楽しい――誰かがそう言っていたのを、ガーゴイルは思い出した。

　ひとしきり案を出し終えると、会長の宮村さんが拳を突き上げた。

「よーし、みんな、明日まで突とつ貫かんですけどがんばりましょう！」

「おお！」

　唱和する御色南口商店街の人々。

　アーケードの下、買い物客が何事かと遠目に噂うわさする中、御色南口商店街はさくら祭りのために一つになったのだ。

「というわけでガーゴイル君。マスコット役、頼んだよ」

　ニコニコ顔でガーゴイルの頭に手を置く宮村さん。

『――何？』

　今の今まで気づかなかったガーゴイル。

　すぐにやめさせようとしたのだが、兎轉舎で話を聞いていたママがあまりにも嬉しそうな顔をするので、ガーゴイルはそれ以上何も言えなくなってしまった。































　そして翌日、御ご色しき町ちようさくら祭りが開催された。

　桜色の横おう断だん幕まくに迎えられて南口商店街のアーケードをくぐった人々が見るのは、熱と笑顔に包まれた祭りだ。商店の前に所狭しと屋台が並べられ、桜色のハッピを着た商店の人達が笑顔で客を呼び込む。もちろん普通の営業も行っているが、道行く人々はみな変へん貌ぼうした商店街に心を奪うばわれていた。

「すげぇっ！　さくら祭りだっ！」

　南口商店街の入口に立ち、当たり前のことを叫ぶ双ふた葉ば。要はこの騒ぎが嬉うれしいのだろう。スピーカーからも祭まつり囃ばや子しが聞こえ、色彩豊かな絵がアーケードに描かれている。

　なかでも目を惹ひくのは、ハッピやら垂たれ幕やらに描かれた黒い犬の姿だろう。かなりデフォルメされてはいるが、御色町に住む者なら誰だれでも知っている、有名な犬の石像だ。

「ガーくんすっかり有名になっちゃったねー」

　双葉の隣で苦笑している和かず己み。

　二人とも昨日、食事の時にガーゴイルから聞かされたのだが、こうして商店街の装そう飾しよくを見るとずいぶんと祭り上げられているのがわかる。

「アイツ、今頃おとなしくしてるかな」

　ガーゴイルは現在、アーケードをはさんで反対側、御色駅の正面ロータリーで御み輿こしに担かつがれている。ママの手によって守り神様のような衣装を着せられているらしいから、確実に観みに行かねばと双葉は心に決めていた。

「さあ、早く観に行こうじゃないか！」

　後ろに控えていたパパに背中をどつかれる双葉。軽く前のめりになり、はずみで歩き出してしまう。今日は月曜日だが、パパも休みをとっていた。祭りにはスポンサーがいないと始まらないのだ。

　アーケードをくぐり、さくら色の祭りに足を踏み入れる吉よし永なが家け。

　双葉がまず目指したのは食べ物屋だった。毎年毎年、かならず食べなければ気が済まないものがたくさんあるのだ。たこ焼き、お好み焼き、リンゴ飴あめ、串くし焼やき、じゃがバター、エトセトラエトセトラ――

「よう双葉！」

　商店街に入ってすぐの屋台で、クラスメイトの石いし田だ歳とし三ぞうに呼び止められた。デフォルメされたガーゴイルが描かれた桜色のハッピを着ている。彼の家は商店街の薬屋なのだ。

「あら双葉ちゃん、いつもバカ息子と遊んでくれてありがとね」

　手ぬぐいを頭に巻いた石田のお母さんが優しく挨あい拶さつする。

「ちわッス！　なんだトシ、おまえ今年も手伝いか？」

「おうよ、今年も小遣いアップのフラグを立てる必ひつ須す条件なんだよ」

「ほらトシ、くっちゃべってないで焼きなさい！　焦こげるわよ！」

　お母さんに言われて、あわててお好み焼きをひっくり返す石田。しかしお好み焼きの裏面はすっかり黒くなってしまっていた。

「あーあー焦げちゃって……どうするのよそれ」

「おばちゃん、それでよかったらあたし買うぞ」

「あらホント？　だったら十円でいいわよ」

「やた、ラッキー！」

　十円玉と引き替えにお焦げのお好み焼きを手に入れる双葉。こういう簡単な交渉が通用するのが南口商店街なのである。もっとも双葉ならばどんな相手でも交渉を始めるが。

　石田親子に別れを告げ、双葉たちはさくら祭りの中心部へ向かって歩き出す。パパや和己も軽く食べるものを買ったが、双葉につまみ食いされたりしていた。

「ふむ、ガーゴイル君はどこかな？」

　パパが背の高い身体からだで人混みの奥を眺め始めた時のことだった。

　人混みが割れ、駅の方から御輿がやってきた。屈くつ強きようなフンドシ姿の男達に担ぎ上げられた御輿の上には、おなじみの黒い石像が。

　頭に必勝ハチマキを締しめ、例の桜色のハッピを着せられていた。

『むう……』

　非常に居い心地ごこちが悪そうだった。

「おおガーゴイルさん、いつもお世話になってます！」

「やー、何あのワンちゃん、カワイー！」

「がーごいるだがーごいるだー！」

　老ろう若じやく男女問わず、ガーゴイルに微笑ほほえましい視線を向けるお客達。人から感謝されることには慣れているガーゴイルだが、祭りのためとはいえ好奇の視線に晒さらされるのは誰だって恥ずかしい。

「ようガーゴイル！　似合ってるぜ！」

　双葉はさっそくガーゴイルに手を上げた。大笑いしたい所なのだが、ガーゴイルが本当に怒りそうだから我慢しようとする。五秒も保もたなかったが。

「ぶはははははっ！」

『むう、見るでない双葉！』

「よしガーゴイル君、こちらを向きたまえ！」

　パパがカメラでガーゴイルを撮とっていた。

　和己もケータイのカメラで撮影を始めている。

『やめるのだパパ殿も和己も！　むう、やはり降ろせ、我われにこのような役は務まらん』

　ガーゴイルがむずがってガタガタと揺れる御輿だが、それを支えている男達は考え方も屈強だった。

「何を言うんですかガーゴイルさん！　ご家族を始め、みんなこんなに盛り上がっているじゃありませんか！」

「そうです！　さあもう一往復しますよ！　野郎ども、パワー出していくぞ！」

「うおおーっ！」

『むう！　降ろせと言うのに！』

　光線を撃ちそうな勢いだったが、さすがに人前でそれもできず、ただ黙々と御輿に乗せられて運ばれていくガーゴイル。祭りの客はその御輿に手を振っていた。

「なんかガーくんちょっと可か哀わい想そう」

　和己が笑顔でつぶやくと、パパは胸を張って主張する。

「ガーゴイル君には初めての祭りだからな。あのくらいでちょうどいいんだよ！」

「そうかなぁ……」

　いささか強引なパパの主張に和己が苦笑する。双葉はその間もめぼしい食べ物の屋台を探していた。

　そんな時、また騒ぎが起こった。

「おい、北口がすごいんだってよ！」

　誰かがそんなことを言い始め、その噂うわさを聞いた人たちが興味本位で北口へ向かって歩き出す。

「なんだなんだ？」

　大量の食べ物を抱かかえ、双葉の視線も御色駅の向こう側に移ってしまう。

　北口のデパートの屋上から、大量のアドバルーンが浮いているのが見えた。




　その活気ときたら、南口の比ではなかった。

　御色駅を抜けた途と端たん、紙吹雪ふぶきが空一面に舞っているのが目に入った。ノリノリの音楽がスピーカーから大音声で響き、着ぐるみのマスコットが風船やビラを配っていた。

　樽たる井いデパートだけではなく、全ての店の屋根から「三割引セール！」と書かれた垂れ幕が下がっており、それを見た主婦達がキャーキャー言いながら殺到してくる。

　南口のほのぼのした祭りとは正反対の空気だった。

「なになに、何やってるんだ!?」

　食べ物の入ったビニール袋を手に提さげながら、双葉は眼前の光景に見とれていた。まるで違う世界へ来てしまったような錯さつ覚かくを覚える。

「うわ、すごい……全品三割引って、最新の電化製品とかも三割引なのかなぁ」

　デパートの垂れ幕を見て、和己がつぶやく。

「なんだこれは!?　なんの騒ぎなんだ！」

　そんな双葉たちの隣で、宮みや村むらさんが戸と惑まどっていた。

「宮村のおっちゃん、さくら祭りって南口だけなんじゃないのか？」

　事情がよくわかっていない双葉が尋たずねると、

「そうだよ！　それなのに、こんな――まるでお祭りじゃないか！」

「ほう、お祭り！　それはいいですねぇ」

　上から声がした。

　双葉が見上げると、ロータリーの歩道橋の上で松まつ川かわが余裕の笑みでたたずんでいた。

「あー、マッカチン！」

「おう、マッカチンじゃないか！」

　双葉が鋭く松川を指さし、パパは松川に笑顔で手を振る。意外なことに松川も手を振り返してくれた。

「ちょっと松川さん！　アンタこんな勝手にお祭り騒ぎを――！」

　頭から湯気を出しながら宮村さんが怒ど鳴なりつけるが、松川は変わらない冷静さでスーツの襟えりを正し、

「いいじゃないですか、お祭り。こちらの総力を挙げた宣伝活動をお祭りと呼んでくれるとは、とても光栄ですよ」

「宣伝活動だと――？」

「そのつもりでしたがね。宮村さんがお祭りと呼んでいただけるのであれば、こちらもお祭りということにしましょうか」

「なんだって？」

　宮村さんが、はっと息を呑のんだ。

　ちょうどその時、騒ぎを聞きつけた南口商店街の方々が十人ほど、宮村さんの背後に駆け寄ってきた。みな、血の気の多い男ばかりだ。

　その南口の人たちを見下ろしながら、松川は高らかに宣言した。

「そうですね――さくら祭りに対抗して、もっと華やかに蕫スプリングフェスタin御色﨟なんてどうですか？」

　とうとう宮村さんの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。平和主義者にだって沸ふつ点てんはあるのだ。

　声にならない叫び声を上げて歩道橋を駆かけ上っていく宮村さん。その後に続いて南口商店街の人達も松川に殺到する。

　しかし松川はそれでも動じず、

「血の気の多い人達だ――」

　指をパチンと鳴らすと、松川の背後に男が現れた。

　金色のジャケットを着て、サングラスをしたリーゼントの男だ。一昔前のディスコにいそうな雰ふん囲い気きで、上半身をのけぞらせた、いわゆる「ジョジョ立ち」で松川の後ろに待機している。

　ということはこの男、今まで歩道橋の上で出番が来るまで座っていたのだろうか。

　さらにその男に続いて、樽井デパートのガードマン達も姿を現す。警備服はいつもどおりなのだが、着ている人間がハリウッドにいそうな感じの屈強な男達だった。なぜだか全員、警棒を握って威い圧あつするような目をしている。わざとらしすぎる。本当に役者なのかもしれない。すぐに揉もみ合いになった。

　階段の上からガードマン達が南口の人達を押し返している。誰も歩道橋の上には上れず、松川はリーゼントの男と一緒にその騒ぎをニヤニヤ見ているだけだった。

「あっ、双葉ちゃん！」

　和己が止める間もなく、双葉が駆けだした。

　おしくらまんじゅうをしている南口商店街の人の肩に飛び乗り、ガードマンの頭を越えて、あっという間に歩道橋の上にたどり着く。手に提げたビニールの中に入っている食べ物が心配だが、構っていられない。

　この間といい、松川が双葉の前に現れる時は、必ず事件が一緒についてくる。

「おいマッカチン！　てめえ祭りの邪魔して何が楽しいんだよ！」

　松川に指を突きつける双葉。

「邪魔だなんてとんでもない。我々はただ祭りを開いているだけです。お客様を喜ばせるためにね。それからマッカチンと呼ぶのはやめてくれないかな？」

「黙れマッカチン！」

　高く跳ちよう躍やくし、松川の顔面を狙ねらう双葉の両足。得意のドロップキックだ。

　しかし双葉の身体は空中で止められた。

「いけないぜベイベ。プリティガールがそんなことしちゃ」

　金色のジャケットを着たリーゼントが、ドロップキックを双葉の身体ごと摑つかんだのだ。ものすごいパワーだったが、双葉の身体を痛めないように細心の注意を払っていた。

　さらに驚いたのは、双葉が手に持っていたビニール袋をリーゼントに奪われていたことだった。いつの間に。しかも中身も崩くずさずに。

「こら双葉！　そんなことしたら危ないだろう！」

　歩道橋の下からパパが場違いなことを叫ぶ。

「うちの娘がすまんな、マッカチン！」

　少し双葉は苛いら立だった。

　こんな時にパパはどうしてこんなに呑のん気きなのだろうか。

「ヨッちゃん。娘さん、元気なのはいいが、活発すぎるのもどうかと思うよ」

　松川もそんなことを笑顔で言う。

「じゃあなベイベ。祭りを楽しんでいってくれヨ」

　リーゼントは双葉を下に降ろすと、二本指を立ててキザな挨拶をした。

「てめぇ！」

　双葉は再度ドロップキックを放はなとうとするが、すでにリーゼントは松川を連れて反対側の階段から降り始めていた。逃げる相手にドロップキックを撃っても威力は半減してしまう。

「ちくしょう……！」

　歩道橋の欄らん干かんを殴なぐる双葉。

　後ろではいまだに南口の人達とガードマン達が押し合っている。

　さらに歩道橋の周りに集まったお客さん達は、この騒動すらも祭りの一環だと楽しんでいた。そりゃあターミネーターのようなガードマンと商店街の人達が戦っていれば、誰でも見に来る。

　今や南口商店街のさくら祭りは、すっかり北口に食われていた。

　そして遠くの方から、

「ベイベ！　なかなかうまいぜこのたこ焼き！」

「あーっ、てめえっ！」

　双葉の持っていた食べ物も、リーゼントの男に食われていた。
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　一日の最後には、北も南もミーティングを行うのだが――

　祭り初日だというのに、南口商店街の集会所はお通つ夜やのような雰囲気に包まれていた。

　その日の各店舗の売り上げを集計した所、目に見えて下がっていたという。

　さくら祭りは夕方までが原則である。桜は昼が一番映はえるという伝統を、今でも守っているのだ。中には夜まで屋台を開いて花見客の相手をしている猛も者さもいるが、体力的に辛つらい。

　宮村さんとガーゴイルを囲んで、南口商店街の皆さんは意気消沈していた。例年は「初日お疲れさま！　明日からも気合い入れていこう！」と乾杯しているはずなのだが。

　ガーゴイルの隣で、ママが溜ため息いきをついた。

　ママもガーゴイルの飾りつけを手伝ったのだ。揺れる御輿のせいでガーゴイルのハッピが着崩れると、必ず駆け寄って直してくれた。そんなママが昼間の騒動を聞きつけたのは、幸か不幸か全すべてが収束した後だった。

　ガーゴイルも事件に気づいてはいたものの、人間同士の商売の争いだ。一方的な暴力ならばすぐにでも出で張ばるのだが、今度のケースはガーゴイルの光線で片がつくというものではない。手を出しあぐねているうちに松川が去り、騒動もうやむやになってしまったのだ。

「どうしようか、あと六日……」

　誰かが、ぽつりとつぶやく。

　口には出さないが、全員同じ気持ちだ。

「北よりも派手な祭りにできればいいんだがなぁ……」

　また誰かがつぶやく。

　それができたら苦労はしないのだ。基本的に弾カ丸ネの量に差がありすぎる。

「ガーゴイルさんも手伝ってくれてるのに……」

　集会所に集まった十数人の人々が、同時に溜息をついた。

　伝統のさくら祭りが、こんな形で潰つぶされるとは。本当に一昨日おとといまでは誰も想像していなかったことだった。いや、ただ一人――松川だけは別だ。

『松川殿は、いつから樽井デパートにいるのだ？』

　ガーゴイルの質問に答えたのは宮村さんだった。

「去年からだね。それまでは商店街でも悪い評判は聞かなかったんだよ」

　今までガーゴイルも気にも留めていなかった存在だ。それがどうして今回のような行動を起こすのだろうか。真実は本人にしかわからないし、そもそも理由を問うても仕方がない。

　今、南口商店街に起こっている問題を解決しなければ始まらないのだ。

　ガーゴイルとしても慣れ親しんだ商店街だ。できることならば協力したいのだが、ガーゴイルは門番型自動石像なのだ。商標名に商売や宣伝などの単語は入っていない。

「しょうがない……少しだけ協力しましょかね」

　その声に、全員の視線が集中する。

　部屋の隅すみであぐらをかいているのは、兎と轉てん舎しやのお姉さんだった。普段は黒い服だが、今日は桜色のハッピを着ていた。少し上気した顔で、半分以上減った缶ビールを弄もてあそんでいる。

『そういえば汝なんじは今回、何も起こさなかったな』

「何よそのいつも私が問題起こしてるよーな言い方は」

『事実だと思うのだが……』

　しかし本人にも少なからず自覚があるのだろう。お姉さんはアーケードの飾りつけなどの案を出しただけで、物ぶつ騒そうな装置などは一切使用していなかった。

「まあね、私もたまには商店街に貢こう献けんしようってことよ。いつもお世話になってるんだから、こういう時くらい恩おん返がえししなきゃ」

　ビールを飲み干し、お姉さんはニヤリと笑う。

　周囲にどよめきが走った。

『そういうことならば、我もできる限り協力しよう。汝の装置は生身の人間では扱いづらい物もあるだろう』

「そんなことないわよ！　もともと人間用に発売された物ばかりよ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　宮村さんが手を上げて口論を止める。

「するとつまり、アレかい？　まだ北口に対抗できる策があるのかい？」

「策って言っても正攻法だけどねー。要は北口よりも派手な宣伝をすればいいんでしょ？」

「おおお！」

　どよめきが歓声に変わる。

「さすが兎轉舎の姐ねえさんだ！」

　口々に賞しよう賛さんの声があがる。皆の目に生気が戻っていた。立ち上がり、意味もなく叫び声を上げる者もいる。無くなったと思っても、搾しぼり取れば希望はまだまだ出てくるものなのだ。

　ママがお姉さんの手を握ってぶんぶんと振り回し、宮村さんがお姉さんに抱きつこうとして蹴けり飛ばされた。

「よーし！　明日は北口に勝つぞーっ！」

　鼻血を出しながらも、宮村さんは傍かたわらにあった缶ビールを手に取り、栓せんを開ける。

「みんな、今日はお疲れさま！　明日もがんばろーっ！」

「おーう！」

　たくさんの缶ビールが天てん井じように向けられた。
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　祭り二日目。

　樽井デパートの個人オフィスで書類に目を通していた松川は、ふと作業の手を止め、目薬をさした。軽い痛みに顔をしかめながら、目め頭がしらを押さえる。

「ふぅ……」

　今回のイベントは、初日からかなり疲れた。

　言われた通りに南口を挑発してきたが、本当にあれで良かったのか。デパートの支配人とはいうものの、こういう派手なイベントは埒らち外がいなのだ。あの男を信用するほかはない。

　それに松川は争いごとも好まない。体格が体格だから、ケンカが強いわけがない。そう考えてみれば、一昨日再会した古い友人は大きな体だったのにケンカが大嫌いな男だった――

　そこまで考えた時、ノックの音に顔を上げた。

「大変だぜ、ボス！」

　入ってきたのは、リーゼントの男。今日も金色のジャケットとサングラス。いつも同じ恰かつ好こうでいるようだ。昨日の余裕はどこへやら、あわててオフィスに転がり込んできた。

「どうかしましたか？」

「あ、あれを見てくれ！」

　リーゼントが指さすのは、窓の外。

　ちょうど御色駅の向こうに南口商店街が見える。アーケードに覆おおわれた慎つつましい商店街だ。規模の上では敵ではないが、その人脈と協調性は侮あなどれないものがある。あのアーケードの下では、今でも無む駄だな抵抗をしている人達がいるはず――

「ん？」

　松川の思考が一瞬停止した。

　アーケードの下ではなく、上だ。

「あれは…………どうやって……いるんでしょうか」

　巨大な美女が立っている。

　八メートルはあるだろうか。当たり前だが生物ではない。しかしあの精せい巧こうな作りは風船でもない。フィギュア――いや、あんな巨大なものを一日で作るのは不可能だ。

　するとリーゼントの男が、乱れた髪の毛を櫛くしで直しながら、

「いや、俺もさっきあそこに登って確かめたんだがな」

「登ったんですか!?」

「あのビッグハニー、触れないんだ。イリュージョンだぜきっと！」

「ホログラフのようなものですか……？　いや、しかしあんな巨大な……」

　松川も商人だ。科学技術の情報も、一通りはおさえている。しかし記憶野をいくら探ってもそんな技術はあり得なかった。

「同じようなイリュージョンのハニー達や、ボーイが好きそうなアニメのキャラとかが南口商店街に溢あふれてるんだ！　あとアーケードの天井もヒップでクールなイラストがこう、ボワンと！」

　リーゼントの言葉を解読しようと悩む松川。つまり南口商店街がこちらの予測もつかない方法で宣伝を始めているということだ。しかも低予算で、こちらよりもはるかに客を呼び寄せる方法で。

「面白い手があるものです。気になりますね」

　南口が勝手に客寄せをするのはいい。どうせ最終的に勝利するのはこちらなのだから。

　手て札ふだはまだある。切り札もある。

　しかしこのままにしておくのは――個人的に腹が立つ。

「そろそろ本気出していいかな、ボス」

　リーゼントがジョジョ立ちで訊きいてくる。

「いや、あなた方は通常業務でいいです」

「オーケー！　助けが必要なら、いつでも呼んでくれよ！」

　指を二本立ててポーズをとるリーゼント。

　と、その時、またオフィスの扉がノックされた。

「？　はい」

　この時間に来客の予定はなかったはずだ。誰が通すことを許可したのだろうか。

　松川が訝いぶかしがっていると、その人物は扉を開けてずかずかと入り込んできた。

「やあマッカチン！　いいオフィスじゃないか！」

　松川の旧友である吉永だった。

　中学時代から変わらず、身体も声も態度も大きい。

「……どうして、また？」

　尋ねた後で思い出す。彼の会社はこの樽井デパートの小売店をいくつか担当しているのだった。しかし担当者は彼ではなかったはずだが……。

「うむ。祭りのことが気になってな。無理言って担当を代わってもらったんだよ」

「代わってって……そんなこと、できるものか？」

「だから無理を言ったんだって。マッカチンに訊きたいことがあってな」

「……まぁいいさ。座ってくれ。お茶を入れさせる。あと仕事中はマッカチンと呼ばないでくれ、頼むから」

　松川のオフィスにあるソファにどっかりと腰を下ろす吉永。その間にリーゼントがコーヒーを入れて運んできた。ソファ脇わきのテーブルにコーヒーを置き、ポージングするリーゼント。

「さあ飲みな！　最高にクールなホットコーヒーだぜ！」

「おお、ありがとう！」

　がっちりと握手を交かわす吉永とリーゼント。波長が合うのだろうか。

「マッカチン。この素敵な兄さんは君の秘書かい？」

「いや、私もイベントに関しては素人しろうとだからな。その道のエキスパートを雇やとったんだ」

　そして松川はエキスパートであるリーゼントに、

「君はもう仕事に戻りなさい。宣伝活動をバージョン２に移行すること」

「ラッジャー！　任しときなマッカチン！」

「あなたまでマッカチンと呼ばないでください！」

　飄ひよう々ひようとした態度でオフィスを出るリーゼントを憤ふん然ぜんと見送る。あの言葉遣いはなんとかならないものかと松川は思うが、厳密には上司と部下の関係ではないのだ。それに彼にはどことなく憎めない雰囲気がある。同じ行動を松川がとれば、確実に嫌われるだろう。

　気を取り直し、松川もソファに座って旧友の話を聞くことにする。

「……で、なんだったかな。ヨッちゃん」

「うむ。率直に訊くが、どうして南口の祭りを邪魔するんだ？　セールをしたいのなら、別に祭りとかぶせなくたっていいし、そもそも祭りの日を避けた方が儲もうかるんじゃないか？」

　誰かがそういう意見を持ってくることは、松川にも予測できた。

　それが一昨日再会した旧友だとは夢にも思わなかったが。

「たしかにそうだろうね。でも私の目的は売り上げを伸ばす事じゃないんだ」

「ん？　祭りの邪魔をすることが、目的だというのか？」

「それもある。ヨッちゃんだから言うが、実は南口商店街は我々樽井デパートにとって、邪魔なんだよ」

　平然と告げる松川。しかし吉永はそれも平然と受け流し、

「しかし邪魔だと言っても、潰すことなんかできないだろう。仮に潰したところで、また別のライバル会社がやってくるだけだ。そうなれば今やっていることも意味が無くなる」

　吉永は意外に冷静だ。身体は大きいが、昔からバカではなかった。そもそも営業としてやっていけるのだから、商売の話が普通にできて当たり前なのだ。

「いや、それは違うよヨッちゃん。私がやりたいのは、南口の連中に『樽井デパートの方が稼かせげる』と思い込ませることなんだ。お客のためを思えばこそ、彼らはより流通の良い場所を提供してくれるはずだ」

「……それはつまり、土地を買収するということかな？」

　その質問に、松川は意地の悪い微笑みで答える。

「樽井デパートを御色駅唯ゆい一いつの駅ビルにするんだ。北と南をはさんで、どちらの住民にも気軽に利用できるように」

「うーむ」

　吉永は腕を組んで考え込む。

　その顔を見て、少し松川の心が揺らいだ。久しぶりに会った友達と話すこととは、普通こんな色気のない話ではないはずだ。

　商売人としてではなく、旧友として吉永を見ているからだ。

「納得いかないのはわかるよ。君が暮らしている町の商店街のことだからな。だけど私も商売人の端はしくれだ。儲けようと考えるのは当然だろう？」

「いや、そうじゃない。買収しようとしていることの是ぜ非ひを考えているんじゃないんだ。私だって会社勤めだからな。その辺の事情は詮せん索さくしないよ……ああ、最初の質問に戻るんだが、じゃあ、なんで祭りを邪魔するんだ？」

　この吉永という男、最初から祭りを邪魔されることだけが気になっているようだ。土地の買収や松川の計画などは眼中にないのか。ひょっとしたら本当はバカなのだろうか。

「いや、祭りを邪魔する事も南口の人達の士気を殺そぎ、こちらに客を集中させる役割がある。やるならば派手に見せつけてやった方がいいだろう？」

「なるほど……士気をねぇ……」

　吉永はあごに手をあてて考えこんでいる。

　いったい、どう転べば彼の気が済むのだろうか。

　悩んだ結果、松川は直じかに訊いてみることにした。

「ヨッちゃん、君は何が望みなんだ？」

　吉永は熱いコーヒーを一気に飲み干すと、ぱん、と両りよう膝ひざを叩たたいた。

「うむ。決めたぞ」

「何をだい？」

「この祭り――スプリングフェスタin御色といったか。私にも手伝わせてくれ」

　松川は聞き返そうとした。どうして吉永が手伝う必要があるのか。それとも笑う所なのだろうか。

　しかし、吉永の目は本気だった。

「……何を企たくらんでいるんだ？」

　すると吉永は照れくさそうに頭を掻かき、

「いや、企むというほど立派な考えじゃないんだがな。あー、つまりだ、まあ、この祭りを手伝えば、私のためにもなり、この町のためにもなるかな、と」

「はぁ？」

　さっきまであれだけ饒じよう舌ぜつだったのに、突然言葉に詰まっている。

　やはり何か企んでいるのだろうか。

「ビラ配りでも、売り子でもなんでもいいんだ。手伝わせてくれないかな、マッカチン」

　松川は吉永の真意を測はかろうとした。

　しかし昔から単純なこの男は、友人の迷惑になるようなことは絶対にしなかった。ましてや松川の様に他人を蹴け落おとして利益を得ようとする男じゃなかった。

　それにビラ配りや売り子で陰いん謀ぼうなど企たくらめるわけがない。

　いざとなったら、止めればいいだけのことだ。

　彼の会社には恩も友ゆう誼ぎもあるから、多少の融ゆう通ずうは利きくだろう。

「……わかったよ。ほかならぬヨッちゃんの頼みだ。しかし――何を考えているのか知らないが、邪魔だけはするなよ」

「ありがとうマッカチン！」

　松川の手を取り、心から嬉しそうに笑う吉永。

　その笑顔は、松川の想い出を呼び起こさせる。

　中学時代の文化祭も、こうやって吉永達と作ったのだ。




　　　　　[image: ]




　不思議の国のアリスが目の前で踊っていた。

　しかし握あく手しゆをしようと手を伸ばしても、身体がすり抜けてしまう。

「すっごーい……これどうやってるんだろ……」

　双葉のクラスメイト、小お野の寺でら美み森もりはアリスの身体を上下左右ありとあらゆる角度から観察していた。そういう機械があることは知っているが、どこに隠してあるかもわからない。

　なにしろ、アリスは道のど真ん中で踊っているからだ。

「梨り々りちゃん梨々ちゃん、これどうやってるかわかる？」

　美森は一緒に来ていた友達の名を呼ぶ。

　しかし後ろについているはずの梨々の姿がなかった。

「あれっ、梨々ちゃん？　おーい」

　人混みに紛まぎれていなくなってしまったのだろうか。ちょっと寂さびしくなった美森だったが、

「やっほー、美森ちゃん」

　目の前に梨々がいた。ちょっと人に隠れて気がつかなかっただけなのだ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの梨々は、嫉しつ妬とすらも通り越す天使のような笑顔で手を振っていた。

「もう！　どこに行ったのかと……」

　梨々の手を握ろうとする美森だったが、その手がすり抜けてしまった。

「ええっ!?」

　梨々と重なるようにして倒れる美森。

「わぁっ、美森ちゃんゴメンゴメン！」

　すぐに後ろから本物の梨々が出てきて、美森を引き起こした。スカートに汚れが付いた美森を見て、偽物の梨々がオロオロしている。

「え？　え？　どういうこと？」

　二人の梨々を見比べる美森だが、答えはさらに別の方向からやってきた。

「あららー、ごめんねー。ちょっとやりすぎちゃったかなー？」

　屋台と並んで設置してある仮設テントから、兎と轉てん舎しやのお姉さんが手を振っていた。あいかわらず不気味なほど綺き麗れいな人だと美森は思う。

　仮設テントの中には、大きい木箱があった。何かの本で見た、大昔のオルゴールのような複雑な装置だ。そして、その装置を動かしているのは――

「――やぁ――――美森ちゃん――――楽しんで――いますか――」

　美森や梨々の担任、夜よ倶ぐ先生だった。ざんばら髪はそのままだが、背広の上にピンクのハッピを着込んでいた。服の組み合わせも、着る人も、犯罪的に似合わなかった。

「せ、先生、何やってるの!?」

「――祭りの――――お手伝い――ですよ――――ホラ――――学校も――――生徒の――安全のために――――本部を――置くのです――――」

「まあ平ひらたく言うと、一番ヒマそうにしてた人に手伝ってもらったわけ」

　と、お姉さんは大きな箱を軽く叩く。

「はぁ……で、これなんなんですか？」

　一番聞きたかった質問を、ようやく美森は口にできた。

「これは『瓦ガ斯ス幻げん燈とう機き』っていって、わかりやすくいうと陽炎かげろうを利用して幻まぼろしを作る装置ね。下のケーブルを伝って、色々な場所に幻を作れるのよ」

　美森は下を見る。何気ない電気ケーブルだと思っていた下の黒いチューブは、そのためのものだったのか。

「私もお姉さんにお願いして自分の幻を作ってもらったの。ゴメンね、美森ちゃん！」

　背後で梨々が両手を合わせて謝っていた。

　軽く頼んだだけで、簡単に幻が作れてしまうのか。やっぱり兎轉舎は不思議な店だと美森は思う。

「本当は高価なんだけど、今日は祭りだから特別！　ご奉仕しちゃうわよー！　さ、先生！　ジャンジャンやっちゃって！」

「――それでは――――」

　夜倶先生は機械の後ろのハンドルをグルグル回し始めた。すると商店街の奥の方でまた歓声が上がる。

「うわぁーっ！　なんかタコみたいな化け物が出たーっ！」

「いやこれはトラだろ！」

「違うわよ、バラよきっと！　キャーッ！」

　違った。歓声ではなく悲鳴だった。

　それを聞いたお姉さんは、いち早く指示を撤てつ回かいした。

「あー先生。もうちょっと控えめでいいわ」

「――――それは――残念――――です――――」
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　不思議なことに、さくら祭りのシンボルであるご神しん木ぼくが植えられているさくら公園には、人が少なかった。みんな屋台やイベントに行ってしまっているのだろう。

　それでも休憩する人々や桜を撮りたがる写真家などが集まり、普段以上の人数があった。それでも「混む」というにはほど遠いが。しかし公園とはなごむ場所であるから、これ以上の人数がいても意味がない。

『ふむ。汝も桜が好きか』

　さくら公園の様子を見に来たガーゴイルが発見したのは、ご神木の側に植わっている緑色の女性だった。ニコニコしながら桜に手をあてている。

　彼女――強化植物のオシリスはちらりとガーゴイルを見ただけで、また桜に意識を向ける。会話でもしているのだろう。

　と思いきや、オシリスの身体から触しよく手しゆが伸び、近くにいた人をグルグル巻きにして持ち上げたではないか。虫の捕ほ食しよくのような素早さで、ガーゴイルでもついていけないほどだった。

「う、うわぁっ！」

『何をするオシリス？』

　すると、摑まれた男のポケットからジッポライターがカランと音を立てて落ちた。

　さらによく見れば、男の足下にはタバコの吸すい殻がらがポイ捨てしてあるではないか。

『むう、桜を汚す者を懲こらしめたのだな』

　オシリスは鼻で笑い、男をさらに締め上げる。

「た、助けてっ！」

『汝が悪い。万ばん死しに値あたいする――ほどでもないが、罰ばつを受けるべきだ』

　オシリスの触しよく手しゆが翻ひるがえると、男は公園の外に投げ捨てられてしまった。そのまま逃げ出していく男。さすがにオシリスも追うようなことはしなかった。

『よくやったぞ、オシリス』

　彼女も仲間のためならば、優しくも厳しくもなるのだ。昔は自分のことしか考えていなかったのに、大した成長ぶりである。

　彼女は植物であり、人間とは違う存在だ。意思の疎そ通つうは難しい。

　しかしその笑顔を見る限りでは、桜も喜よろこんでいるのだろう。

　友達が喜べば、自分も嬉しい。

『祭りとは、それの連れん鎖さなのかも知れぬな――』

　その祭りから取り残されたような空間で、オシリスと桜を見つめるガーゴイルだった。
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　午後八時。吉永家も祭りから解放され、どっと疲れが出た。

「ただいまー」

　パパが帰ってきたので、和己はママの肩から手を離した。今まで疲ひ弊へいしきったママの肩を揉もんでいたのだ。身体は昨日より疲れていたが、気分は大満足のママだった。

　兎轉舎のお姉さんが用意した幻のおかげで、屋台もイベントも大盛況。自然とガーゴイルの担がれる御輿も動きがダイナミックになり、ママも宮村さんたちの手伝いで大忙しだったのだ。

「いやー、今日も疲れた疲れた」

　リビングに入ってきたパパは、ソファにカバンを置くと、疲れたようにネクタイを解きながら自室へ歩いていく。

「おかえりパパ、ごはんもうすぐできるからね」

「ああ、ありがとう。そうか今日は和己が作ってるのか」

　ママが祭りに忙しいため、炊すい事じ洗せん濯たくなどの家事は和己と双葉が分担してやることになっていた。八割以上が和己の仕事だったが、双葉だって買い物や配はい膳ぜんくらいはできる。

「兄貴、そろそろ肉ジャガの方オッケーなんじゃねーの？」

　今日は北口に一泡吹かせてやった記念にママも材料費をたくさん出してくれたので、和己も腕を振るってごちそうを用意した。肉ジャガでごちそうと呼ぶのも気恥ずかしいが、和己の能力を限界まで使った料理がコレなのである。

『我も手伝おう』

　心なしかガーゴイルの機嫌もいいような気がする。和己はガーゴイルに皿を並べてもらうように頼み、その間に肉ジャガの入った小さな鍋をテーブルの真ん中に持ってくる。鍋をテーブルに置く頃にはすでに皿が並んでいた。なぜかガーゴイルに手伝いを頼むと、知らぬ間に完了しているのだ。

　配膳が終わってガーゴイルがＴＶの上の定位置に陣じん取どった頃、パパも着替えて戻ってきた。ママも疲れた身体を起こして、和己の頭をポンと叩いて席に着いた。ポンと叩くのは感謝の印だ。

「みんな早くしろよー！　あたしハラ減ったよー！」

　双葉はすでにテーブルの上で箸はしを構えて待っている。和己もエプロンを脱いだ。

　そうして家族全員が食卓につく。

「いただきまーす！」

　双葉が箸を構え、和己が茶碗を持ち、ママが醬しよう油ゆビンを取った時。

　パパが一言、宣言した。




「明日からパパ、北口商店街の手伝いすることになったからな」




　箸が折れ、

　茶碗が落ち、

　醬油ビンが砕くだけ散った。

「…………………………えーと」

　口を開くことができたのは、双葉だけだった。

　和己もママも、ガーゴイルですら硬直したまま動けない。醬油がテーブルクロスに染みこみ、端からポタポタと垂れていく。

　憎き北口に対抗できることを祝って作った夕食を前に、なんと強烈な一言か。

　青せい天てんの霹へき靂れきとはこういう状態を指すのだろうかと、和己は脳内辞書を検索し始めた。つまりは逃避なのだが、きっと家族全員が似たような世界へ旅立っていることだろう。ガーゴイルですら機能停止しかけたのだ。

「ん？　どうしたみんな？」

　さすが吉永家を預かるパパ。こんな時にも動じない神経の図太さは見習うべきだろうか。

「どうしたじゃねえよ！　何考えてるんだよパパ!?」

　双葉がパパの血を色濃く受け継いでいるのなら、その立ち直りの早さも似ている。

　テーブルの上に片足を乗せて熱弁する双葉に、和己も正気に返る。

「そ、そうだよパパ！　なんで北口に協力するのさ！」

「なんでって……そんなにいけないことかな？」

　パパは場の空気が読めないのか、本気で状況がわかっていないようだ。

　和己はコメカミに小さく青筋を浮かべながら、パパにゆっくりと解説する。

「……あのね、パパ。今、南口と北口はお祭りで争ってるんだよ？　それで、ウチは南口商店街の人に恩があったり友達がいたりしてるんだよ？　知ってるでしょ？」

「当然だ。しかし北口の代表もパパの友達なんだ」

　胸を張って答えるパパ。

「友達だからって、手伝うことないじゃねーかよ！　なんでわざわざ敵の手伝いするんだよ！」

　パパに飛びかかりそうな勢いの双葉。

「おいおい双葉、落ち着け」

　そんな双葉に手のひらを向けながら、パパは焦あせる。

　そこでガーゴイルが口をはさんだ。

『パパ殿にも事情はあろう。しかしそれをきちんと釈しやく明めいしてもらわねば、北口商店街に敵意のある我々としては納得がいかない』

　皆の言いたいことをきちんと代弁してくれるガーゴイル。

　ガーゴイルも動揺しているはずなのだが、やはり基本は冷静なのだと和己はちょっと安心した。

「なるほどなるほど。たしかにそうだな」

　パパもようやくわかってくれたみたいで、あごを触って言葉を選び始める。

「うむ……そうだなぁ……理由としては……」

　吉永家の全員がパパの言葉を待つ。

　何か深く、そして納得できる事情があるのだと信じて。

　しかしパパの放った言葉は、最初の一言よりも強烈だった。




「北口にもっともっと頑張って欲しいんだよなぁ……負けて欲しくないからなぁ……」




　ごとり。

　なんの音かと和己が横を見ると、ガーゴイルがＴＶから落っこちていた。

　ばたり。

　その隣でママがブッ倒れた。

　がたん！

　その向かい側で双葉がテーブルを蹴って跳ちよう躍やくした。

「うがぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ドロップキックがパパの顔に刺さり、時間が動き出す。

「何考えてるんだよパパーッ！」

　さらに倒れたパパの鳩尾みぞおちに双葉がエルボードロップを叩き落とす。

「ぐほっ！　ちょ、待ちなさい双葉！」

　倒れたまま逃げ出そうとするパパを般はん若にやのような顔で追いつめ、馬乗りになってガクガクと頭を揺さぶる双葉。まるでダイエット用の健康器具のようだ。

　和己にしてみれば、双葉やママほど北口商店街が嫌いではなかった。昨日の昼間に見た松川のやり口は汚いと思うが、敵視するほどではなかった。むしろ争わずに仲良くすれば楽しいお祭りができるのに、と思っている平和主義者だ。

　しかしパパはその争いを焚たきつけるようなことを言う。

　これが怒らずにいられるか。

『危険だ！』

「えっ？」

　双葉に揺すられていたパパも、パパを揺すりまくっていた双葉も、ガーゴイルの言葉に周囲を確認する。

　二人を巨大な影が覆っていた。

　和己は影の主を探す。

「うわ、うわわわわわわっ！」

　テーブルが浮いていた。













　鍋と皿と茶碗を乗せたテーブルを重量上げのバーベルの如ごとく持ち上げているママ。いつもニコニコ顔のママだが、この時ばかりは双葉よりも般若に近い顔でパパを睨にらみつけていた。

「だぁーっ！」

　双葉がすばやく離り脱だつした。

「ガーくん止めて！」

　和己が叫ぶが、遅かった。

　ママの手が大きく動く。

　テーブルが、皿が、鍋の中の熱い肉ジャガが、パパに向かって一いつ斉せいに降り注そそいだ。

　絶ぜつ叫きようが吉永家を支配する時間の、これが幕開けだった。




　五分後。

『むう……』

　まるで廃はい墟きよみたいな吉永家のリビングの中央で、ガーゴイルが唸うなっていた。

「ガ、ガーくん……」

　余波をくらってズタボロになった和己が、ソファの下から這はい出してきた。見れば、部屋の角で双葉がひっくり返ってのびている。

『和己よ。生きていたか』

「ガーくん……どーして止めてくれなかったの？」

　普段のガーゴイルならばここまでの大だい惨さん事じにはならなかったはずなのに。あの局地的大地震とも呼べる状況で、ガーゴイルはただ座っていただけだった。

『これでも止めたのだ。しかし我でもこれが限界だった』

「まぁねぇ……」

　リビングの中央に高く積まれている家具類。テーブルが一番下で、その上に食器棚、椅い子す、ＴＶなどが盛りつけられている。この中にパパがいる。多分。

『パパ殿がきちんとした釈明をすれば良かったのだが……』

「それどころじゃなかったからね……」

　和己も冷静になった頭で思い直す。

　パパは元来「ケンカ大好き！」という双葉のような性格ではない。むしろ和己に似て平和主義者だ。正義よりも和を重んじる人で、あんなことを平然と言えるはずないのに。

　隣の部屋で、ママが少女のようにすすり泣く声が聞こえる。すっかりパパが信じられなくなったのだろう。

　とりあえず虫の息のパパを発はつ掘くつしようと手近な家具を拾おうとする和己。

『……我でも躊躇ためらうことはある』

　ぽつりと、ガーゴイルが申し訳なさそうに言った。

「えっ？」

『汝らの兄きよう妹だい喧げん嘩かならいざしらず、今回の原因は主義の相違だ。時間が解決するものでもあるまい。我は吉永家の門番だ。全員の味方でなければならない。一時的に止めた所でどうにかなるわけでもない』

　ガーゴイルは吉永家の門番である。

　では、家族同士が本気で争ったら、ガーゴイルはどちらを守ればよいのか。

　家族の誰かが、家族の誰かの敵であった場合。

『言い訳に過ぎぬな。正直、我も迷っていたのだ』

「仕方ないよ……僕もこんな大ゲンカ、初めてだから」

　思わぬ事件の到来に困惑しながら、和己もガーゴイルも無言で部屋を片づけ始めた。

　心なしか、ガーゴイルの作業効率が落ちているように感じる和己だった。































　兎と轉てん舎しやの道具で持ち直したものの、パパが南口商店街の敵に回ったせいで吉よし永なが家けの士気は激減していた。ママも相当ショックだったようで、ガーゴイルの衣装を軽く破いたりしていた。力の加減ができないのだ。

　だが、今のところ北と南の実力は拮きつ抗こうしている。

　このまま祭りが続けば、南口商店街もお客を取られずに済むだろう。

　そう思っていたのだが、甘かった。

　双ふた葉ばと和かず己みがその知らせを受けたのは、ちょうどガーゴイルの御み輿こしの準備が終わった朝早くのことだった。

「うわ～……すっげぇ……」

　御ご色しき駅から北口ロータリーに出た双葉と和己は、その様子を見て逆に感心すらしていた。

　ロータリーのど真ん中に特設ステージが設置されており、その前には大勢の客が集まっている。ステージの上では派手なライトや巨大なスピーカーに囲まれてコンパニオンのお姉さんが踊り狂いながら右う往おう左さ往おうしていた。ステージの前ではクマやウサギの着ぐるみが子供達に風船を配っている。

「兄貴、肩かして」

「ん」

　和己に肩車される双葉。体重が軽いので、和己でも簡単に乗せられる。

　ちょうどその時、コンパニオンの一人がマイクを手に取った。

『本日はスプリングフェスタin御色にご来場頂きまして、誠にありがとうございます。ここで、このフェスタのマスコットキャラクターをご紹介したいと思います――』

　客から拍手が起こった。あの中の何割がサクラなのだろうかと双葉は考える。

　そしてコンパニオンのお姉さんがステージ中央に座っているマスコットの周りに集まる。カメラのフラッシュが焚たかれ、スピーカーからは聖歌が流れ始めた。

『初めましてお客様方。小生、東ひがし宮みや家け及びトーグーエレクトロニクスを守護する、門番型自動石像のケルプと申します』

　それは金色の石像――東宮さん家ちのケルプだった。

　ガーゴイルに対抗するために造られた自動石像。獅し子しのようなたてがみを持ち、その姿は優美さと雄お々おしさを兼かね備そなえている。全体的な力はガーゴイルにやや劣おとるものの、姿を消す能力や遠距離からの射撃など、隠おん密みつ行動に優すぐれた石像だ。

『南口商店街のガーゴイル様などには、けして負けませぬ。あのように黒くて下げ賤せんな石像にこの美しい祭りが理解できるはずもありません。人気の上でも小生が勝っていることを証明してご覧に入れましょう』

「人気の上でもって、もともと実力でもガーゴイルに負けてるじゃねーかよ……」

　小さな声で毒づく双葉。

　そしてケルプの隣にいるのは――

「どうも皆さん、今日は楽しんでいってください」

　今度は女性の嬌きよう声せいが響いた。アイドルのようなルックスで主婦を魅了するのは、ケルプの制作者である錬れん金きん術じゆつ師しにして会社社長、東宮天あま祢ねだった。

　今日は錬金術師としてではなく、社長として出席したのだろう。見れば彼の経営するトーグーエレクトロニクスの看板がそこら中に立てかけられている。強力なスポンサーというわけだ。

「今日は我が社の製品は四割引です。電器店にお立ち寄りの際は、是ぜ非ひよろしく」

　またしても女性の悲鳴が。普段は変な発明ばかりする錬金術師だが、社長としての顔は社員と奥様を魅了する敏びん腕わん経営者のようだった。

　そしてケルプの方はスピーカーから流れる伴奏に合わせて聖歌なんぞを歌っている。その声はガーゴイルの無ぶ骨こつな声とは違い、しっとりとした滑なめらかさがあった。

「南口のパクリじゃねーかよ！」

　双葉が叫ぶが、人混みの中ではかき消されてしまう。

『パクリではありませんよ、双葉さん』

　と思いきや、ケルプが返事をした。

『小生はトーグーエレクトロニクスの宣伝活動として公演を行っているだけです。けして祭りのシンボルになっているわけではありません』

「いまそこのねーちゃんがマスコットって言ったじゃねーかよ！」

『ああ、それは主人のことです』

　ケルプの隣で東宮がにこやかに手を挙げた。

「どんなマスコットだよ……」

　たしかに主婦には人気があるようだが。

　マスコットキャラに成り下がったというのに、東宮は楽しそうだ。これも祭りのせいだろうか。それともプライドも捨てて宣伝するつもりなのだろうか。

『これから人気バンドを呼んでのライブ活動もございますよ。ちなみにライブのスポンサーもトーグーエレクトロニクスですので、よろしくお願いします』

「カネに物言わせやがって！」

　双葉がケルプにペットボトルを投げつける。しかしペットボトルはケルプの衝撃音波で中身ごと空中分解されてしまい、それを見て観客が盛大な拍手する。逆効果になってしまったようだ。

「ちょっと双葉ちゃん、揺らさないで！」

「くっそ～……」

　ふらつく和己の上で憤ふん慨がいしている双葉。

「安心してくれ、双葉ちゃん」

　二人の後ろに宮みや村むらさんが立っていた。

「ケルプ君が北口についても、これで五分と五分だ。まだ勝負がついたワケじゃない」

「でも、これからライブやるって言ってますよ？」

　心配する和己だが、宮村さんの自信は変わらない。

「大丈夫！　こんな事もあろうかと昨日のうちに電話しておいたんだ！」

　親指と小指を立てて顔の横で振る宮村さん。古くさいジェスチャーだった。

「あ、あの人か」

　和己も双葉も思い当たる。

　有名バンドに対抗できる存在といえば、御色町に一人しかいなかった。




「ようこそ皆さん！　怪かい盗とう百ひやく色しきのマジックショーへ！」

　南口商店街のアーケードは奇妙な空気に包まれていた。明るく活気づいているのは前日までと変わらないのだが、それに好奇心が加わった熱気だ。

　タキシードにシルクハットを身につけた世界的に有名な怪盗が、南口商店街のアーケードにこぢんまりと設置されたステージに立っている。ビールケースとベニヤ板で作られた粗そ末まつなステージだが、百色は気にしない。むしろ楽しんでいる。

　周りには溢あふれんばかりの観客が。手品を使った盗みのテクニックは怪盗百色の常じよう套とう手段として知られている。それだけでも充分だが、その気さくなキャラクターは商店街でも人気だったりする。

「さあ、かかってきなさい！」

　百色の隣に、鎧よろい武む者しやがいた。

　兎轉舎のお姉さんである。リベンジに挑むと宣言して、全身ガチガチに着替えてきたのだ。ちなみに鎧の下には鎖くさり帷子かたびらまで着ている。全部でどれほどの重量になるのか。

「一分以内に私の乳ぱんつ盗めなかったら、アンタの負けよ！」

「別に一分もいらないんだけどね」

　と、百色は懐ふところからお姉さんのブラジャーとショーツを取り出す。

「うそぉっ!?　下のおぱんつまで！」

「うおおおおおっ！　グッジョブ百色ぃぃぃぃぃぃ！」

　野獣どもの咆ほう哮こうがアーケードの天てん井じようを突き破った。

「ブッ殺す！」

　お姉さんが刀を抜いて百色に斬きりかかる。悲ひ鳴めいをあげながら逃げ回る百色を観客達が囃はやし立てるが、あれはきっと模造刀だと思っているからだろう。

　ガシャガシャと跳ねる鎧の音が、遠くから聞こえる人気バンドの演奏とミスマッチである。南口側としては、ちょうど良いＢＧＭとしか思っていないだろうが。

『むう……』

　そんな楽しいステージを眺めていたガーゴイルは、隣の和己に尋ねた。

『あの二人は、仲が良いのか悪いのか』

「たぶん、ガーくんと百色さんの関係と同じなんだよ」

『そう言われると、我われとしても言葉がない』

　少し恥ずかしそうにつぶやいたガーゴイルは、それからステージが終わるまで無言だった。




　さすがにここまでヒートアップしてくると、お客さん達も勘づき始める。

　後に御色南北戦争と呼ばれるこの二つの祭りは、御色町の大半の人々には関係のない行事のはずだった。しかし商店の経営者などは祭りの最中のみならず、普段すれ違っただけでも睨にらみ合ったり罵ののしり合ったり、時には殴なぐり合ったりしてガーゴイルの苦労を増やした。

　いつしかその空気は御色町全体まで拡大し、それぞれの商店街に応援団までできる始末。お客さんだって馴な染じみの店はあるのだ。

　このまま続けばどこまで盛り上がるのか、誰だれにもわからなかった。




　日没が近づき、祭りは一日の力を出し尽くすように加熱してゆく。

　線路をはさんで真っ二つに割れたこの町の中心である御色駅。

　そこから南口のアーケード街を抜けて右に曲がった所にある公園。

　さくら公園だ。

　ガーゴイルは公園の中央にある巨大な桜の木の下で、散ってゆく花びらたちを眺めていた。この大きな桜を囲むようにして、公園中に桜の木が植えてある。まるで桜に守られた公園のようだ。

　祭りのシンボルにふさわしい、荘そう厳ごんな空間だった。

『いかがしましたか、ガーゴイル様』

　夕日を浴びて綺き麗れいに輝くガーゴイルの背後に、ケルプが出現した。ガーゴイル以上に光を放っている。

『小生に背後をとられるなど、貴方あなたらしくもありませんね』

『当然だ。我は汝なんじが攻撃しないことを知っている』

『……まあ、その通りですけど』

　宿敵と呼ばれ、互いの商店街の守り神として争うガーゴイルとケルプだが、こんな時にこんな場所で光線の撃ち合いはしない。ガーゴイルも粋というものは知っているし、ケルプも雅というものを知っている。

　二つの石像が、静かに桜を眺めていた。

　特急電車が通り過ぎると、ガーゴイルはケルプに尋たずねた。

『ケルプよ。汝はこの状況、どう見る』

『文字通りお祭り騒ぎといった感じでしょうか。楽しそうではありませんか』

『本当か？　こんな争いが祭りと呼べるのか？』

　双葉に教わった祭りと、大きく異なっている。

　祭りとは皆が協力し合うことではなかったのか。御色町のみならず吉永家まで真っ二つに割って、本当に得る物はあるのだろうか。

『祭りにもいろいろあるのですよ。牛と戦ったり、トマトをぶつけ合ったり、中には死者が出るものまで存在するのですから。実際、祭りに使われるエネルギーとは肉体的なものがほとんどですよ。日頃のストレスを発散する意味合いがございますからね』

『なるほど……』

　北口商店街の特設ステージでは、ガーゴイルの苦手な横文字のアーティストが汗をかきながら叫んでいる。ステージ前のファンは、それに負けないくらい大きな声で叫び返している。南口商店街でも百色のマジックショーに割れんばかりの拍手が浴びせられている。

　普段の商店街では見られなかった光景だ。

　活気づいているという一点のみにおいては認めざるを得ない。

　そして祭りという行事がその一点のみを追求するものだとすれば――

『ガーゴイル様。どうやらまた喧けん嘩かが始まったようです』

　ケルプの声に考えを中断させられた。

　感覚器を伸ばして周囲を探ってみると、北口商店街の道ばたでシェフと板前が綿わた菓が子しの味について殴り合っていた。同時に南口商店街でもサラリーマン風の男ふたりが北口のコンパニオンと南口の幻影の出来について摑つかみ合あっている。

『むう、埒らちがあかぬな。我と汝だけでは手が足りぬ』

『デュラハン君はどうなさっているのですか？』

『交通整理をしている。なぜか車と相性がいいそうだ』

『オシリス様は？』

『昼はこの公園を守っているはずなのだが、光合成ができなくなると自宅へ帰るらしい』

『……それは頼もしい』

　皮肉を言うケルプだが、数が足りないのならば今いる戦力でどうにかするしかない。

『とりあえず、我は南口の喧嘩を止める。汝は北口へ』

『承知しました』

　祭りだろうが戦争だろうが、ガーゴイルの仕事は変わらない。

　それが門番型自動石像として生まれ持ってきた役目だ。

　――だが、家族の争いはどう止めれば良いのか。

　ガーゴイルの鼻の上に、桜の花びらが落ちた。
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　拡大する熱気の祭りとは対照的に、吉永家の南北戦争は冷戦の兆きざしを見せていた。

　ママはパパを無視するようになり、そればかりかパパに嫌がらせをするようになった。パパの食事に激げき辛からソースを混入させたり、靴下の中に十円玉を入れたり、カバンの中をポケットティッシュで満杯にしたりした。

　非常に地味な嫌がらせだが、パパ曰いわく、直接殴りかかってくるよりも効きくらしい。最強の破壊力を持つママがこういう手に出るのは、和解する気がないということだ。パパがいくら弁解しようとしても、スタスタとどこかへ去ってしまう。

　そもそもママに許す気があるならば、一発殴って終わるのが恒例だ。

　その夜は、双葉も和己もちょっとだけ寂さびしそうなパパの後ろ姿を見た。

「だったら北口なんかに手を貸さなきゃいいのに、なぁ！」

　吉永家の三階にある子供達の共同部屋。

　ソファに寝っ転がりながらパジャマ姿の双葉がクッションを放り投げた。

「うーん。パパにも事情があるはずなんだろうけど……」

　クッションを受け取った和己は、それを胸に抱かかえて考え込む。

　ギクシャクしているのは二人の胸中だけではない。きっとパパもママも同様だろう。

「あの発言、やっぱりどう考えても『喧嘩がしたい』としか取れないよねぇ」

「だよなぁ。実はパパ、ママに不満でもあるのかなぁ」

　言いながら双葉も思い返してみるが、パパはどんなことがあっても豪ごう快かいに笑う人だ。多少の失敗は気にしないし、叱しかることはあっても怒ることはない人だった。ママに不満があるならば、溜ためる前に口に出して提案する行動力もある。

「その松まつ川かわって人に、何か弱みでも握られてるのかな？」

「どんな弱みだよ」

「うーん……思いつかないや。そもそもパパに限って、ありえないよねぇ」

　和己もクッションを壁に向かって放り投げる。

　壁に当たると思ったクッションは、ガーゴイルの鼻先に命中した。

『我はその松川という男に恩でもあるのかと思ったのだが』

　いつもながら唐とう突とつな出現だが、二人とも驚かない。むしろ普段より声に元気がないことが気になった。やはりパパとママが心配なのだろう。

「あー、そっちの方がありえそうだなぁ」

　ガーゴイルを指さしてうなずく双葉。

　しかし、だとしたらあの爆弾発言はどうなるのか。

「北口に勝って欲しいって言ってたけど……」

　額面通りに受け取れば、南口に戦いを挑いどんでいるようにしか聞こえない。

　パパの性格を信じるならば――

「マッカチンの指示じゃねーの？　南口に喧嘩売れってさ」

「うーん……喧嘩を売るっていっても、どうしてパパが？」

　わからないことだらけだ。

「ん～、パパの目的だろ、マッカチンの目的だろ、パパの爆弾発言だろ……」

　疑問点を列挙して、ふと双葉は気づく。

「そういやパパって、北口の何を手伝ってるんだ？」

「あ、僕も知らないなぁ……」

　和己も思い出したように顔を上げる。

　やはり仕事柄、デスクワークだろうか。しかし祭りは何かと人手が必要だから、どこかで裏方でもやっている可能性もある。

『我は見たぞ』

「マジか？」

『何を言うか。汝らも見ただろう』

「ええっ!?」

　双葉と和己は同時に首をかしげた。
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　一夜明けて、祭りも四日目。祭りも中盤戦にさしかかり、北と南の争いも小しよう康こう状態になっている。南口は昨日の百色とお姉さんのバトルが面白かったので、リクエストに応こたえて同じ出し物をもう一度やっている。百色の残りＨＰヒツトポイントが心配だが、お姉さんも手加減はしてくれるだろう。機嫌が良ければ。

　対して、今日の北口はアイドル事務所とトーグーエレクトロニクスの共きよう催さいで美人コンテストを行っていた。最終審査は東宮とケルプも審査員に入っている。

『あれがパパ殿だ』

　ガーゴイルの視線の先を、双葉は追った。

　コンパニオンが風船を配っているのが見える。いや、さすがにパパがミニスカートをはきはしないだろう。

　彼女らの後ろに控えている、着ぐるみ達。

　その中の一頭のクマのぬいぐるみが目に入った。

　ほかのぬいぐるみに比べて、動きがたどたどしい。大量の風船を子供にプレゼントしているが、風船を渡す動作も頭をなでる動作も豪快なのだ。ファンシーなぬいぐるみなのに、捕食されそうな迫力を感じる。

　普通の人が見てもわからないが、間違いなくあれはパパだった。

　その予想外の姿に、双葉も和己も面食らってしまう。

「普段の仕事はサボって平気なのかな……」

「本社の方では宣伝活動ということで了承を得ているそうです」

　和己のつぶやきに答えたのは、背後にいた松川だった。

「うわ、マッカチン、いつの間に！」

　飛びずさってドロップキックの構えをとる双葉。もちろん和己に止められた。

「おいテメェ！　パパになんて恰かつ好こうさせてんだよ！」

「誤解ですよ。彼は自分からクマの着ぐるみを着たんです」

　クマの着ぐるみは楽しそうに子供に手を振っている。あれは嫌いや々いややっているようには見えない。

「私もどうしてあんな恰好をしているか疑問なんですけどね……彼は店舗のプロデュースの方が得意なはずなのに」

「へぇー、そうなんだ」

　松川に言われて、初めてパパの得意分野を知る双葉。

「って、マッカチンがパパをそそのかしたんじゃないのか？」

「逆です。彼が私を手伝いたいと言ってきたんですよ。え、ひょっとしてあなた達も知らないんですか？」

　松川も意外な表情だ。

「あの、松川さんもパパが手伝う理由を知らないんですか？」

　こうして並んでみると、松川は和己よりも背が低かった。

「私にも詳しいことは話してくれないんですよ。ただ、彼のためでもあり、町のためでもあると……曖あい昧まいにしか語らないんです。それまでは饒じよう舌ぜつだったのに、理由を聞くと途と端たんに口下手になって……」

　松川は眼鏡を指で直して考え込む。

　休憩に入ったのか、パパはステージの隅すみに行ってしまった。ここからは姿が見えない。

「パパのためって、どういうことですか？　何か利益があるんですか？」

「私も調べているんですが……給料以上の得はないはずなんですよねぇ」

　松川はゆっくりと首を振った。どうやら本当に知らないらしい。

「だから私が彼を雇っている理由は、善意以外の何物でもないんですよ。けして彼を強ゆ請すったわけでもそそのかしたわけでもないんです。ご理解頂けましたか？」

　そう言ったのは、双葉に対してだ。

　双葉も黙ってうなずくしかなかった。

「よろしい。それでは、たまには北口の祭りを楽しんではいかがです？　なんだかんだで君たち、毎日こちらの様子を見に来てるでしょう」

　と、松川は自分の背後を手で示した。

　ちょうど美人コンテストが終わった所で、優勝を勝ち取った水着の女性が紙吹雪ふぶきの洗礼を受けていた。

「私は金かね儲もうけが目的ですが、祭りに手は抜きません。お客様のためですからね」

　ステージの後ろでは、大小の風船に彩いろどられた華やかな祭りの風景があった。南口と変わらない食べ物の屋台もあれば、特設のオープンテラスもある。大道芸人達がジャグリングや火吹きなどで観客をわかせている。

「君達のお父さんが盛り上げてくれてるお祭りです。つまらないはずがありませんよ」

　そう言い残し、松川は踵きびすを返かえして去っていった。

　後に残された、双葉と和己とガーゴイル。

　今まで色眼鏡でしか見てこなかったが、松川の言う通り、北口の祭りも十分に魅力があった。何も知らずに訪れれば、きっと見に行ったに違いない。

「ベイベー！」

　と、いきなり双葉たちの目の前に金色のジャケットを着たリーゼントの男が走り込んできた。そんな速度で止まれるのかと思いきや、双葉たちの前を通り過ぎてデパートの壁に激突した。

「ベ、ベイベ……車は急に止まれないぜ……！」

「車っつーかロケットだろ……イグニッションしか無いし」

　顔面を真っ赤に腫はらしたリーゼントに、双葉がツッコむ。

　しかしリーゼントはそれにも怯ひるまず、持ってきたブツを差し出す。

「ボスからのサービスだ！　受け取りな！」

　リーゼントが双葉に渡したのは、北口商店街の祭りのハッピだった。

　予想通りだが、金色に光っていた。

「よかったら着てくれ！　似合うぜ！」

「着れるかこんなもん！」

　双葉はリーゼントの顔面にハッピを投げつけた。
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　北と南の熾し烈れつな祭り合戦の最中、さくら公園は唯ゆい一いつの中立地帯のようだった。

　満開の桜に包まれたその公園はレジャーシートを敷いた家族達が多く、花見客も多いのだが、全体的に静かだった。

「あう～……疲れたね」

　公園のベンチに座る小お野の寺でら美み森もり。両手に抱かかえきれないほどの綿菓子を持っており、それをちまちま食べている。

「うん、なんていうか、水泳の授業の後みたいだよね～……」

　友達の梨り々りもベンチにもたれてぐったりしていた。祭りの最中はとっても楽しいので、ついつい体力を気にせず遊んでしまうのだ。

　だからこのさくら公園は、疲れを癒いやすには最適のスポットだった。

「ねー美森ちゃん、お祭りってこんなに疲れるものなの？」

「ん～……どうだったっけな」

　ペットボトルの水をダラダラと口に流し込む梨々の質問に、美森は即答できない。

　去年はもっと静かな祭りだったような気もする。でもやっぱり疲れた覚えがある。

「今年は北口もお祭りやってるから、二倍疲れるのかなぁ」

「そういうものなの？」

　変な答えに、梨々は小さく笑う。大笑いできないのは、疲労のせいだ。

「でも、なんで今年は北口もお祭りやってるんだろ？」

「そうだねぇ……なんでだろねぇ……」

　美森も梨々も、大人の事情はわからない。

　それでも北口も南口も楽しいお祭りだし、また明日も来たいと思っている。

　疲れたらこのさくら公園に来ればいいのだ。静かだから、とっても気持ちがいい。

「そういえばさ、梨々ちゃん」

　ふと、辺あたりを見回す美森。

「なんか……昨日よりも人減ってるよね、ここ」

　祭り初日は、もっともっと人が多かった気がする。カメラで桜を撮る人とか、イチャついてるカップルとか、悪ふざけをしてガーゴイルに懲こらしめられる人とか、そういう人がもっといっぱいいたのに。

「そだね。みんなお祭りの方に行ってるのかな？　もったいないねー」

「ねぇ。こんなに静かで気持ちいいのに」

　たしかに今年の祭りは今までで一番面白いが、たまには輪をはずれて休みたい時だってあるのだ。そういう人がさくら公園に集まっていたのに、みんなどんどん祭りのペースに呑のまれている。

「私達みたいな人って少ないのかな、梨々ちゃん……」

　返事がないので隣を見ると、梨々はすでに寝ていた。春しゆん眠みん暁あかつきを覚おぼえずである。

　その寝顔を見ていたら、美森まで眠くなってきた。

「ふぁ……」

　風で桜が揺れる音が、静かに二人を包む。

　気のせいに決まっているのだが――美森は桜が寂しくて泣いているように聞こえた。
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　その日の祭りが終了する夕方、樽たる井いデパートの松川のオフィスでは経過報告が行われた。

　北口商店街に軒のき先さきを並べている店舗のオーナーが全員集まっている。

　松川が手ずから渡す資料には、北口と南口双方の売り上げ予想や集客率が数字とグラフで事こと細こまかに書かれている。

　その一つ一つを丹念に読んだ後、松川は溜ため息いきをついた。

「芳かんばしくありませんね」

　数字の上では、完全な互角だった。

　ただし、それは結果に関してのみ言えること。

　北口商店街と南口商店街では、決定的な違いが一つあった。

「どうして南口は、あれだけの資金でこれだけの客を集められるんだ……？」

　樽井デパートの隣にある百円ショップの支配人が眉まゆをひそめる。

　南口商店街の予算は、北口の十分の一にも満たなかった。コスト面では完全な敗北を喫きつしているのだ。

　ざわつくオフィス。

　これが続けば、北口は南口に勝てない。

　引き分けでは駄目なのだ。今まで使った資金が無む駄だになってしまう。

「高たか原はらめ……やってくれるな」

　長い髪を掻かいて呻うめく東宮。

「さすがだなぁ」

　と、吉永も頭を掻くが、喜よろこんでいるようにも見える。

「皆さん」

　松川は書類を机に置き、周囲が静まるのを待ってから話し始めた。

「正直、ここまで南口が奮ふん戦せんするとは誰も思いませんでした。世の中、色々な方法があるものですね。私達も参考にしましょう」

「しかし松川さん。そう余裕ぶってはいられないぞ？」

　大手スーパーの店長が意見する。

「もちろんです。ここからは樽井デパートが本当の実力を出します」

「本当の実力……？」

　またしても騒ぎ始めるオフィス。

　パチン！

　その沈黙を打ち破ったのは松川ではなく、一人の男の鳴らした指だった。

「ベイベ！　ようやく俺達の出番だな！」

　金色のジャケットを着たリーゼントの男が、松川の机の上に立ち上がった。片方の膝ひざを曲げ、指を天井に向けて高く伸ばしている。サタデーナイトフィーバーのポーズだ。

「君は……今までずっと机の下に隠れていたのか？」

　誰かが冷静にツッコミを入れるが、リーゼントは無視する。

「ボス！　やっていいんだな？」

「ええ、やってください」

　松川もニヤリと笑ってリーゼントを迎える。

　リーゼントはジャケットの襟えりを大おお袈げ裟さに直して、大きく広げる。

「松川さん、その人は？」

　変態に慣れているのか、東宮は落ち着いた声で尋たずねた。

「紹介しましょう。彼らは――」

「イェーッ！」

　リーゼントがもう一度指を鳴らすと、突然派手な音楽が流れ始めた。往おう年ねんのディスコミュージックだ。

　松川のオフィスの天てん井じようがパカッと開き、スピーカーとミラーボールが降りてくる。誰かが照明を切り替え、整然としたオフィスは一瞬にしてディスコに早変わりした。

「お、おいなんだこれは！　うわっ！」

　生き真ま面じ目めな誰かが周囲を見れば、オフィスは数十人の男達に埋うめ尽つくされていた。

　全員が、リーゼントと同じ金色のジャケットに身を包んでいる。

　いつの間にドアを開けたのか、誰も気づかなかった。

　やがて音楽がフェードアウトし、照明も元に戻った。

　男達は全員手を後ろに組み、軍隊のようなたたずまいでオフィスを包囲する。

「登場のためだけに用意したのか、これ……」

　誰かがまたつぶやくが、答える者はいない。

　そして、リーゼントが声高らかに宣言する。

「我ら『ゴールデンボーイズ』、お客様のために光ります！」

「お客様のために光ります！」

　リーゼントの声に続けて唱しよう和わする男達。

「自己紹介するぜ。俺はゴールデンボーイズのリーダーを務つとめている」

　見ればわかることをリーゼントは自信満々に告げる。

「コードネームは『リーゼント』だ」

「そのままじゃないか……」

　また無視されるつぶやき。

「さて、彼らは見てのとおり、派手なことを好む者達です」

　金色の男達に囲まれながら、松川は眼鏡を指で直す。

「彼らはイベントの業者です。ちょうど御色町から近い場所に会社を構えていたので、私の権限でお呼びしました。全体のプロデュースから設営、宣伝もこなします。彼らの派手さは、人目を惹ひくための手段だそうです」

「その通り！　俺達、派手なこと大好きだからな！」

　自慢げに叫ぶリーゼント。この仕事以外に向いている職業が無さそうである。

「文字通り、お祭り騒ぎのプロフェッショナルといった所ですか。その成功率は99・４％。彼らに任せれば、まず成功したと思って間違いないでしょう」

　ようやく周りの人達にもわかり始めてきた。

　彼らを投入するのだ。この、生来お祭り好きな者達を。

　それもこんな大量の人数で。

　リーゼントが手を後ろに組み、上に向かって叫ぶ。

「よーしお前ら！　祭りの三箇か条じようだ！」

　それを聞いたゴールデンボーイズも、上に向かって同時に叫ぶ。

「ひとつ！　子供には笑顔を！」

「ひとつ！　大人には想い出を！」

「ひとつ！　裏切り者には死を！」

　完全にゴールデンボーイズに支配された空間で、松川だけは平静を保っていた。というか、普通こんな人間が集団で現れたら誰だってペースを失う。

　そのペースを乱す行動も、彼らの特技の一つなのだ。

「あとは彼らに任せてください。明日からスプリングフェスタin御色は生まれ変わります」

　松川は締しめくくるように告げる。

「みんな拍手だ！　俺達を見送ってくれっ！」

　ぱち……ぱちぱち……。

　その場にいた者達はリーゼントに言われるまま、ただ手を叩たたくしかなかった。

「イェーッ！　もっと拍手！」

　もっと拍手を要求するリーゼント。

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱち。

　拍手の音が大きくなるにつれて、リーゼントもノリにノってくる。それに合わせて拍手も大きくなる。要求がどんどん大きくなる。拍手が強まる。

　パァン！　パァン！　パァン！　パァン！

「なあ東宮くん。少し楽しくなってきたぞ」

　赤くなった手をさらに強く叩きながら、吉永が耳打ちした。

「実は僕もなんですよね……」

「イェーイ！　もっと！　もっともっともっと拍手！」

　ゴールデンボーイズが最初にお祭り会場と変えたのは、この松川のオフィスであった。

「ベイベェェェェェェェッッッ！」
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「つーわけで、第一回家族マイナス１会議を始めたいと思いまーす」

　吉永家の三階にある子供達の共有部屋で、双葉が宣言した。

　テーブルを囲んで和己とガーゴイル、そしてパパが正座している。

　ママは居ない。ママが寝静まったのを見計らって始めた会議なのだ。時刻も零れい時じを回っている。双葉も非常に眠いが、我慢しているのだ。

「……で、議題はなんなのかな？」

　のほほんと笑っているパパに、いきなり双葉がブチ切れる。

「決まってんだろが！　パパのことだよ！」

「そうだよパパ。このままじゃ、ママ可か哀わい想そうだよ」

『その通りだ。ママ殿がどれほど南口に世話になっているか、パパ殿も知らないはずはないだろう。釈明をせぬままでは家族の皆が納得いかぬ』

　六つの目に射すくめられてパパもちょっとたじろぐが、さすがと言えるのか、パパはすぐに笑顔に戻って惚とぼけたように答える。

「いやぁ、みんな心配なんだなママのことが」

「パパの事もだよ！　どうして北口の手伝いするんだよ!?」

　双葉がパパに摑つかみかかろうとするが、パパは慣れた手で双葉の身体からだを押さえる。

「うむ……そうだな。あの時はちゃんと説明できなかったからなぁ」

　頭を掻くパパ。

　ママに半殺しにされて以来、パパがママに釈明しようにも、ママの方が聞く耳を持たなかったというのも事実。それならばママが話を聞く前に、子供達もパパの事情を理解しようという企画だった。納得できれば、子供達の口からママに伝えたっていい。

「僕達はちゃんと聞くからさ、パパ、何があったのか話してよ」

　もがく双葉を抱いて抑えるパパに、和己も近づいた。

「うん、しかし……北口の応援をしたいというのは本当なんだ」

「それって、松川さんがいるから？」

「ああ。やっぱり中学時代の友達は大事にしたいじゃないか」

　双葉も和己も、それは納得できる。友人の手伝いをしたいという気持ちは誰だって共通だし、松川もそれほど悪いヤツじゃないという認識が最近になって生まれたからだ。

「でもママは南口贔びい屓きなんだぞ？　あたしだって南口の方が好きだし！」

「うん、それもわかるんだ」

　ママの南口贔屓は家族も、町内の人達も認める所だ。

　無口なママがきちんと買い物ができるのも、言いたいことをわかってくれる南口商店街の人がいてこそなのだ。北口ではオロオロしてしまうママを、双葉も和己もよく手助けしたものだ。

　商工会の会長である宮みや村むらさんに依よる所も大きい。彼はママの友人であり、サークル仲間である。その点では、松川に味方するパパと立場は同じなのだ。

　ガーゴイルが商店街に馴染んだのも、兎轉舎や宮村さんの口添えが少なからず影響しているのだろう。砲台のようだった初期のガーゴイルも、南口商店街の暖かさはありがたかった。

　パパもそれは知っているはずなのに。

「そうだなぁ……」

　パパはまた考え込んでしまう。

　普段はハキハキものを言う人なのに、どうして口ごもるのだろうと双葉は思う。

「うん、むしろママが南口についてるからこそ、私も北について戦いたいと言うか……敵として、正面から戦いたいというか……」

『パパ殿。我には分からぬのだが、何なに故ゆえそこまで争いを好むのだ？』

　ガーゴイルが尋ねると、パパは沈んだ口調をころっと反転させ、

「だって、そうすれば北も南も盛り上がるじゃないか！　互いがもっとぶつかって、競きそい、高めあっていけば祭りも成功するだろう!?」

　その答えに、全員が言葉を失った。













　双葉も和己もうつむいたまま黙っている。

　ガーゴイルも本物の石像のように固まっている。

「ん、どうしたみんな？」

　パパが周囲を見回すが、双葉と和己の眉み間けんに寄ったしわまでは気づかなかったのだろう。

　双葉がゆっくり立ち上がり、

「なんでそういうことを早く言わねぇんだよぉぉぉぉぉっ！」

　パパにプランチャをぶちかまし一緒に倒れ込む。

「戦うと高めあうじゃ意味が全然違うよ、パパ！」

　和己も倒れたパパの肩をがくがくと揺さぶる。

　ようやく事態に気づいたパパだけがのほほんとした顔で、

「あーあーそうか、そう言えば良かったのか」

「今すぐママに謝ってこい！　早く！」

「え、今すぐか？」

　双葉が部屋の出口を指さすが、パパの腰は重い。

「とっとと行け！」

　なかば追い出すようにして双葉が部屋の外へパパを追い出す。むしろ蹴けり出すと言った方が正しいか。

　ドアが閉まり、しばらくして。

「ねぇ双葉ちゃん。ママってもう寝てるんだよ？」

「あ」

　和己の発言に思い出す。ただでさえケンカ中のママが、パパにむりやり起こされたらどうなるか。

　考えようとした所で、地震のような揺れが吉永家を襲った。

　それから悲鳴らしき声が。

『止めてくる』

　ガーゴイルがそう言って消えた。

　怖かったので、双葉も和己もそのまま床について部屋から出ようとはしなかった。

　しかし――なぜ祭りを盛り上げようとパパが考えたのか、双葉も和己もわからないままだった。































　祭り五日目。

　偵てい察さつと称して北口の様子を見に来た和かず己みは、昨日とはまるで雰ふん囲い気きの違う祭りを目にした。特設ステージも屋台の数も変わらないのだが、何かが決定的に違う。

「うおおおっ！　ノッてるかベイベー！」

　ステージ上でマイクを握りしめ、リーゼントが叫んでいた。

　観客も大きな声で返事をする。

「今日は全すべての屋台が半額だ！　じゃがバターも二割増量！　あと樽たる井いデパートの商品を一つ買うたびに、アイスクリームの無料配布券がサービスされるぜ！」

　その魅力的なサービスに、つい和己の目がステージに向いてしまう。見れば周りの人たちも次々に繰くり出される大サービスに耳をそばだてていた。

「さらに樽井デパートの駐車場でオリエンテーリングを実施中！　最初にゴールした素敵なベイベーには、温泉旅行をプレゼント！　二位以下のヤツらにも豪華賞品が待ってるぜ！」

「うわぁ……」

　大がかりな策さく略りやくだとわかっていても、つい樽井デパートの屋上を見てしまう和己。案あんの定じよう、すごい数の人が応募していた。そこから視線を落とすと、屋台にもたくさんの人達が群がっている。

　ライブや美人コンテストなどのイベントよりも、お客さんが直接得をするサービスに切り替えたのだ。しかもただのサービスじゃない。無料券やプレゼントなどの、タダのサービスだ。

「お兄ちゃん！　良かったら買ってくれよ！」

　和己のそばに、金色のジャケットを着た男が駆かけ寄ってきた。ジュースの詰まったカゴを持っている。なんと一つ十円だった。

「あ、じゃあそのオレンジジュース……」

　初対面で女と間違われなかったのが嬉うれしかったのか、和己はポケットから十円玉を取り出した。敵のサービスとはいえ、魅力的すぎる。無料だと逆に引いてしまいそうだが、十円くらいだと買いやすい。

「サンキュー！　こいつはサービスだ！」

　と、金色の売り子はジュースのビンを二本渡してくれた。

　次の客を求めて走り去る男の背中には、カタカナで「ゴールデンボーイズ」と書かれてあった。

「ゴールデンボーイズ……」

　そのまんまなネーミングだが、覚えやすい。

　ジュースのビンに、樽井デパートのステッカーが貼はってあった。

「お兄ちゃん、これもらってくれよ！」

　ローラーブレードで走ってきたゴールデンボーイズの一人が、有う無むを言わさず和己の手にアイスクリーム無料チケットを押しつけていった。和己が遠慮する間もなかった。

「あー……」

「お兄ちゃん！　そのチケットだったらあそこの店で引き替えられるぜ！」

　そう叫ぶ別のゴールデンボーイズは、和己の頭にサンバイザーをかぶせて去ってゆく。見ればトーグーエレクトロニクスのロゴが入っていた。

「えーと……しょうがないなぁ……」

　せっかくもらったのだから引き替えないともったいない気がして、和己はアイスクリームの引換券を持って、屋台に向かって歩き出す。

　しかし目的のアイスクリームを受け取った時には、和己の手にはクレープとポップコーンの無料引換券が握らされていた。

「これ、いつまで続くんだろ……」




「はぁ!?　戻れないだぁ？」

　携帯電話で情けない和己の声を聴く双ふた葉ばは、南口商店街の特設オープンカフェでふんぞり返っていた。なんでも両手に抱かかえきれないほどのサービス品の対処に困っているらしい。この後もジュースを貰もらい、さらにくじ引きに行かねばならないそうだ。

「メチャメチャ北口の策略に踊らされてんじゃねーかよ！」

　携帯電話を乱暴に折りたたむと、双葉はそれを兎と轉てん舎しやのお姉さんに向かって放り投げた。椅い子すに座ってのんびりジュースを飲んでいたお姉さんは、投げつけられた携帯電話を軽々キャッチして、

「北はお金だけはあるからねー。それをサービスだけにつぎ込んだら、そりゃ負けるわよ」

『むう……確かにこれは、北口ならではの戦法だ』

　テーブルの上に座っていたガーゴイルも、納得したような声を出す。

　双葉の向かい側に座っていたママは、コメカミに青筋を浮かべながらガーゴイルのハッピを直していた。

『しかし理屈では分かっているものの、それを行うには決断力が要いるぞ。宣伝というものは失敗すると金を失うだけだからな』

「なんか、ゴールデンボーイズとかいう変態達が率先して盛り上げてるんだってさ」

　双葉がそう言うと、

「なにっ、ゴールデンボーイズ!?」

　双葉の後ろにいた御み輿こし担かつぎのスキンヘッドの兄さんが大おお袈げ裟さに反応した。

　その隣の兄さんがさらに大袈裟に、

「知っているのか!?」

「うむ……聞いたことがある……かつて日本中の祭りを荒らした伝説の集団。彼らにかかれば全ての祭りが黄金に染まり、人々は麻薬のように熱狂するという……恐るべきはその行動力と団結力。たとえるならば整列して踊りながら綱渡りをする集団と言ったところか」

　腕を組んで重々しく語るスキンヘッドの兄さん。

「奴らが出現したということは……つまり、南口商店街の敗北を意味する」

「ふざけんな！」

　双葉が椅子から飛び上がり、スキンヘッドの男に跳とび蹴げりを食らわせる。

　スキンヘッドの男は双葉の跳とび蹴げりを顔面で受けとめた。

「いっ!?」

　全まつたく避よけもしないスキンヘッドに、双葉も驚いて着地する。

　スキンヘッドは赤くなった鼻に微かすかに触れ、双葉に笑いかける。

「いい蹴りだ……その心意気、たしかに受け取ったぞ」

「どうやら、ここは我々『御ご色しき町ちようテンプルナイツ』の命を賭かける時らしい」

「ええ。我々にも死力があること、あの金色の集団に見せつけてやりましょう」

　スキンヘッドの周りにいた男達も不敵な笑みを浮かべ、厳おごそかに去ってゆく。これから彼らは何をしに行くのだろうか。火山の上などですぐに生き返る殺し合いでもするのか。

　彼らが去ったあと、双葉はお姉さんにコッソリ聞いてみた。

「姉ちゃん……あいつら、どっかの塾生か？」

「あー、てんぷら屋さんのバイトよー」

　軽々と教えるお姉さん。双葉の記憶がたしかならば、あそこのご主人は痩やせ細ったおじいさんだったはずだが……ひょっとして何かの拳法の使い手なのだろうか。

　そして御色町テンプルナイツの起こした行動は迅じん速そくだった。

「うおおおおっ！　今からたこ焼き無料大サービスゥゥゥゥ！」

　悲鳴のような叫びが向こうの屋台から聞こえてきた。

　たしかに命賭けの大サービスだ。

　すると今度は、

「負けていられないわよ、あなた達！」

「はい、お姉様！」

　チャイナドレス姿のお姉さん達が闘志を燃やして去っていく。お姉さん曰いわく、御色町梁りよう山ざん泊ぱくと名乗っている中華料理店のバイトらしい。彼女たちは特設ステージでチャイナダンスを踊り狂い、なおかつ焼きそば無料サービスという決死の作戦に出た。

　それに感化された集団が続々と名乗り出てくる。

　無料サービスは当たり前、そのほかにも必ず当たりが出るくじ引きや、特盛りを全部食べきった人に賞金を出す店なども出てきた。

　もちろん、全部自腹だ。儲もうけどころか大損害だ。

　しかし「北口に負けたくない！」という情熱が伝染したのだろう。宮みや村むらさんをはじめ、誰だれも止めなかった。

「うおおおおおおっ！　御色南口商店街バンザーイ！」

　どこかで屋台が潰つぶれた。

　繁はん盛じようしすぎて店主がぶっ倒れたのだ。倒れる際に柱を折ったため、屋台もろともバラバラになってしまったらしい。すぐに救護班が駆けつけ、店主さんは運ばれていった。

「なあ姉ちゃん、兎轉舎では何かやらねーの？」

「もうやってるじゃないの」

　お姉さんが上を指さす。

　アーケードの天てん井じようでは、古今東西のアニメキャラクターが走り回っていた。まるで映画のスクリーンのように。

「ふぇー」

　双葉は首が痛くなるほど天井を見上げていた。

　著作権は大丈夫なのかと考えつつ。




　さて、南口商店街から少し離れた場所では。

『ルルルルル！　オマエ、ソコ、トメル、ダメ！』

「あ、すいません……って、うわっ！」

　駐車場脇わきの道路に停とめようとした車から、ムリヤリ運転手を引きずり出したデュラハン。車を両手で持ち上げて手頃な駐車スペースを探す。

『ルル、アソコ、アイテル！』

　デュラハンは車を思いきり放り投げ、その空間にピタリと着地させた。所要時間十秒。過程を考えなければ最高の駐車テクニックだ。

　駐車場の車は、スペースごとに高く積まれていた。まるで巨大だるま落としのように微妙な均きん衡こうを保っている。もしくは重ねたアイスクリームのようだ。













『マツリ、タノシメ！　デモ、オレモ、イキタイ……』

　寂さびしそうに運転手を送り出すデュラハン。運転手も何か言いたいことがあっただろうが、結局何も言わずにとぼとぼと祭り会場へ向かっていった。

『ルルルル！　クルマ、イッパイ！』

　駐車場に停めた大量の自動車を前に、デュラハンは満足していた。ここにある全ての車はデュラハンが導いたのだ。

『……汝なんじはどういう停め方をさせているのだ？』

　そこへやってくるガーゴイル。

『ルル、ジュウレツチュウシャ！』

『縦列駐車とはこのようなことを指すのではない』

『デモ、コウシナキャ、トメル、ムリ……』

『確かにその通りだが――』

　それだけ客が集まっているのだろう。御色駅から吐き出される人の数も、普段の数倍に膨ふくれあがっており、乗車率も三百％を越える勢いだという。南北共に派手に宣伝しているからだ。

「あの、すいません……帰りたいんですけど、どうやって降ろせば……」

　一組のカップルが申し訳なさそうにデュラハンに問いかける。

　男が指さしたのは、上から三段目にある赤い車だった。高さにして四メートルはあるだろうか。

『ルル、マカセロ！』

　デュラハンが右手の砲ほう身しんをその車に向ける。

「ええっ!?」

　ドォン！

　発射された光の弾丸は車の側面に勢いよくぶちあたり、まさにだるま落としの如ごとくその車だけが抜き出される。そして自然落下してゆく車を、一瞬で落下地点に移動したデュラハンが受け止める。

『ルルルルルル！』

　赤い車を丁てい重ちように道路まで運ぶデュラハン。

　山積みにし、光弾を当て、落下したはずのその車は、傷一つなかった。

『キヲツケテ、カエレ！』

　手を振るデュラハンに、カップルの男は唖あ然ぜんとしながらイグニッションを回す。エンジン音にも異常はない。本当にどこも損傷していなかった。

　見えなくなるまでずっと首を傾かしげ続けていたカップルを見送ると、デュラハンは満足そうに両腕を上に上げた。

『汝も頑張っているようだな』

　少しデュラハンを見直したガーゴイルだった。

『ルル、オレ、ガンバッテル！　ダカラ、オマエモ、ガンバレ！』

『そうだな……我も働くとするか』

『……ルル？』

　ふと、デュラハンが胸に手をやった。

　桜の花びらがついていた。

『サクラ、キレイ！　ルルルルル！』




　北口商店街のステージにケルプが座っていた。

　その瞳ひとみから出る六十本の光線がグランドピアノの鍵けん盤ばんを高速で叩たたき、得えも言われぬ不思議な旋せん律りつを流している。六人の連弾ですら追いつかないその演奏は、それだけで迫力があるが、音楽的にも専門家を唸うならせる出来だった。

　もちろん音楽に関しては素人しろうとの和己は、そんなことは全然わからない。彼の足あし下もとには親切な店員さんが用意してくれた紙袋があった。中には渡された無料サービスの食物が。あとで双葉にあげようと思っている。

「ケルプってすごいんだ……」

　今までガーゴイルとほぼ同性能の石像としか思っていなかったが、性格や思考によってできる芸当が違ってくるのだと知った。そもそもガーゴイルがピアノを弾ひく姿は想像できない。

『どうですか、ガーゴイル様。貴方あなたにこのようなことがおできになりますか？』

　演奏が終わった後、ケルプがどこにともなく挑発する。

　するとグランドピアノの上にガーゴイルが出現した。

『できないこともない』

　応こたえるようにガーゴイルが瞳から出した光線は、赤と青の二色の単純なものだった。熱光線ではないらしい。ただいつもの光線と違うのは、その光線がいつまでも空中に留とどまっていることだった。

　そして赤と青の光線を残したまま、ガーゴイルはさらに別の色の光線を放つ。

　それは二本の光線と交まじわり、さらに停てい滞たいする。

　同じようにしてガーゴイルは次々と違う色の光線を撃ち、糸のように光線を編み合わせてゆく。光線の数は百本を超え、ガーゴイルはそれでも光線を撃ち続ける。

『できたぞ』

　果たして完成したのは、光線で編まれた絵画だった。

『モナ・リザですか……』

　感心半分、悔くやしさ半分という感情でケルプがつぶやく。

　和己はただひたすら感動したので、

「ガーくんすごい！　こんなことできるなんて！」

　と、手をメガホンにして叫んだ。

『我も練習したのだ。祭りというのは華やかに客を楽しませることだと、最初に勉強したのでな』

「そのとぉ―――りっ！　ナイスなワンちゃんだぜベイベ！」

　場の雰囲気をぶち壊すような勢いで登場したのは、ゴールデンボーイズのリーゼントだった。しかしモナリザとグランドピアノはお客に見えるように立ち位置を考えている。

『我はワンちゃんではない』

　ガーゴイルの放はなった光線――今度は熱光線――がリーゼントを撃った。まるでパンチを食らったようにきりもみ状に回転して倒れ込む。しかしリーゼントはすぐに起きあがって、

「やるじゃねえか、南口！　だが、このケルプさんはもっとすごいことができるぜ！」

「おおお――っ！」

　リーゼントの宣言に、お客さんも沸き始める。

『……なんですって？』

　初耳だったのはケルプのようだ。

「このケルプさんはなぁ！　尻から炎ほのおを出すことができるんだ！」

「ええっ!?」

　和己も声に出して驚いた。

『ま、待ってください、小生はそのようなこと……』

『むう……汝にそのような芸当ができるとは……見直したぞ』

　心から感心した声でガーゴイルがつぶやく。

「こいつができりゃ、もう南口には勝ち目はないだろう！　ケルプさん、頼んだぜ！」

　会場の歓声も高まってくる。

『確かに我にはできぬ。ケルプよ、汝も成長したのだな』

『いや、ですから小生は……』

「みんなぁー！　拍手だぁーっ！」

　この場を呑のむ、というよりケルプを乗せることのできるリーゼントはただ者ではない。豚もおだてりゃ木に登ると言うが、リーゼントは誰でもペースに乗せることのできる達たつ人じんだ。

　ケルプが本当に尻から炎を出したかについては、和己とガーゴイルの秘密である。




　その日は、北も南も全力を尽くした祭りになった。

　北と南の勝負という基本理念は忘れていないが、今日の祭りはお互い持てる限りの力を尽くして戦った。その結果、商店側もお客側も最高に満足できる祭りに仕上がっていた。帰りの駅で、駐車場で、人々は火ほ照てった顔で今日の祭りがいかに楽しかったか語るのだ。

「みんな、よくやってくれました！」

　その日の夜、御色南口商店街の集会場でも、宮村さんがビール片手に興奮していた。

　売り上げは前日までの半分以下だったが、客の入りは倍以上だった。

　そしてそれ以上に、満足感が心地ここちよい疲労感と共に商店街の皆様を包んでいた。

　我々もまだ戦える。

　そんな気持ちが南口商店街の人々を酔わせているのだ。

「しっかし……なんでみんなこんなにがんばるんだ？」

　集会所の隅すみにあぐらをかき、双葉がぼやく。

　ママとガーゴイルがプチ打ち上げに参加しているので、和己と一緒に潜もぐり込んだのだ。

「決まっている。それが祭りだからだ！」

　部屋の中央で勝手にボディビル大会を開いちゃってる御色町テンプルナイツの人が答えた。彼らは一番最初に無料サービスを始めた剛の者たちだ。そのため、収支がマイナスになってしまったのだが……。

「いや、でもね、ガーゴイル君には本当に感謝してるんだよ」

　宮村さんが改まってガーゴイルの前に正座した。

「祭りの前日、ガーゴイル君が来てくれなかったら、今頃は松川さんに言いくるめられて、寂しいお祭りになっていただろうからね。それが今はこんなに盛り上がっているんだ。本当にありがとう」

　深々と頭を下げる宮村さん。

「ガーゴイル君にはいつも御色町の平和を守ってもらってるのに、その上こんな風に祭り上げちゃって悪い気もするんだけどね」

『ならばなぜ祭り上げた』

「いやぁ……なんというかね、ガーゴイル君がいると心強いんだよ。ピンチになっても、ガーゴイル君が助けてくれるって、そんな気分がね。いや甘えているワケじゃないんだよ？」

『しかし我は何もしていないぞ。確かに祭りに乗じた犯罪者は捕らえているが、それは我の普段の使命であり、祭りのためだけではない』

「いや、そういう事じゃないんだなぁ。そう、気持ちの上でも守られているって言うかね、安心できるんですわ。心強いんですな。なーんて、あたしゃ何言ってんだか。あははは」

　酔って呂ろ律れつが回らなくなったのか、宮村さんは笑いながら手しゆ刀とうをきって違う人に挨あい拶さつしに行った。会長さんはこういう地道な挨拶回りで立場を守る人なのだろう。

「なあガーゴイル」

　考え込んでいるガーゴイルに、双葉が問いかける。

『なんだ双葉』

「楽しいか？　祭り」

『うむ。事件続きではあったが、我も様々な体験ができて満足している』

「そっか」

　その返事を聞いて、双葉も満足そうに笑った。

「や、やめてくださいっ！」

　悲鳴に視線を向ければ、さっきの中華料理屋のお姉さん達に和己が弄もてあそばれていた。チャイナドレスを着せられたり、化粧をさせられたりしている。一部の野郎どもにしてみれば羨うらやましいことこの上ないのだが、和己は泣きそうなほど嫌がっていた。

　双葉もひとしきり笑った後で、ふと思い出す。

「そういやママは？」

　集会所の端はしから端まで探してみるが、いない。

『外にいるようだな』

　ちょっと気になったので、双葉は集会所を抜け出した。

　ガーゴイルに教えられた通り、商店街の先にあるさくら公園まで走る。

　公園のベンチに腰掛けて、桜を眺めているママがいた。

「ママ！」

　双葉が手を振ると、ママは小さく手を振り返した。

　無理して笑顔を作っているのが、双葉にもわかった。

　祭りの熱は高まっているが、吉永家の亀き裂れつも深まっていた。

　パパは北口の集会に行っている。それでなくとも、家には帰りづらいだろう。

「ママ……パパのこと気になってるのか？」

　扇風機のように強く首を振るママ。あまりにあからさま過ぎて、わざとやっているのかと思うくらいだ。気になっていないはずはないだろう。

「ガーゴイルも気にしてたぜ。アイツなにげに予想外の展開に弱いから。見み物ものだぞー、しょんぼりしてるガーゴイルなんて」

　双葉はママの隣に腰掛ける。

　風がびゅうと吹き、夜桜が大量に散った。

　薄うす紅べに色の花びらが双葉の手に落ち、通り過ぎるようにして風に呑まれていった。

「なあママ。聞いたんだけどさ、パパは祭りを盛り上げたがってるだけなんだぜ？　ママのこと嫌いとか、南口を潰したいとか、そーいうんじゃないんだって」

　その一言で、ママの表情が劇的に変わった。

　最初はビックリしたように目を開き、そして迷うように考え込み、ぶんぶんと首を振って、プイとそっぽを向いてしまう。

「まぁ、ママが許したくねーのはわかるけどさ。ちょっとは事情がありそうだぜ。いーかげん聞いてやったら？　パパも辛つらいだろうし、あたしや兄貴やガーゴイルだって困るしさ」

　ママは泣きそうな顔でうつむいている。

　娘からしてみれば、本当に厄やつ介かいな母親だと思う。一家の中で最強の攻撃力を持つはずなのに、精神面では誰よりも弱い。和己は知らないだろうが、毎週ポエムサークルの会合に出席していることも双葉は知っている。ちなみに宮村さんはそこの主催でもある。

　いつも無口なママの買い物を手助けしてくれる、宮村さんを始めとする御色南口商店街。ママはこんな時だからこそ、きっと彼らに恩おん返がえしをしたいのだ。

「なぁママ。たしかにパパが北口に味方するのはムカつくけどさ。そうまでして盛り上げたがってる理由、ひょっとして知ってるのか？」

　そう訊きくと、ママは奇妙な応答をした。

　首を縦にも横にも振らず、軽くあごを上げるだけ。

　双葉はママの視線を追った。

「桜？　桜がどうかしたのか？」

　この公園の、そして御色町さくら祭りのシンボルである、巨大な桜。

　夜風に揺れるその姿は、何かを訴えているようにも見えた。

「桜に……なんか関係があるのか？」

　双葉の問いに、ママは表情だけで答えた。

　とくに悪い事ではないように見て取れたのだが、詳しいことまでは双葉もわからなかった。
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　着ぐるみに身を包んで風船と愛想をばらまいたパパは、一日の仕事を終え、松まつ川かわに仕事の報告をしようと樽井デパートの中を歩いた。

　閉店中のデパートとはいえ、クマが店内を練り歩いていたら社員や警備員は驚くだろうが、パパはそんなことを気にする男ではない。

「テメーラ！　今日のザマはなんなんだ!?」

　エレベーターがなかなか来そうにないので、階段で松川のオフィスまで行こうと考えていると、非常階段の踊り場から怒ど声せいが聞こえてきた。

「むむ、ケンカか？」

　ケンカだったら止めなければならないと考え、腕をまくる動作をして階段を上るパパだったが、途中で足が止まった。

「いいか!?　お客様は神様だ！　祭りってのはテメーラの自己主張の場じゃねえんだよ！　まだそんなこともわかんねぇのか！」

「はい、申し訳ありません！」

　三人のゴールデンボーイズが、リーゼントに殴られていた。

　リーゼントは手に持っている竹刀しないでボーイズの腹をしきりに突くのだが、ボーイズは手を後ろに組んだまま微び動どうだにしない。

「今度こんなフザけた真ま似ねしやがったら、即刻クビだ！　わかったかクズども！」

「はい、申し訳ありません！」

「よし、とっとと行け！」

「はい！　おつかれさまでしたっ！」

　顔中傷だらけのボーイズはリーゼントに一礼すると、足並みを揃そろえて階段を下り始める。

　リーゼントは踊り場の窓から外の景色を眺めながら、フン、と鼻を鳴らし、

「待てクズども。帰る前に事務所寄ってけ。救急箱とジュースがある。傷治して水分補給して……んでとっとと寝ろ！」

「リーダー……ありがとうございます！」

　先ほどよりも深く頭を下げたボーイズ。少し涙ぐみながら階段を下り、パパとすれ違った。

　パパも隠れようとしたのだが、その身体からだではどこにも潜ひそめなかったのだ。

「おつかれさまです！　クマさん！」

　丁てい寧ねいに挨拶して去っていくボーイズ。それでリーゼントにも気づかれてしまった。

　ばつの悪い顔をして、リーゼントはパパに手を挙げる。

「よぉ。ガーゴイルさん家ちの旦だん那なさんだったな」

「ああ……彼らは、何をやったんだ？」

　階段を上りながらパパが尋ねると、リーゼントはさらに気まずそうな顔になる。

「いや、こんなところ人ひと様さまに見せるもんじゃねーんだけどな……あいつらはアレだ、ちょいと気合いが入りすぎて、子供ボーイを泣かしちまったんだよ」

　たしかにこんな恰かつ好こうの男が集団で気合いを入れれば、臆おく病びような子供は泣くだろう。

　パパの着ぐるみも一歩間違えれば似たようなものだったが、その優しさが伝わっていたのか、子供も喜んでくれていた。

「俺達はカッコイイと思ってるんだが、子供ボーイにはシゲキが強すぎるからな」

「自覚があるのか……」

　少し意外なパパ。

「いいんだよ、多少派手なくらいが。俺達は祭りのプロだからな。地味なカッコじゃナメられちまう。それがゴールデンボーイズ流ってヤツさ」

　櫛くしで髪をかき上げながらポーズをとるリーゼント。

「あんた達から見りゃ特別かも知れねーが、俺達にとってはコレがフツーさ。だからこんな仕事しかできないんだぜ！」

「それは自慢できることなのかなぁ……」

　パパが考え込むが、

「モチロンさベイベ！　プロってのはこーでなくちゃいけねぇ！　祭りはハミダシ者ものだった俺達が見つけた希望の星ハニーなんだぜ！　大事に扱わなきゃ逃げちまうってもんよ！」

　希望の星ハニーという単語で、パパは今でも家で怒っているのであろうママの姿を思い浮かべた。彼らのプロ意識と等ひとしく、パパもママへの気持ちは譲ゆずれないはずだった。

「じゃあな旦那！　明日も頼むぜ！」

　リーゼントはパパの肩を軽く叩たたくと、鼻歌を歌って歩き去っていく。

　彼も疲れているに違いないのに、まだ仕事が残っているようだ。

　その背中を見て、パパの気合も充じゆう嗔てんされた。

「うむ。ママのためにも、がんばらねば！」

　小さくガッツポーズをとるクマの着ぐるみだった。
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　友人の姿を探して店内を歩き回っていた松川は、階段の踊り場でガッツポーズをとっているクマの着ぐるみを発見した。

「……こんなところで何やってるんだ？」

「ああ、マッカチン！　今からそっちへ行こうと思っていたんだ！」

「そうだったのか。いまオフィスは使えないから……別の場所で話そうか」

　オフィスではリーゼントが今日の精算と明日の作戦立案をやっている。ちょうど松川も仕事の息抜きにオフィスを離れたかったので、オフィスはリーゼントに任まかせてきた。

　松川はクマを連れてどこか落ち着ける所を探したのだが、どこもゴールデンボーイズ達が後始末をしており、樽井デパートの屋おく上じように落ち着くことになった。夜風がまだ肌寒いが、二人とも気にしなかった。

「頭くらい脱いだらどうだ？」

　松川に言われて、クマはもぞもぞと頭の部分をはずす。

　中から出てきたのは、松川の旧友、吉よし永ながだった。

「ふぅ。これ意外と暑いな」

「意外も何も、夏なんか六十℃越えるらしいぞ。平然としている君がおかしいんだ」

「ふーむ。しかしこれは病やみつきになるな。なかなか面白いぞ」

　汗だくになりながら自分のクマスーツを眺める吉永。

「ほら」

　そんな吉永に、松川は缶ビールを投げた。

「手伝ってくれたささやかな礼だ。もちろんちゃんとした謝礼は別に渡すが、これは私からの個人的なものだと思ってくれ」

「ありがとうマッカチン。しかし……」

　吉永は冷えたビールを顔にあてて、申し訳なさそうな顔。

「私は、酒が飲めないんだよ」

「あ、そういえばそうだったな」

　松川も思い出し、自分の迂う闊かつさを悔くやむ。

「どうしてもと言うなら飲むが」

「頼むからやめてくれ」

　手を挙げて制する松川。

　みるみるうちに中学時代の悪夢がフィードバックした。

　文化祭の打ち上げで、誰かが酒を持ち込んだのだ（お酒は二十歳になってから！）。生まれて初めて酒を飲んだ吉永が披ひ露ろうした狂気の乱舞を、松川は一生忘れないだろう。以来、未成年者には絶対に酒を勧すすめないことにしている。吉永は成年だが、例外である。

「とにかくヨッちゃん。君のおかげで皆の士気が上がったよ。とても感謝している」

「そうなのか？　私はただ、好きにやらせてもらっただけだが」

「いや、作業なら誰でもできるんだ。ゴールデンボーイズもそうだが、職場に一人くらいムードメーカーがいると、全員の能率が上がるものなんだ。まして客商売だ、メンタル面は重要な課題だからね」

「私は何もしてないんだがなぁ……」

　苦笑する吉永。

　昔からこの男は、松川にはない魅力を持っていた。羨うらやんだこともあったが、松川は松川の能力でここまでの地位を獲かく得とくしたのだ。ない物ねだりをするのは贅ぜい沢たくだろう。

「しかしヨッちゃん。呼び出しておいてなんだが、家族のことはいいのか？　娘さんから聞いたぞ。奥さんと喧けん嘩かしているそうじゃないか」

「いや喧嘩というほどのものでもないんだがな……悪いのは私なんだし」

「家族とはもともと仲が悪いのか？」

「いやあ、そんなことはないさ。しかし北口の手伝いをするのが気に入らないんだ。ママは南口の贔ひい屓きだし、私が『北口ともっと戦った方がいい』なんて言うから、怒ってしまってね……そうだ、うん、双葉の言う通り高めあうと言えば良かったんだな」

　こめかみを押さえる松川。

　どうしてこの男は、肝心なことばかり口くち下べ手たになるのだろうか。

「……で、仲直りのめどは立ったのか？」

「いやぁ、それが全然」

　頭を掻かいて豪快に笑うパパ。

「笑っている場合か！　これで離婚なんかになったら、私にだって責任があるんだぞ！」

「平気さ。今だって北と南の商店街は争っているが、いつかきっと仲直りする。私にはわかるんだ。それと同じように、家族もきっと元通りになる」

　松川は大きな溜ため息いきをついた。吉永がどんな家庭を築いてきたか、手に取るようにわかった。きっと皆、のんびりして優しい家族なのだろう。実際、彼の子供達もこの男を信じていたわけだし。

「……で、なんで戦った方がいいなんて思ったんだ？」

「ううむ、それはだな……」

　吉永は言いにくそうに膝ひざをさすっている。

「実は、この祭りに、その、ちょっとした思い入れがあってな――」

　顔を真っ赤にしてたどたどしく話す吉永は、まるで修学旅行の夜に枕まくらを寄せて好きな女子を語り合ったあの頃にそっくりだった。
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　旧友に別れを告げた瞬間、松川は友人の仮面をはずし、支配人の仮面に付け替えた。

　樽井デパートの、ひいては北口商店街の未来はこの祭りにかかっているのだ。南口商店街に精神的なアドバンテージを突きつけることによって、今後の交渉をよりスムーズにさせるのだ。

　たしかに松川は吉永にそう言った。しかし言っていない事実もある。

　樽井デパートの拡張工事は、松川の最後の仕事になるかもしれないのだ。業ぎよう績せき不ふ振しんが続くデパートの起き死し回かい生せいの手段として、本社から極ごく秘ひに任されたプロジェクト。祭りも含めて、今回の行動は本社の許可はもらっているが、失敗しても良いというものではない。当然、松川の進退もかかっている。

　失敗すれば、左さ遷せんやリストラもあるというのに――

「なぜ……勝てないのですか！」

　深夜のオフィス。

　今日の報告書をリーゼントに投げつける松川。

　コストは度外視したとしても、ゴールデンボーイズの投入により宣伝効果は二倍に膨ふくれあがった。アンケートの満足度も五段階評価で平均４・５を越えるものだった。それだけを本社に提出すれば、金きん一いつ封ぷうがもらえてもおかしくない。

　しかし、南口商店街には勝てなかった。

　こちらがいくら盛り上げても、向こうはそれに食らいついてくる。引き離しても引き離しても、確実に追ってくる。

　これでは当初の目的も果たせないではないか。

　この祭りは、いわば前ぜん哨しよう戦せんのつもりだった。これで勢いづいた樽井デパートが、次の手、さらに次の手で南口を徐々に浸食していくつもりだった。

　それが、気がつけば追いつめられている。

　負けることがあり得ない戦いで、全てを失おうとしている。

「いや俺達も気合い入れまくってるんだぜ！　だがよぉ、あんなにガッツのある奴らは初めてだ！　下手すりゃとんでもない大物に化けるかも知れねぇ！」

「化けられては困るのです！」

　リーゼントに負けないくらいの気迫で叫び返す松川。

　ゴールデンボーイズは、言ってしまえば傭よう兵へいのような存在だ。失敗しても次の祭りが待っている。しかし松川には失敗は許されないのだ。

　松川はリーゼントの胸倉を摑んだ。頭一つ以上も身長差があるというのに、リーゼントはその切せつ羽ぱ詰つまった迫力に気け圧おされている。

「もう手段は残っていないのですか!?」

「オイオイ待ってくれ。俺達を誰だと思っている？　ゴールデンボーイズだぜ？」

　リーゼントは松川の手をゆっくりはずすと、懐ふところから櫛を出して自慢の髪をなでつける。そして荒い息の松川に顔を近づけ、言い含めるように告げる。

「いいかボス。俺達は、宣伝活動の、スペシャリストだ？　普段はちょっとイナセな子供ボーイだが、イベントにかけては日本の誰にも譲ることはねぇ。オーケー？」

　松川も呼吸を整える。

　もしもゴールデンボーイズがいなければ、すでに負けていただろう。

　事実は認めねばならない。彼らがいて――ようやくこれだけの戦果なのだ。

　しかしまだ終わりじゃない。まだ祭りは二日ある。

　その二日で松川の進退が決まると言っても過言ではない。こんな小さな祭りで成績をだせなければ、樽井グループの恥だ。少なくとも、支配人の器うつわではない。

　だから、この二日の間で全てを決めるのだ。

「……オーケーです」

　リーゼントは一つうなずくと、ソファに腰掛けて足を組んだ。

「よーし、じゃあ説明するぜ。宣伝活動ってのはだな、つまりはお客様の気持ちを動かすことだ。その店の商品を買わせるために、心を操作することだ」

「何が言いたいのですか？」

「せっかちさんはオネーチャンに嫌われるぜベイベ。まぁ、要するにだ、俺達はこれまで、祭りによってお客様の気持ちをプラスの方向に動かしていた。しかしそれでもあちらさんに追いつかれてしまう。スリップストリームのように、ピタリとくっついてくる」

　リーゼントは立ち上がり、櫛を手で弄もてあそぶ。

「いいかボス。宣伝ってのは、こちらのセールスポイントを伝えることだけじゃないんだぜ。ピッタリついてくる対抗馬にまきびしを投げつけることだってできるんだ」

「それはつまり……南口の妨害をすると？」

　松川の質問に、リーゼントは肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。

　ゆっくりと窓に歩み寄り、眼下に広がる御色町を見下ろす。

「俺達だって、やられっぱなしはムカつくぜ。ゴールデンボーイズの名を日本中に広めるためには、こんなちっぽけな町で立ち止まれねぇんだ。俺の可か愛わいいクズどもも、これからさらにハリキってもらわなくちゃならねぇしな」

　リーゼントはサングラスをはずす。

　その素顔は、意外にもまっすぐな瞳ひとみの好青年だった。

「とはいえ、こいつはキタネェ手だ。あんたが正攻法で行きたいってんなら、それでもいい。決めるのはアンタだ。ゴーサインを出してくれりゃすぐにでも始めるぜ」

　松川の良心が痛まなかったと言えば噓うそだ。

　しかし手段を選択できる余裕は、松川にはもうない。

「祭りを……甘く見ていたのですね、私は」

　リーゼントの視線の先にあるのは、さくら公園。

　満開の桜が夜風に煽あおられて、南口商店街の空に広がっていく。

　松川もリーゼントの隣に立ち、その幻想的な風景を眺める。

「……北口にはこういう自然が美しい場所が少ないんですよね」

「フッ。向こうの祭りのシンボルにもならぁな」

　その穏おだやかな光景に、松川の心が揺れ動く。

　彼とて御色町の住人だ。

　しかし樽井デパート御色町店の全てを預かる支配人でもある。

　そして――もう後はない。

　松川にとって、このデパートだけが全てなのだ。

　何物にも代かえ難がたい、自分の手で摑んだ地位。それを失うわけにはいかないのだ。

　旧友の顔が、一瞬だけ松川の脳裏に浮かび、消えた。

「――悪いな、ヨッちゃん」
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　草木も眠る丑うし三みつ時どきに、あと一時間ほど足りない時刻。

　さくら公園にガーゴイルが出現した。

　夜遊びをする少年達がいないか警けい邏らするつもりだったのだが、悪ガキどももガーゴイルの恐ろしさを肌で実感しているので、家でおとなしくしている。

　だから、このさくら公園に人間は一人もいなかった。

『むう……』

　ガーゴイルはご神木の桜の前に立っている、一人の女性の後ろ姿を見つめていた。

　いや、それは女性と呼べるのかどうか。

　全身が緑色で、体中から触しよく手しゆを生はやしている。強化植物である彼女は、公園の土から根を生やし、身じろぎもせずに桜を眺めていた。

『オシリスよ。ここで何をしている？』

　その声に、オシリスと呼ばれた植物が振り向いた。

　植物とはいえ禁断の秘法の産物。その身体は人間に酷こく似じしている。

　だからオシリスの目から流れ出る水を、ガーゴイルは素直に涙だと感じた。

『何なに故ゆえ泣いているのだ？』

　オシリスには声帯がない。だから意思の疎そ通つうは筆談か、コンピュータのメールで行われる。今、オシリスはそのどちらも持っていなかった。

　しかしその表情は読み取れる。

　オシリスは桜に同情して泣いているのだ。

　その理由までは、ガーゴイルでも読み取れなかった。







































　なんだかんだで、祭りも六日目。

　今日と明日で、嫌いやでも決着がつく。北口と南口、どちらが客を呼び込めるか――発展と伝統の覇は権けん争いに終しゆう止し符ふが打たれる。

　最初は問題の多い祭りだったが、時間が経たつにつれ商店側も客側も雰囲気に慣れ始め、混乱の中での秩序のようなものが生まれていた。要は普段より気合いの入った祭りになっただけなのだが、人々もようやくそのテンションに追いつき始めたというところか。

　ガーゴイルもケルプも、マスコットを務つとめながら事件や事故などを処理し続けて大変だったが、奇き抜ばつな錬れん金きん術じゆつ師しなども現れなかったので、どうにか全すべてこなすことができた。

　この調子で行けば、勝敗はどうあれ無事にフィナーレを迎えられそうだった。

　皆、そう思っていたのだ。
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「あ、ママ……ちょっといいかな」

　出かける前、パパがママを呼び止めようとした。

　しかしママはぷいっ、とそっぽを向いて台所にこもってしまった。少女のようなかわいらしい仕草だったが、パパにはダメージが大きかった。

　肩を落とすパパを、歯ブラシをくわえた双ふた葉ばが見とがめた。

「あーあ、こりゃ祭りが終わるまで怒ったままだぜ、ママ」

　何気なく言ったつもりなのだが、パパは双葉の身体からだを持ち上げて、

「いや、それじゃイカンのだ！」

「な、なんだよパパ……」

「祭りが終わる前にママに言わなきゃダメなんだ！」

　そうは言ってもママはあの調子だ。話など聞いてくれそうにない。

　パパは双葉を降ろすと、溜ため息いきをつき、力なく家を出て行った。

『見ていられぬ。なんとか解決する方法はないのか』

　双葉の隣に自然に座っていたガーゴイルが、心から悔しそうにうなっていた。

「始めっからちゃんと言えばよかったのになぁ……」

　後悔先に立たずではあるが、最初の頃よりパパに同情している双葉だった。
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　その日は朝から風が強く、南口商店街のアーケードにも桜が吹き荒れていた。

「オーッス！　どうよ景気は？」

　と、まるで中年のオヤジのような挨あい拶さつをする双葉。

「おう、双葉か」

　お好み焼きの屋台でスポーツ新聞のエッチな記事を読んでいた、これまたオヤジ臭くさい石いし田だ歳とし三ぞうが手を挙げる。この屋台は昨日の騒ぎでも無料サービスはやらなかったが、代わりに栄養ドリンクを一本つけるという薬局らしい特典で繁はん盛じようさせていた。

「それがさー、なんか雰ふん囲い気きがおかしいんだよ」

　石田は難しい顔で駅へと向かう人々を見る。母親は店に材料を取りに行っているようだ。

「おかしいって、何が？」

「なーんかヒソヒソと噂うわさ話ばなししてるんだよ。いつもだったらデカい声で『おい、北が何かやってるってよ！』とか叫び合ってるのに」

　双葉も気づいた。

　まるで怒鳴り合うようにして祭りを楽しむ客達が、今日は普通のトーンで会話をしているのだ。それも、少しだけ眉まゆをひそめて。

　何かまた事件でもあったのだろうか。双葉が辺あたりをキョロキョロ見回して現場を探すが、別に変わった所はない。

「双葉ちゃん、大変だよ！」

　商店街の入口で和かず己みが叫んでいる。

　何事かと駆かけ寄ってみると、和己は近くにあった一本の木を指さした。

「これ見て！　この木の、ここ！」

　それはさくら公園に続く並木道に生えている平凡な桜の木だった。

　その幹みきに、白い斑はん点てんがついている。

「なんだこれ!?」

「わかんない。ペンキか何かかな……？」

　軽く手で擦こすってみても落ちないが、爪つめで削けずり取とれば綺き麗れいになくなった。

　白いものが付着した爪を見る双葉。ガーゴイルなら詳くわしくわかるかもしれないが、おそらく塗と料りようだ。指でこすると変な匂においがする。シンナーが混じっているようだが……。

　すると、双葉の背後で悲鳴が上がった。

「ダメよあなた！　そんな風に触っちゃ！」

　ダッシュで駆け寄り、双葉の手をハンカチでこするのは、見たこともないオバサンだった。

「ちょっと、何するんだよオバチャン！」

「さっき聞いたのよ！　この白いの、毒なんだって！」

「毒!?」

　双葉も和己も驚く。

「うわぁっ！」

「ちょっと双葉ちゃん、僕の服になすりつけないでよ！」

　兄の服を引っ張る双葉に、オバサンはさらに詳しく説明する。

「なんかね、桜の木が媒ばい介かいする伝染病なんだって！　人間にはうつらないと思うんだけど、公害とか化学薬品が原因なら、人間にもうつる可能性があるって言ってたわよ！」

　そう語ると、オバサンは震ふるえながら去っていった。

　そしてその後に通りかかった別のお兄さんが、恋人の女性に語る声が聞こえる。

「おいアレだよ、噂の呪のろい」

「呪い？」

「なんかさ、桜の木に白いブツブツができると縁起が良くないらしーぜ。さっきそこで女子高生が話してたし」

「マジでー？　ていうかキモくない？」

「だよなぁ、あんま近寄んないようにしよーぜ」

　と、カップルが眉まゆをしかめて早足で去ってゆく。

「どういうことだよ……！」

　双葉と和己が周囲の桜を見る。いつもと変わらなく咲き誇っているはずの桜の、その全ての幹には白い斑点があった。

『それは塗料だ。人体に影響はない』

　振り返ると、ガーゴイルが座っていた。

　その目は怒りに輝いている。

『昨日の深夜から、今朝にかけて誰かが塗ったのだ』

「ガーくんでも気づかなかったの？」

『手口が巧妙だった。犯人は白い塗料を指先に塗り、木の横を通り過ぎる際に軽く触れていたのだ。そしてそれを集団で行えば、このように大量の斑点ができる。すまぬ……我われも気づかなかった』

　枝を折ったりするのならばともかく、小さく塗料を塗るだけならば誰だれにも気づかれないだろう。

　もちろん、犯人もそのためだけに塗料を塗ったのではない。

「桜の木の噂を流して――客足を減らそうって魂こん胆たんかよ！」

　北口の仕し業わざだ。そうとしか思えなかった。

「くそっ！」

　双葉がガードレールを蹴けりつける。

「ゴールデンボーイズがやったのかな？」

　そんな双葉を抑えながら和己が周囲を見るが、金色の姿はない。常識で考えて、あんな目立つ服を着て隠おん密みつ行動などしないから、別の恰かつ好こうをしているだろうが。

『しかも噂を流すだけならば、犯罪でもなんでもない。奴らが勝手に話した噂が流る布ふしただけだ。広めるのは、罪のない人間達だ。誰の仕業かはわからない』

「ふざけんな！　北口の仕業に決まってんだろうが！」

『うむ……だが証しよう拠こがないのだ』

　ガーゴイルの瞳は今にも光線を放はなちそうなほど光っている。ガーゴイルも犯人を懲こらしめたいのだ。だが証拠がないまま攻撃しては、犯罪になってしまう。

「卑ひ怯きような事しやがって！」

　そして双葉は気づく。

　桜を汚すならば、桜の一番多い所を狙ねらうのでは――

「あ、双葉ちゃん！」

　なりふり構わず、双葉は走り出した。




　さくら公園にたどり着いた双葉は、そこで桜の木を雑ぞう巾きんで一生懸命拭ふくママと宮みや村むらさんの姿を見た。噂を聞いた人々が遠巻きに見つめる中、二人は手を休めずに桜の塗料を丁てい寧ねいに剝はがし続ける。

「マ――」

　呼ぼうとした双葉の声が止まる。

　ママは泣きながら桜を洗っていた。

「奥さん、もう少しですからね。辛しん抱ぼうしてください」

　うなずくママのあごから、涙の雫しずくが落ちた。

　宮村さんも疲れた声だ。彼だって辛つらいに決まっている。

「ママ……」

　昨日の夜、ママはこの桜を見上げて何を思ったのだろうか。

　こういう時にママを励はげますのはパパの役目ではなかったのか。

　パパは今、何を思っているのだろうか。

　あの脳天気な父親の姿を思い出した双葉は、朝から彼の姿を見ていないことに今さら気がついた。
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　力のある悪役は自分の力をこれでもかと言わんばかりに誇こ示じするが、そうでない悪役は決して表に出てこない。それがお約束だ。現代における悪役で前者をはれる役者はそうそういないだろう。

　松まつ川かわも樽たる井いデパートのオフィスで、その日の作業を黙もく々もくとこなしていた。

　ゴールデンボーイズの仕事はたしかだった。昼までに南口商店街の集客率は四十％減、イベントも盛り上がらなくなっているらしい。朝から吹く風が桜の花びらを商店街中にばらまいているせいで、花びらすら怖がる人もいるようだ。

　あまりの効果に、松川まで恐ろしくなってきた。

「ひょっとして、この町の人々はみな単純なのか……？」

　同じ御ご色しき町ちようの人間として、少し不安になる松川だった。

「どうだいボス。このまま行けば、南口買収もメじゃねえぜ」

　オフィスのソファに座っていたリーゼントも、自らの作戦が成功したことに満足しているようだった。

「しかし……大丈夫ですかね？」

「任まかしときな、ボス。噂を流すくらいじゃ犯罪にはならねえ。仮に犯罪だったとしても、俺達がやったという証拠はどこにもないんだぜ」

「本当でしょうね？」

「ああ。塗料をつける時にも抜かりはなかったぜ。ちょうど一昨日おととい、トーグーの社長さんからイイモノを借りてたんだ。宣伝活動に使うって言ったら快こころよく貸してくれた」

「ならいいのですが……」

　祭りに、ひいては南口全体に勝つためとはいえ、心苦しさは消えない。

　しかし松川にも未来がかかっている。

　負けも引き分けも許されない、社命を賭かけたこの商戦、手段を選ぶ余裕はもはやない。

　――そうとも、他人を蹴け落おとしてのし上がるのが普通のこの時代、誰でもやっている事じゃないか――松川はそう思い込もうとした。

　ところが、そう思い込めない人物がオフィスのドアを乱暴に叩たたいた。

「マッカチン！　この騒ぎはどういうことだ！」

　軍人みたいな警備員二人を引きずりながらオフィスに入ってきたのは、言うまでもない、友人の吉よし永ながだった。

　その顔を見て気け圧おされそうになる松川だが、すんでの所でこらえた。

「……入室を許可した覚えはありませんよ？」

「うるさい！　桜に病気があるなんて噂、誰が流した！」

　吉永は警備員達を振り払うと、松川の元までゆっくりと歩み寄る。

　足取りの一歩一歩に憤ふん怒ぬが込められていた。

　考えてみれば、松川は吉永が怒る顔を初めて見た。昔からどんな事をしても笑って許す男だった。家族の前でも笑っているのだろう。

　それが今、松川とリーゼントを絞しめ殺すような形ぎよう相そうでこちらに向かってくる。

「答えろマッカチン。桜の噂を流したのは、君達か？」

　怒りに燃えている吉永。だが、それでもその瞳は純粋だった。

　松川がこの歳でデパートの支配人という地位を築き上げたのは、もちろん正攻法だけではない。しかし吉永を目の前にすると、その頃の自分さえも恥ずかしく思えるのだ。

　もしも昨日、あの場に彼がいたならば、きっとこんな決断はしなかったはずだ。

「……そうだと言ったら、どうしますか？」

　松川は強がっていることを悟さとられないように懸命に取とり繕つくろった。

「どうしてだ！　なんで南口を貶おとしめるような真ま似ねをするんだ!?」

　吉永は信じられないと言いたげに松川の胸倉を摑つかんだ。

　身長差があるので、宙に浮いてしまいそうだった。

　警備員達も職務を忘れて見入ってしまっている。

「決まっているでしょう？　南口に勝つためですよ」

「勝つためだったら、正々堂々と戦え！」

「何を言っているんです？　君だって戦いあうのは好きなんでしょう？　戦いというものは相手を傷つけて生き残るサバイバルでもあるんですよ？」

「違う！　私が望むのは、競いあってお互いを高めあうことだ！　こんな――人を蹴け落おとすような真似はやめろ！」

「何を今さら……」

　松川は冷笑する。

「君だってさんざん人を傷つけて今この場に立っているでしょう。受験はどうしましたか？　奥さんにプロポーズした時は？　営業活動だってライバル会社がいたでしょう？」

「話をすり替えるな！　私は受験の時も仕事の時も、ママにプロポーズしたときだって、誰かを故意に邪魔したことはない！」

　吉永の拳こぶしが持ち上がる。

　その目を見て、松川の中の何かが切れた。

　殴られそうになりながらも、松川はどこか冷めた目で吉永を見み据すえた。

「そうやって……綺麗事ばかりで世の中が成り立つと思うな、ヨッちゃん！」

　この男は、いつもそうだ。自分の信じた道をどこまでも進み、そして成功する。

　そうさせる力があるのだ。

　松川が抱いだいた気持ちは、嫉しつ妬と以外の何物でもなかった。

「勝つために知恵を使って何が悪い！　私はいつだって自分の力を最大限に引き出して頑張ってきたんだ！　君のような腕力も行動力も、魅力だってない私がこの仕事で生き残るために必死でやってきたことを、正論ばかりで邪魔されたくはない！」

「マッカチン……！」

　吉永の拳が握りしめられる。

　しかし吉永の肩を後ろから摑む者がいた。

「ボスに手を出すのは、俺が許さないぜ！」

　横合いからリーゼントに殴りつけられ、吉永は床に倒れる。

「警備員！」

　胸を解放された松川はすぐに命令した。

　それまで遠巻きに眺めていた警備員は我に返ったように吉永に殺さつ到とうすると、腕をねじり上げて動きを封じた。そして部屋の外からも五人ほどの警備員が突入し、あっという間に吉永を担かつぎ上あげて外に運び出してしまう。

「マッカチン！　松川ぁっ！」

　吉永の叫びが遠ざかるのを聞きながら、松川は乱れた襟えりを直す。

　声が完全に聞こえなくなってもドアから視線をそらせなかった。彼がまた舞い戻ってくるかも知れないという不安が、松川の心を震わせていた。

　彼を見ていると、自分の汚い部分がどんどん浮き彫りになっていく気がするのだ。

　今は、それと向き合っている時ではない。

「ボス。あの旦だん那なはどう処理する？」

　松川は先ほどからネクタイを直そうとしているのだが、うまくいかない。結局一度ほどいて、もう一度結び直すことにした。しかしそれでもうまく締しめられない。

　見れば、手が震えていた。

「ボス？」

「……ああ。その辺に放り出しておけばいいでしょう」

　力のない声で答える松川。

　結局、怖かったのだ。――吉永の力ではなく、あの瞳が。
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「双葉ちゃん、待ってよ！」

　遠ざかる妹の背中を追って、和己は走った。

　御色駅を抜けて、北口商店街に出る。

　北口の熱気は昨日と変わらず、たった今まで見てきた南口商店街とは温度差が開ききっていた。

　南口商店街は祭りを意地で続けていた。

　ワニくらいなら素手で殺せそうな御色町テンプルナイツなどは、御色町梁りよう山ざん泊ぱくに対抗してレオタードでレヴューを決行しようとして、ガーゴイルを含む商店街の全員に止められた。

　無料サービスは相変わらず続けていたが、客足は目に見えて減っていた。

　当然、噂などに左右されない芯しんの強い人は南口商店街を支持し続けている。しかしシンボルである桜を汚されたことによるショックは、店にも客にも確実に浸しん透とうしていった。

　それでも日程が明日まである以上、祭りは続けなければならない。

　沈みながらカラ元気を出そうとする商店街の人達を見て、双葉はとうとう我慢できなくなったのだ。

「待って双葉ちゃん！」

　走る双葉の手には金属バットが。

　もちろんボールを打つために持ってきたのではないだろう。

「皆さん！　今度ご紹介するのは、このポータブルＭＤ！　モチロンただの機能じゃありませんよ！　なんとこのＭＤ、リモコン内蔵でテレビやビデオの録画ができちゃう！」

　北口の特設ステージでは東ひがし宮みやがマイクを握り、役に立つのかわからない新製品の説明をしていた。社長自みずからご苦労なことではあるが、女性達は夢ゆめ心地ごこちで東宮を応援している。

「双葉ちゃん！」

　人混みで進めなくなった双葉を、ようやく和己が捕まえた。

「離せ兄貴！」

　バットの柄えの部分を和己の顔面に突き刺そうとする双葉。あわてて避よける和己。それでも双葉の身体は離さない。

「そんなことしたらホントに犯罪だよ！」

「うるせえ！　祭りとママの仇かたきだ！」

　和己の腕の中で暴れる双葉。

　幸か不幸か、客はみんな東宮のステージに夢中でこちらの騒ぎには気づかない。

　このまま祭りが終わるまで双葉を摑んでいるわけにもいかない。打開策を探して和己が考えていると、

「ダメですって奥さん！　それは犯罪ですっ！」

　和己たちの隣で宮村さんがママを羽は交がい締じめにしていた。

　ママもバットを持っている。

「あ、ママ」

　双葉とママの目が合い、そして二人は同時にニヤリと笑う。

　どうも性格的な遺伝はママから双葉につながっているみたいだ。

「もーっ！　僕だけじゃ止められないよ！」

　普段なら、ママの暴走はパパが止める役割だ。そのパパがいない今、宮村さんでは荷が重い。

「あれ……？」

　唐とう突とつに、双葉の身体が動かなくなった。

「双葉ちゃん、どうしたの？」

「いや、あれ……」

　バットでステージの脇わきを指す双葉。

　和己がバットの先を目で追うと、ステージに誰かが乱入しようとしていた。

「おや？　何かあったんですか？」

　宮村さんとママもその闖ちん入にゆう者しやに気づいた。

　観客からも小さな悲鳴が上がる。

　気づいていないのは壇だん上じようの東宮だけだった。

「今ならこのポータブルＭＤがなんと半額の二万――」

「そのマイクを貸してくれ！」

　東宮からマイクを奪ったのは、クマの着ぐるみだった。

　ファンシーな笑顔を浮かべるそのクマは、肩で息をしながらステージの前面に立つ。

　スピーカーが割れるほどの声が北口商店街に轟とどろいた。

「みなさん聞いてください！」

　双葉とママの手からバットが落ちた。

「兄貴――あのクマって」

「う、うん……」

　確認せずともわかる。あのクマの声は――




「南口商店街の桜は悪くありません！　桜に病気も呪いもありません！　ですからどうぞ南口商店街にも足をお運びください！　桜は悪くないのです！　心ない人間がデマを流したのです！　どうか桜を悪く思わないでください！」




　直球ストレートの演説をするクマに、スピーカーが届く範囲にいる全ての人間が言葉を失う。単純で、大きな声に耳を傾かたむけてしまう。

「さくら公園のご神しん木ぼくは、もう何百年も前から御色町を見守ってきたのです！　毎年この季節になると、必ず美しい花を咲かせて御色町の人たちを見守ってくれました！　そんな桜を敬うやまって――いや、慕したって開かれたのがさくら祭りなんです！」

　騒ぎを聞きつけたゴールデンボーイズが数人、ステージに飛び乗ってくる。

　最初はお客の手前、穏おん便びんにマイクを取ってクマを静かに引き下がらせるつもりだったのだろうが、取り押さえられようとするクマは、それでもマイクを手放さず、ボーイズがいくら引っ張ってもビクともしなかった。

「あの祭りで、私も大切なものを手に入れました！　かけがえのないものです！　それをくれた桜が、御色町の人たちを汚けがすはずが――おい、離せ！　やめろ！」

　とうとうキレたゴールデンボーイズにマイクを奪われ、組み伏せられるクマ。

　ママが口を覆おおった。

「み、みなさん！　桜は――桜をどうか――！」

「いい加減にしやがれ！　ナイスステージの邪魔するんじゃねえよこのクマ！」

　金色のジャケットの男達に取り押さえられ、クマは完全に身体の自由を奪われる。

　それでもクマは立ち上がろうと、必死にもがいている。

「ヘイ！　そのマスクを取りな！　お客様の目の前に晒さらしてやるぜ！」

　ゴールデンボーイズの一人が、クマの頭に手をかけた。観客がどよめく。こんな事までショーにしようというのか、彼らは。

　あっさりと脱がされたそのクマの頭からは――予想通り、パパが出てきた。

「吉永のダンナ！　祭りの邪魔するんなら、アンタだって手加減しねえぜ！」

　リーダーと思われるリーゼントと、その部下と思われる二人がパパの身体を下から持ち上げる。ダブルでバックドロップに持ち込むのか、と和己は思ったが、彼らはさらに上を行った。

「行くぞテメーラ！」

「了解！」

　リーゼントの合図に合わせて、パパを持ち上げた二人の身体をさらに四人が持ち上げた。まるでピラミッドのように積み上がった人の身体が、次の瞬間、後ろに倒れ込んだ。

「うおおおおおおおっ！」

　パパの叫びがステージに轟とどろき、ゴールデンなピラミッドがパパの身体を叩き落とした。

爆ばく音おんを拾ったマイクがハウリングする。

　常識をはずれた六人がかりのバックドロップに、観客が色めき立つ。こんな技、どんなプロレスラーだって使えない。

「へっ……俺達のゴールデンピラミッドドロップ、たんと味わったかいベイベ？」

　二段目にいたリーゼントも多少ダメージを受けているようだが、パパはそれ以上だ。着ぐるみのおかげで軽減されたものの、それでも気絶してしまったパパを見て、リーゼントがニヤリと笑う。

　そんな凄せい惨さん極きわまる光景を見ていた和己は、胸の中に溜たまったものがスッと消えていくような感覚に見舞われた。

　何かが――元通りになった気がする。

「兄貴、あたしも行くぞ！　パパを助けるんだ！」

　腕まくりをして意気込んでいる双葉に対し、和己はぽつりと言った。

「――だめだよ双葉ちゃん、僕も行く！」

「いっ!?」

　和己は地面に落ちたバットを拾うと、ステージに向かって全力で投げつけた。

　金色の男達は突然飛んできたバットに驚いたが、その時にはすでに和己と双葉がステージに登っていた。

　ステージの上に、からん、とバットが落ちる。

「ベイベ。オメーラも祭りを邪魔しようってのか？　ああん？」

　先頭に立っていたリーゼントがサングラスを外し、こちらを睨にらみつける。

　和己はちょっと尻込みしたが、双葉はそれにも負けないガンをとばす。

「先に祭りの邪魔したのはお前らだぜ！　南口の強さ、なめんじゃねーぞ……！」

　双葉とリーゼントの視線が交まじわり、火花が散る。

　バチッ！

　ステージの後ろで、本当に火花が爆はぜた。

「なんだ!?」

　切断された電源ケーブルがのたうち回っていた。その周りでは、ママが重い照明機材を振り回してボーイズに突撃していた。さすがにアレに当たったら死ぬかも知れないのであわてて下がるボーイズだが、尻尾しつぽを巻いて逃げる者は一人もいなかった。

「ママ！」

　照明を肩に担かついだママは、和己と双葉に向けて親指を立てた。

　その時、轟ごう音おんがステージを揺らした。

　さらにパパを取り囲んでいたボーイズたちの身体が爆音と共に吹き飛んだ。

「今度は誰だってんだチクショー！」

　ステージの一番後ろに鎮ちん座ざしているのは、黒い犬の石像。

　その瞳は触れただけで火傷やけどしそうなほどに熱い光を放っている。

『全ては我われの杞き憂ゆうであったか。やはりパパ殿は、我の信じていたパパ殿であった――我はガーゴイル、吉永家の門もん番ばん也なり』

　物ぶつ騒そうな自己紹介を終えたガーゴイルに、吉永家が集まる。

　その時、ステージの周りから続々とゴールデンボーイズが集まってきた。その数は十や二十じゃきかない。

　集団で睨み合うその構図は、まるでウエストサイドストーリーのようだった。

「テメーラ、やっちまえ！　社訓その十一ぃっ！」

「はい！　『祭りの邪魔をする者には容よう赦しやするな』！」

　声を合わせて叫ぶボーイズは、すでにステージを完全に取り囲んでいた。

　爆煙に包まれたステージに立つのは、和己、双葉、ママ。

　それから倒れたパパと、余よ波はに巻き込まれた東宮。

　座った姿勢を崩さないガーゴイル。

「祭りの邪魔だろうがなんだろうが、もうそんな事は関係ねーんだよ……」

　双葉がステージの中央で、金色の男達を睥へい睨げいする。

　その横でママが指の骨をゴキリと鳴らした。

　和己もひけた腰でバットを八はつ双そうに構える。

『その通りだ。パパ殿に――我が家族に手を出した罪、万ばん死しに値あたいする』

　ガーゴイルの光線が一番近くにいたボーイズに命中。

　それをきっかけにして、金色の集団が吉永家に飛びかかってきた。

『――覚悟せよ』

　双葉が跳び、ゴールデンボーイズに向けてドロップキックを放つ！




「パパさん……吉永のパパさん！」

　騒動の中を這はってきた東宮は、首から下がクマの着ぐるみな吉永さん家のパパを揺り起こした。殴られて唇が切れているが、ほかは大丈夫だろう。

「ん……おお、東宮君……」

「しっかりしてください！　いったい何があったんですか!?」

「何が……とは……おおっ!?」

　周囲の状況を確認したパパは、あわてて跳ね起きた。

　北口商店街の特設ステージ上で大乱闘が始まっていた。

　吉永家VSゴールデンボーイズだ。

「双葉、和己――ママまで。みんな、何やってるんだ!?」

「あなたを助けようとしたんですよ！　覚えてないんですか？」

　そう問われたパパは、一瞬だけ首をかしげるが、

「そうだ、桜だ！」

「桜？」

「桜のデマを流したんだよ、北口が！　東宮君は知らないのかね？」

　クマの手で肩を摑まれる東宮。しかし東宮は朝からこのステージの打ち合わせをしていたので、そんな噂があったことも知らなかった。

「マッカチン……松川が、桜に病気や呪いがあるとか言って、南口の妨ぼう害がいをしたんだ！　桜の木に塗料までつけて！」

「松川さんがそんなことを？」

　にわかには信じられない話だった。東宮が話した感かん触しよくでは、松川は南口の妨害をするくらいならば、北口の宣伝のみに力を注そそぐような真ま面じ目めそうな男だったのだが……。

　その善良な男に、そうせざるを得ない理由があったのか。

「となると、あの金色の集団も一枚嚙かんでますかね」

「そうだ。私の想い出の桜を汚したのは――！」

　パパはクマの手を打ち付けて憤ふん慨がいする。

　東宮もうなずいた。松川とパパ、どちらを信じるかと言われれば、それは後者に決まっている。吉永さん家は凶暴で不可解で小こ憎にくらしいが、それでも善良な家庭なのだ。

「ケルプ！」

『お呼びでしょうか』

　東宮が指を鳴らすと、すぐ脇にケルプが出現した。

「この桜のデマの件について――」

『すでに調べておきました。桜の木につけられた塗料を調べましたところ、ゴールデンボーイズの一人と指し紋もんが一致しました。ご要望とあらば、塗料の入手経路も調べておきますが？』

　ケルプの頭の上にはプリントアウトされた一枚の紙が乗っていた。

「……さ、さすがだな」

　東宮自身が舌を巻くほどの情報収集の早さだった。

　そしてその結果は、東宮とパパを満足させるのに充分すぎた。

　東宮はあごに手を当てて考える。いや、正確には考えるそぶりを見せる。

　結論はすでに出ているのだ。

　ステージの上では、双葉が叫びながら跳び蹴りを連続で放っている。その隣で和己がバットをメチャクチャに振り回し、ママが両手で二人の敵を締め上げている。

　ガーゴイルはお客に被害がいかないよう最小限の光線でゴールデンボーイズを痛めつけていた。

　観客の拍手は鳴りやまない。

　東宮はケルプの頭の紙を取ると、それを軽く手で叩いた。

「ケルプ。このまま行くと、僕は悪の手先のスポンサーになってしまうな」

『御ぎよ意い』

「いずれにせよ、吉永さん家がメチャメチャにしてしまう祭りだ。だったらいっそのこと、悪を裏切って正義に返り咲く、というのはどうかな？」

『ガーゴイル様に協力するのは非常に不本意なのですが、そこに正義があるならば致いたし方かたないでしょう。それでは只ただ今いまより樽井デパートとの提てい携けいを打ち切ります』

　ケルプが予告もなしに光線を放った。

　それは双葉を後ろから狙っていたボーイズのあごにパンチのように命中し、男はもんどり打ってステージの外まで吹き飛ばされてゆく。

「東宮君……！」

　痛む身体を起こしながら、パパが東宮を咎とがめるような目で見つめる。

　東宮は苦笑して、

「いや、普段の僕ならこんなことしないんですけどね。これも祭りのパワーなんでしょうか。同じ阿あ呆ほうなら踊らにゃソンソン、って名言もありますし」

　とぼけた調子でつぶやくと、そばに落ちていたマイクを拾う。

「北口商店街にお集まりの皆さん！　今まさに、北口商店街の悪事が暴ばく露ろされる時です！」

　スピーカーから大音量で聞こえる音声に、観客も乱闘も一瞬静まりかえる。

「これを見てください！　これが樽井デパートがしたことです！」

　東宮はステージの前面に立ち、ケルプが持ってきた紙を突き出した。
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「松川さん！　これはどういうことなんですか!?」

「私も聞いてませんよ！　桜にあんなことするなんて！」

「フェアじゃないでしょう、どう考えても！」

　樽井デパートのオフィスに、北口商店街の店主達が詰めかけてきた。

　松川は後じさり、何も言えない。

「今すぐに、噂を撤てつ回かいさせてください！」

「そうです！　まるで我々まで一枚嚙んでいるように聞こえるじゃないですか！」

　背中に窓ガラスがあたり、松川はそれ以上、下がれなくなった。

　窓の下ではゴールデンボーイズと南口の人々が乱闘している。

　もう祭りどころではなかった。メチャクチャだ。

　さらに南口の流りゆう言げんが松川からの指示であったことも知られていた。今や客までが北口の、いや松川の敵に回っていた。

「あ、あなたがただって……南口に勝ちたいと……」

「勝ちたかったですよ、そりゃね！　でもこんなことまでして勝ちたいわけじゃない！　我々が南口と争っていたのは、なにも彼らが嫌いだからってわけじゃないんですよ！」

「そうです！　北と南は趣しゆ旨しは違うものの、だからこそ競いあっていくものだと思っていましたよ！　お客さんだってそのくらいわかってるから、この祭りが盛り上がっているんじゃないですか！」

　その言葉を聞いて、松川の膝ひざから力が抜けた。

　――全て自分の独ひとり相ず撲もうだったというわけか。

　勝つことに執しゆう着ちやくしていたのは、松川だけだったのか。

「……私は、間違ってない…………私は、樽井デパートのために……」

　その時、机の上の電話が鳴った。

　こんな時に、タイミングの悪い電話だ。と、思っていたらみんな「なんで取らないの？」という目をしているので、松川は軽く礼をして受話器を取った。

「もしもし……」

「松川君かね？　私だ」

　その声を聞いて、松川の顔から血の気が引いた。

　電話の主は樽井デパートの専務だった。入社以来、ずっと松川が懇こん意いにしている、彼の親のような存在である。御色町店に配属が決まったのも、専務の口添えがあってこそだった。

「せ、専務……いったいどのような……」

「さっきトーグーの社長さんから連絡があってね。ずいぶんと面白い祭りを開いているそうじゃないか。企画書は前に読ませてもらったが、それをかなり逸脱していると聞いたぞ？　んん？」

　――東宮が。

　彼だって自社製品の宣伝のために祭りのスポンサーになってくれたのに。

　いや、今松川を睨んでいる北口の商店主達を見ればわかる。彼らもまた御色町の住人なのだ。松川はもう、御色町を敵に回してしまったのと同じなのだ。

「君もデパート一筋で長年やってきたから、ストレスが溜まっていたんじゃないかな？　祭りで発散するのもいいが、身体が疲れるだろう。たまには町を離れてゆっくり休むのもいいぞ」

「せ、専務。それはどういう――」

「ああ、すまない。会議の時間だ。また連絡するよ」

「ちょっ、専務、専――」

　電話が切れた。

　松川は自分の膝がガクガクと震えているのに気がついた。

　――町を離れて。

　――左さ遷せん。

　松川の中で、何かが崩ほう壊かいした。

「電話、もういいんですか、松川さん？」

「……松川さん？」

　膝の力が抜けた。

　倒れそうになるのを窓枠に手をかけてこらえる松川。

「松川さん？　汗びっしょりですよ？」

　――もう、おしまいだ。

　左遷をほのめかされ、町の人からは責められ、これ以上どうしろというのか。

　こんな自分を見て、吉永はなんと言うだろうか。

　窓の下のステージでは、ガーゴイルに続いてケルプまでが参戦している。ゴールデンボーイズが全滅するのも時間の問題だ。

　この窓から飛び降りてしまうのも悪くない。

　松川が思った、その時だった。

「ボス！　助けに来たぜ！」

　デパートの五階にある窓ガラスが爆発するように割れた。

　何事かと下を見ると、リーゼントが両手を差し出して構えていた。













「飛び降りろ！　俺が受け止めてやる！」

　リーゼントの両手には、何か布のようなものが握られている。

　そんな布で受け止めるというのか。

「ボ――――――――ス！」

　しかしサングラスの向こうにあるリーゼントの瞳。

　本気の目だった。

　何か特別な救命具でも持っているのか。

「どうせ……もう何もない身だ……」

　最後の賭かけだ。

　松川は窓から身を躍おどらせた。




　ステージは熱狂と混乱に包まれていた。

「オラァッ！　かかってこいイケメンども――っ！」

　すでに数人の男を蹴倒した双葉。そろそろ足が痛くなってきている。

　周りを見れば、もう敵は残り少ない。特にガーゴイルとママの怒りは尋じん常じようじゃなかったらしく、ストレス解消のようにボーイズを薙なぎ倒していた。

　そんな時、客席以外の場所から悲鳴が聞こえてきた。

　大勢の人間が指をさす場所に双葉が目を向けると、樽井デパートの五階の窓ガラスが全部割れていた。

　そしてさらに大きな悲鳴があがった。その五階から誰かが飛び降りたのだ。

「マッカチン！」

　双葉の後ろでパパが叫んだ。

　小さく見えるあの人影は、松川か。まさか自殺？

　双葉が嫌な気分になったのは一瞬だけだった。すぐに悲鳴がどよめきに変わったのだ。それは落下地点にいる、一人の男のためだった。

「あ！　あのリーゼント！」

　リーゼントはテーブルクロスほどの大きさの布で松川を受け止めていた。成人男性が五階から落下したスピードを上乗せした重量を、あんなただの布で――

「おい、あの布おかしくねえか!?」

　双葉が尋ねたのは、東宮だった。

　案の定、東宮は気まずそうに手をもじもじさせている。

「あー……その、ごめん。宣伝で使いたいって言うから、一昨日おととい……」

「ドアホ―――――ッ！」

　お約束のように双葉のドロップキックが炸さく裂れつし、倒れた東宮をガーゴイルが光線で撃った。処置なしと思ったのか、ケルプも咎めなかった。

「あれはケサランパサラン布ね……」

　兎と轉てん舎しやのお姉さんが神妙な顔で事故現場を見つめる。

「羽毛よりずっとずっとずっと柔らかい素材で、衝撃の全てを吸収してしまう素材……たしか戦時中に防災頭ず巾きんに使われるはずだったのよね……」

「って姉ちゃんいつからステージにいたんだよ!?」

　さすがにツッコむ双葉だが、お姉さんは事故現場を指さして呑のん気きな顔だ。兎轉舎にいない時は、出現すら謎なぞな女性である。

「あ、ほら、あいつらなんかしようとしてるわよー」




「ボス……大丈夫ですか？」

　お姫様だっこで松川を受け止めたリーゼント。すでにガーゴイルに何度もやられたらしく、顔中傷だらけだった。

　しかし松川は悲しげな顔をリーゼントに向ける。

「私はもう君のボスではない……祭りは終わったんだ」

「終わった……？」

「本社から訓くん戒かいを受けた。私も、もう潮しお時どきかな……」

　松川は目を伏せた。

　この期ごに及んでまだ、彼らが悪いわけではないと思っていた。

　全ては目先の欲にくらんで決断を下した自分が悪いのだ。

「ボス！」

　そんな松川の頰ほおが打たれた。

「契約はまだ終わってねえ！　俺達はアンタの部下だ！」

「その通りです！　ボス！」

　いつの間にか、松川とリーゼントの周囲をゴールデンボーイズが取り囲んでいる。全員、火傷や切り傷や打撲、様々な傷を抱えていた。

「どうせだったら最後まで派手にやろうぜ！　これは祭りなんだ！」

「最後まで……派手に……」

　松川はリーゼントの言わんとしていることがわかった。

　祭りの最後と言えば――

「……そうですね…………どうせ、もう終わりなんだ……派手に行きますか……」

　震える足で立ち上がり、松川は最後の命令を下す。

　指先を、ステージへ――旧友の吉永へ向けて。

「この祭りを――派手に終わらせてください！」

「了解！　ボス！」

　ゴールデンボーイズが太陽光を浴びて輝き始めた。




　視界が金色に染まる。

「な、なんだなんだ!?」

　双葉の立っているステージが揺れ始めた。

　ステージを支える柱が折れ、照明が落ち、スピーカーのケーブルが切断される。

　双葉の近くに倒れていたゴールデンボーイズが一いつ斉せいに起きあがり、吉永家には目もくれずにステージを飛び降りていく。

『皆の者、逃げるのだ！』

　ガーゴイルの命令に、全員が従う。倒れていたパパを和己とママの二人がかりで担ぎ、双葉は昏こん倒とうしている東宮をお姉さんと一緒に転がしていった。

　ガーゴイルの声が届いたのか、観客もクモの子を散らすように逃げ出した。

　床下の支えが取れ、紙で作られた城のようにぺしゃんこになるステージ。両脇に立っていた一番高い支柱がクロスしながら倒れ、ステージを押しつぶした。

「みんな、あれ見て！」

　和己が北口商店街を指さす。

　ゴールデンボーイズが電線を切断し、屋台を破壊し始めた。どこかに隠していた高枝切りバサミや木き槌づちを持って。

　いや、それだけじゃない。

「おい、ウソだろ……」

　ボーイズの一人が空を飛んでいた。

　ノミのようなジャンプ力を持つ者や、火炎放射をする者までいる。

　その漫画のような破壊方法は、どこかデジャヴを感じさせた。

「東宮……てめぇ、あいつらにどんだけ道具貸したんだよ!?」

　東宮を叩き起こし、双葉が問いつめる。

「や、えーと……そんなに多くはなかったと思うよ。せいぜい四、五十……」

「いっぺん死ねぇっ！」

　双葉のエルボーが東宮の鳩尾みぞおちに落下する。

「ガーゴイル！　全員捕まえろ！」

『むう……数が多いが、やってみるか』

　そうつぶやいた時には、もうガーゴイルの姿はなかった。

『小生もガーゴイル様に負けるわけにはいきませんね』

　と、ケルプもつぶやいて消える。

「おし、あたし達も手伝うぞ！」

　双葉が周囲に呼びかける。

「ガーくんだけじゃ、数が多いもんね。急がなきゃ！」

　和己とママがうなずいた。

「しょーがない……私も協力するとしますか」

　と、お姉さんがいつ持ってきたのかわからないトランクを地面に置く。

「ガーゴイルだけにいいカッコはさせねーぜ！」

　ともすれば祭り全体がピンチだというのに、双葉はちょっと嬉うれしそうだった。

　なんでも楽しめる才能は、パパ譲りだと双葉は思っている。

　そこで双葉は気がついた。

「あれ？」

　クマの着ぐるみがどこにもいないのだ。

　そして気がつけば、ママの姿まで消えていた。































　祭りのフィナーレは、別の祭りの始まりだった。

　それまで北口商店街を華やかに盛り上げていたゴールデンボーイズが、うってかわって無ぶ頼らい漢かんに豹ひよう変へんしたのだ。北口の妨害工作が明るみに出たこともあって、ゴールデンボーイズは人目を気にすることなく破壊活動に全力を注そそぎ始めた。

　そう、祭りの最後は祭りを壊すこと。

　キャンプファイヤーが綺き麗れいなのは、全すべてを終わらせる意味を持つから。

「いくぜ！　俺達の手で、御ご色しき町ちようを華はな々ばなしくブッ壊すんだ！」

「イェーッ！」

　二人のボーイズは互いに励はげまし合いながら、屋台を破壊する。こうしてみると、服装のせいもあってクローン人間のように似ている二人だった。ほかのメンバーも同様にそっくりだ。

「おいお前ら！　俺の屋台に何するんだよ!?」

「祭りはもう終わりだぜ！　あきらめな！」

　本気だと悟った店主が逃げ出した直後、ボーイズの一人が持ち出した掃除機のような道具のノズルから、砲ほう弾だんが発射される。

　たった一瞬で、屋台は粉々になった。売上金や材料のパン粉に火がつき、華々しく燃え上がる。

「っしゃあ！」

　スポンサーの東ひがし宮みやから借りたヘンテコな道具もある。今やゴールデンボーイズのテンションは、蠟ろう燭そくが燃え尽きる前の最期の一瞬のように、最大級の燃え上がりを見せていた。

　だが、ボーイズも忘れていたわけではなかった。自分たちを追う者の存在を。

『そこまでだ』

　背後から発射された二本の光線が、二人のボーイズを同時に吹き飛ばした。

「ぎゃああああっ！」

　倒れるボーイズを、屋台の店主をはじめ周囲の皆様がボコボコに殴なぐりつける。

『その者らは捕ほ縛ばくした後、北口の商店街まで連れてくるが良い。被害届も忘れずにな』

「ありがとうガーゴイルさん！」

　屋台の店主はガーゴイルに親指を立て、ボーイズをビニールテープで縛しばった。

『これで七人……まだまだだな』

　すぐ近くで、また悲鳴があがる。

「ビューティホー！　アンビリーバボー！」

　スーパーマンのように両腕を前に突き出して滑かつ空くうしている金色の男。

　彼が着用しているのは、蓑みののような古いマントだった。空を飛べる道具――東宮から借りた道具を使い、ボーイズの一人は御色町の送電線を片かたっ端ぱしから切断していた。近くの屋台や店舗から光が失われる。

「イェーイ！　光を奪う俺って、サイコーにクールだぜ！」

　空を飛ぶ快感に酔いしれているのか、ボーイズは前方の人影に肉薄するまでその存在に気づかなかった。

　いや、それも当然かもしれない。

　なぜならその男は、闇やみと同化するのを生なり業わいとしているから。

「光を奪うのは君の仕事ではない――」

　電柱の上に立っているのは、タキシードを着た男だった。

「イッ！　どうやって電柱の上に!?」

「御色町の美を損そこなう者は、この怪かい盗とうの美技に散るがいい！」

　タキシードの男、怪盗百ひやく色しきのマントが翻ひるがえる。

　マントの中から取り出した、二メートル用のメジャーを伸ばす百色。

「そ、そんなもので……！」

　男は急停止しようとしたが、その前に百色がメジャーを投げつけた。メジャーはボーイズの身体を鎖分銅のように絡からめ取り、その自由を奪った。

「うわぁっ！」

　驚いたボーイズは怪盗を見るが、彼はメジャーの本体を手に持ったままニヤリと笑っている。そしてメジャーが巻き戻されると、なんとその先端に「空飛ぶ蓑」がくっついているではないか。

「またつまらぬものを巻いてしまった……」

　空飛ぶ蓑を手にして、怪盗百色が微笑ほほえむ。

　蓑がなければ、空を飛べない。

　落下する前にボーイズが見たのは、こちらに向かって優しく手を振る百色の姿だった。




　ゴールデンボーイズの魔の手は、南口商店街にも及んでいた。

「あれ？　なんだこれ、いつの間に!?」

　道行く人には、知らない間に屋台が燃え上がったようにしか見えないだろう。

　それが、彼の身に付けている「光学迷彩ジェル」の力だとは知らずに。簡単に言えば、全身に塗るだけで透明人間になる薬だ。

　姿を消したボーイズが屋台に火をつけるのは簡単だった。気づかれないように屋台や垂れ幕に着火すればいいだけの話。ただし怪け我が人にんが出てはいけないので、ガスなどに引火しないように細心の注意が必要だった。

　そしてボーイズが次の屋台に目をつける。

　お好み焼き屋だ。店番をしているであろう子供とおばさんが、周囲の火事に当惑している。ボーイズはジャケットの懐ふところからジッポライターを取り出した。

　カキン！

　そのライターが、何者かによってはじき飛ばされた。

「何っ!?」

　振り向くと、金色の石像がこちらをまっすぐ見み据すえていた。

　――見えないはずなのに。

『姿を消しても無駄ですよ。小生にはお見通しです』

　トーグーのマスコット、ケルプが厳おごそかに告げた。

「ど、どうして……」

『貴方あなたの足音、体温、そして空気の流れが貴方の存在を告知してくれます。ええ、それはもう、手に取るようにありありと』

　体毛のようなケルプの装そう飾しよくが、ボーイズには怒りに燃える炎に見えた。

　そしてケルプは瞳に光を溜ためてこう言う。

『小生やガーゴイル様に気づかれずに桜を汚したのも、そのジェルの力ですね。主人の道具をそんな風に使うとは――神が許しても、小生が許しません』

　ボーイズの視界が、光に埋め尽くされた。

『――アーメン』




　南口商店街を出て、さくら公園と反対方向に進んだ所にある駐車場の近くでは。

「うわ、うわあっ！」

　ローラーブレードを履いた二人のゴールデンボーイズが、背後に迫る謎の白い機械から逃げ回っていた。商店街の外に出れば誰も追ってこないと思っていたのに。

『ルルルルル！　マツリ、ジャマスル、ワルイヤツ！』

　まるで、整地用のローラーを数十倍早くしたようなスピードで突進してくる首のない白い機械は、両手の砲口を絶えず噴火させながら、確実にボーイズとの距離を詰めていた。

　もはや捕縛が目的ではないようにすら感じられる。

　このまま追いかけっこを続けたら、確実に殺される。

「おい、アレ見ろ！」

　一人のボーイズが指さす先には、金色に輝く車があった。

　ゴールデンボーイズ専用の車だ。別に通常の三倍速いわけではないが、彼らにとってはノアの箱船よりもありがたい乗り物だった。

「よし、逃げるぞ！」

　車に乗り込んだボーイズは、キーが刺さっているのを確認してイグニッションを回した。すぐにエンジンがかかり、アクセルを踏み込む。

　しかし車は発進しなかった。

　たしかにエンジンはかかっているのに。タイヤだって回っているのに。

　がくん、と身体が揺れる。

『ルルルルルルルルルル！』

「うぎゃあああああっ！」

　フロントガラスに、あの白い機械が映っていた。

　身体が傾かしぎ、前ぜん傾けい姿勢になる。

　世界が斜めになっていた。

『ルルルルルル！　オレサマ、オマエ、マルカジリ！』

　白い機械が車を持ち上げているのだと気づくのに、若じやつ干かんの時間があった。

　それに気づいたボーイズは、もう泣いて謝るしかなかった。




　すでにゴールデンボーイズの破壊活動は、御色町の有志による捕とり物もの劇へと変わっていた。

　ガーゴイル達に感化された住民達が一致団結し、金色のジャケットの男達を追い回し始めたのだ。いくらゴールデンボーイズが大多数の集団とはいえ、町中の人間に追われたらなすすべがない。

　捕らえられたボーイズは、最初に潰された北口特設ステージに集められる。

　そこでは東宮が金色のジャケット一着と引き替えに粗品を渡していた。とうとう公式に祭りになってしまったようだ。

「つーかさー……なんでジャケット脱がないんだ？」

　倒れたボーイズの上に座りながら、双葉がつぶやく。

「これは俺達の誇りでありポリシーであり絆きずなであり、あと、アレだ、なんか色々だ！」

「最後グダグダじゃねえかよ……」

　双葉の右手にあるのは、木刀のような棒だった。

　兎と轉てん舎しや謹きん製せい「銭ぜに形がた謹製捕物十じつ手て」。

　最近になってお姉さんが造った代物らしい。双葉が使用してみたところ、棒の先から光線が出て男の身体の自由を奪った。まるで金縛りにあったかのように。名前の通りの効果であったため、双葉もそれほど驚かなかった。

『双葉よ。また捕まえてきたぞ』

　隣にガーゴイルがいた。捕縛光線でボーイズを三人捕まえてきたようだ。

『我も助かる。こ奴ら、個々では大したことのない能力だが、いかんせん人数が多すぎる』

「害虫みたいだな……」

　双葉がつぶやくと、下の男が身体を揺すって抗議する。

「失敬なことを言うんじゃねえ！　俺達は祭りを盛り上げるために超気合い入れてがんばってきたんだぜ！　それがなんだ、手のひらを返したように攻撃しやがって！」

「おまえ、自業自得って言葉知ってるか？」

「バカにすんじゃねえ！　自業自得ってのはやった分だけ報酬がもらえるって意味じゃねえか！　だったら俺達が多少悪いことしても、プラマイゼロってところじゃねーか！」

「バカだこいつ……」

　双葉が頭を抱かかえる。

『つまり犯罪というものは、それまでの功績が全て無になるほどの大きな損ということだ。程度にかかわらずな。その証拠に見るがよい、あの人々を』

　潰れたステージ脇で山積みにされているゴールデンボーイズ。もう三十人はいるだろうか。彼らに向かって、人々が口汚く罵ののしる声が聞こえた。

『もしも汝なんじらが本当に感謝されるべき者達であれば、おそらくこのような酷ひどい事は言われまい。自分たちが何をしたのか、その身を以もつて反省するがよい』

　しゅんと黙り込むボーイズ。

　双葉が立ち上がり、下にいるボーイズをガーゴイルが捕縛光線で絡め取る。まるでゴミを扱うかのように、金色の集団の中に投げ捨てられた。もちろんそれ以上の怪我はないように手加減しているが。

『むう……これで同じ事を十二回言ったぞ』

「全員バカなのかよ、あの集団は……」

　双葉もガーゴイルもうんざりしていると、別のバカがやってきた。

「ハーイ皆さんコニチワ！」

　白いターバンを巻いて、白いジャージを着たエジプト人だった。

　この男――ヒッシャム。今は小学校の裏山で学校の畑の管理などをしているが、元は錬れん金きん術じゆつ師しである。錬金術師といっても鉱石や薬の専門家ではなく、彼は植物学の権威だった。植物で造られた女性、オシリスの生みの親でもある。

　双葉にしてみればただの変なオッさんにしか見えないだろうが。

　その変なオッさんは一枚の紙をヒラヒラ振っている。

「なんだヒッシャム、おまえ何してたんだ？」

「ハーイ！　サクラの調査を頼まれマシター！　ビョーキとかファラオの呪いとか色々ウワサがありましたけど、ゼーンゼン問題ナッシング！　サクラは健康デス！　なんで調べなきゃならないのかフシギなほど健康デシタよー！」

　ヒッシャムは調査用紙を双葉に見せたが、よくわからない表やグラフしかないのでさっぱりわからなかった。しかし植物に関することなら御色町の誰よりも詳しいヒッシャムが言っているのだ。間違いないだろう。

「ガッデム！　サクラに落書きするなんて、トンでもないボーイズデース！」

　ヒッシャムもゴールデンボーイズを見て憤慨していた。

　そんなヒッシャムを見て、双葉はもっと怒りそうな存在がいたのを思い出した。




「ダメだって！　それ以上やったら死んじゃうよ！」

　自慢の触手で数人のボーイズの首を締め上げていたオシリスは、和己が制止するとおとなしく触手を降ろした。力無く倒れるボーイズを点検する和己。全員気絶しているだけだった。

　ほっと胸をなで下ろす和己の手にある携帯電話が小さく鳴る。

　携帯電話を開いてメールをチェックすると、目の前にいるオシリスからだった。

　――彼奴きやつらは妾わらわの同胞を汚した。その罪は重い。

　植物なので声帯がないオシリスは、こうやって筆談で意思疎通を図るしかないのだ。さっきまで恐ろしい力でボーイズを苦しめていたオシリスだが、こうやって首から提さげた携帯電話を操作している姿は、なんとなくカワイイ。

「気持ちはわかるけど、この人達だって桜を切ったわけでもないんだし」

　それを聞いたオシリス、またメールを書き始める。このタイムラグが一番の弱点だ。

　――だから妾も殺さずにおいたのじゃ。祭場も血は好まぬであろう。

　メールを打ち終わると、オシリスは傍かたわらの木に近づき手を触れた。それはゴールデンボーイズが塗料をつけた桜の木だった。

　塗料を落とすためにナイフで削った後がある。

　オシリスがその傷をなでると、傷は手品のように消え去った。

「ありがと、オシリス」

　今までにないオシリスの優しさに、和己は微笑んだ。

　――しかし妾以上に短気な者がおるとは。

「……そうだ」

　それを聞いて、和己はパパとママを思い出した。

　最初にパパが消え、それを探しに行ったのか、ママも姿を消した。きっとどこかでゴールデンボーイズを捕まえているのだとは思うが、連絡がないと心配だった。

　――そなたの父母は、まるで桜を同胞の如ごとく扱ってくれる。

「ちょっと違うよオシリス。パパとママは、桜を同胞以上に思ってるんだよ」

　ステージで熱いスピーチをしたパパ。

　そんなパパが北口の手伝いをすることに怒ったママ。

　二人とも、桜に思い入れがあるようだが……

　そこで和己は思い当たる。

　和己が思い当たるのと同時に、オシリスがメールを送信した。

　――桜と言えば、さくら公園の桜は誰が守っておるのじゃ？

「僕もそれを聞こうと思ってた！　大丈夫かな、ガーくんも気づいてくれるよね……」

　祭りを壊すと宣言したゴールデンボーイズが、祭りのシンボルである桜に手を出さないわけがない。ガーゴイル達は南北問わず祭りの会場の全てに散っているはずだが、はたして公園まで手が回る者がいただろうか。

　和己はさくら公園の方を見る。

　その時、風が吹いて周囲の桜が散った。

　さくら公園が花びらに包まれる。
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　それは中学時代のことだった。文化祭の出し物のために、放課後まで残って教室のレイアウトを考えていた時のことだ。

「おおマッカチン！　まだ残ってたのか!?」

　一人きりの教室に入ってきたのは、吉永だった。スーパーのビニール袋を持っている。

　吉永はたしかワンゲル部だったと思う。普段はヒマそうにしているのを思い出した。きっとこれから部室でゴロゴロしに行くのだろう。

　その吉永が、机の上の図面に目を留め、

「それは文化祭の出し物のアレか？」

「そうだよアレだよ、教室の図面だよ。なかなか決まらなくてね」

「なんだよ、一人でやってるのか？　誰も手伝ってくれないのか？」

「ああ違う違う。僕が一人でやりたかったから、みんな帰したんだ。こんな楽しいことほかの人にやらせるもんか」

「へぇ……どれどれ」

　一人でやるほど自信がある図面が気になったのだろう。吉永は机の向かい側から図面をざっと眺めて、大おお袈げ裟さに驚いた。

「こいつはすごいな！　マッカチン、君はそういう才能があるんだなぁ！　頭もいいし、発言力もあるし、将来はどっかお店でも開くのか!?」

「将来のことまで考えて文化祭の出し物を考える奴はいないと思うけどなぁ……」

　あの時は苦笑したが、実際にその通りの職に就つくとは皮肉なものだった。

　しかし当時の吉永も商社マンになるとは考えにくかった。どう考えてもプロレスラーかボディビルダーしか思いつかないのだった。

「それに、これはあくまで仮の図面だよ。実際にこんなお店になるわけじゃない」

「そうなのか……楽しそうだとは思うんだがなぁ」

「店の雰囲気もあるだろうしね。店員が陰気じゃ意味がないだろう？」

「なるほど！」

　吉永は手をポンと叩き、突然教室の隅すみまで走る。そして店員を気取って直立不動の姿勢になり、

「いらっしゃいませ！　ご注文は何になさいますか！」

「いやそんな叫ばなくてもいいから」

「む、そうか、じゃあ……やあ、良く来たね！　何にする？」

「なんでそんなにフレンドリーなんだよ」

　吉永と二人で笑った。それからも吉永は変な店員の真ま似ねをし続けて、いつの間にか二人だけの店内は爆笑の渦に包まれてしまった。吉永が試行錯誤するたびにツッコミを入れて、気がつけば吉永は小粋なジョークの上手い普通の店員になっていた。

「ど、どうだマッカチン？　こんなもんか？」

「あ、ああ……いいんじゃないか？」

　笑いすぎて痛くなった腹を押さえながら、親指を立てる。すると吉永は嬉しそうに教室中を走り回った。嬉しいというより、楽しかったのだろう。

　そして吉永は机に置いておいたビニールの中からパンを取りだし、

「あー腹減った。マッカチンも喰うか？」

「あ、ああ食べるよ」

　夕暮れの教室で、二人で笑いながらカレーパンを食べた。どうしても先ほどまでの喜劇が頭をよぎってしまい、声に気づいた巡回の先生に叱しかられるまで、二人で笑い続けた。おかげで床にはカレーパンのカスがボロボロこぼれていた。

　吉永との文化祭の思い出は、それだけだ。

　あとはクラスが一いち丸がんとなって成功に向けて頑張った。だからクラス全体の思い出だ。吉永だけの思い出じゃない。

　だが――

　あの時、彼が教室に来なければ、今頃は違う職業に就いていたかもしれない。

　こんな風に、争うこともなく。




　さくら公園の入口で、松川は立ちつくしていた。

　周囲に咲く桜が風に散り、スーツに張りつく。

「私は……この桜に負けたのか……」

　祭りとは本来、神様を祀るという意味であり、神聖な行事だった。

　御色町のさくら祭りも、もともとは桜を祀るという意味があったのだ。現在の日本では宗教的な意味はなくなり、経済効果や伝統を守るという目的で開かれる祭りが多い。しかしさくら祭りは、今もなお桜を中心に開かれている。

　別にしめ縄を飾るというわけでもなく、いつもと変わらぬ姿で。

　それは桜を神聖視しているのではなく、あくまで「ご近所さん」として見ているからだ。御色町の人は、昔からのんびりとした性格だったのである。

　それを知らなかった松川が、御色町の桜に手を出せばどうなるか予想できなかったのが、最大の誤算だったのだ。

　誰だって「友達」を傷つけられれば怒るのだ。

「本当に神様が宿っているのかも知れませんね……」

　松川の後ろで、砂じや利りを踏む音がした。

　なんとか追及を逃れてきたリーゼントだった。

「俺達も忘れてたぜ……祭りのシンボルは、疎おろそかに扱っちゃいけねぇ。それがたとえ、敵のものであったとしてもな」

　リーゼントのジャケットはあちこちがほつれていた。松川をかばって、御色町の攻撃の前に立ちはだかっていたのだ。

　松川をこのさくら公園に連れてくるために。

「すまねぇな、ボス。俺達の失策だった」

　リーゼントがしおらしく頭を下げるが、松川は笑って手を振る。

「貴方らしくないですよ。いつものように『ベイベー！』と叫んでいて下さい。私もね、ここまできて初めて、祭りが楽しいと感じられたんですから」

「ボス……」

「だけど……私達はもう、退ひけません」

　松川の手には手しゆ榴りゆう弾だんのようなものが握られていた。

　それは東宮がリーゼントに持たせてくれた、最後の武器だった。もともとはフィナーレの花火用に持たされたものだが、その爆炎と爆風は尋常ではないと説明された。だから市販されなかったのである。

　この桜の木が、最後のターゲットだ。

「これで……フィナーレです」

　松川が花火を強く握りしめた。

「そこまでだ、マッカチン！」

　ご神木の下に、人影があった。

「誰だ!?」

　リーゼントが叫ぶ。

　しかしその声は、松川のよく知っている人物のものだった。

「ヨッ……！」




　クマだった。




　ファンシーな微笑みを常に崩さない、それはクマの着ぐるみだった。

　腕を組んで、背中を木に預けている。

「来ると思ってたよ……マッカチン。君は昔から、仕事は責任を持って果たそうと頑張る男だったからな。君が委員長として働いてくれたおかげで、我々のクラスも素敵な喫茶店を開くことができた。あの時は、本当にありがとう！」

　軽く頭を下げるクマに、松川が苦笑する。

「……あれは……私だって、自分のクラスメイトが残念がる顔は見たくなかった……だがあの時のカレーパンの味は、今でも覚えているよ」

「カレーパン？」

「……いや、忘れているならそれでいいんだ」

　今考えれば、なんであんな小さなことに躍起になっていたのかと思う。しかしあの時はそれが全てだと信じ、死にもの狂いでやったのだ。そしてその努力を、クラスメイトはちゃんとわかってくれていた。

　嬉しかった。

　それはデパートの支配人になっても忘れていない。お客様を満足させるために、松川は働いてきたつもりだ。

　それが祭りの熱気で――化けの皮が剝はがれてしまったようだ。

　結局は、自分の利益のみを追求していたのだ。お客様に喜ばれる自分が好きなだけだったのだ。

「なあマッカチン……この桜だけは勘弁してくれないか？」

　クマも寂さびしそうな様子。

　表情はわからないが、きっと松川と似たような苦しい顔をしているのだろう。

　しかし松川は首を振る。

「これもケジメだ……私は、最後までさくら祭りの敵でいたい」

　松川は花火を大きく振りかぶった。

「マッカチン！」

　それよりも早く、クマが何かを投げつけた。

「わっ！」

　それは松川の花火を狙ったつもりだったのだろうが、狙いがそれて松川の顔面に命中した。手加減なしで投げつけられたため、鼻血を出して倒れる松川。

「てめぇっ！　ボスになんてことしやがる！」

　リーゼントがボクシングの構えをとり、一瞬でクマに肉薄する。

「シッ！」

　リーゼントの右ストレートがクマの顔面部分に入った。

　しかしクマはその場から一歩も引かずに、リーゼントの身体を摑む。

「うおおおおおおおっ！」

　リーゼントの身体を頭上まで持ち上げたクマは、その身体をそのまま松川に向かって放り投げた。ようやく身を起こした松川も、突然飛来してきたリーゼントの身体に押しつぶされてしまう。

　再度倒れた松川。

　その時、先ほどクマが投げつけたものが松川の視界に入った。

「こ、これは……」

　清酒ワンカップ。

　アルコール度数十四％。

「じ、自分から呑のんだのか……」

　酒を飲むと暴れると知っているから。

　暴れた時の罪悪感も、忘れてしまうから――

「ウガアアアアアアアッ！」

　松川もリーゼントも素早く起きあがり、突進してくるクマを避よけた。クマはブレーキがきかずにそのまま走っていき、公園の入口付近で止まる。

「フーッ、フーッ……」

　獰どう猛もうな息遣いが聞こえてきた。

　あのワンカップに含まれるヤバい成分が、クマの全身に行き渡っているのだ。

「ヨ、ヨッちゃん……」

　たまらずつぶやいた松川の声に気づいたクマが、ゆっくりと振り返る。

　着ぐるみのはずのそのクマが、松川には本物に見えた。

　顔がファンシーな分、余計に怖い。

　喰い殺されるのではないかと身震いしたその時、公園の茂みから躍り出る人影が。

「ボス！　リーダー！　助けに来ました！」

　生き残ったゴールデンボーイズが、二十人ほどの編隊を組んでさくら公園にやってきたのだ。皆一様にボロボロで、酷い者は立つこともままならない様子だ。

「馬鹿野郎！　テメーラに何ができる!?　とっとと逃げろクズども！」

　リーゼントの叱しつ咤たにも、ボーイズは退かなかった。

「社訓その二！　『仲間は家族だ』！　ボスもリーダーも見捨てて行けません！」

「お前達……サイコーだぜベイベ！」

　サングラスの端を涙でキラリと光らせ、拳を振り上げるリーゼント。

「イェーッ！」

　ボーイズが楽しそうに叫び、一斉にクマに襲いかかった。

　クマはその剛ごう力りきでゴールデンボーイズを摑み、投げ、振り回す。その人間離れした力にゴールデンボーイズも次々に倒れてゆく。

　しかしやはり多勢に無勢。その数を前に、クマは身動きが取れなくなってゆく。

「ボス！　今のうちに桜を！」

　クマの右腕にしがみついていたリーゼントが叫ぶ。クマの四肢はそれぞれボーイズが二人がかりで取り押さえているのに、その勢いは衰えることはなかった。

　松川は落としてしまった花火を探して、公園内を見回す。

　あった。

　すぐに駆け寄ってそれを拾おうとする松川の前に、何者かが立ちふさがった。

「あ、あなたは……！」

　金色のジャケットでもない。クマでもない。

　ガーゴイルでもケルプでもない。

　それは――ウサギの着ぐるみだった。




　それまでクマを痛めつけていたゴールデンボーイズは、クマの異常なパワーに当惑していたこともあって、新たな存在の出現に気づかなかった。

「うわぷ！」

　ウサギの着ぐるみが、ボーイズの一人に跳び蹴りをかました。

　蹴りを食らったボーイズは二メートルほど空中を吹っ飛び、公園の端まで転がっていった。

「誰だ!?」

　誰かがそう叫ぶが、ウサギは無言。

　次のターゲットを探して血走った目を動かすウサギ。

　そのウサギの後ろからボーイズが二人現れ、すぐに取り押さえようとするが、ウサギは素早い身のこなしで手をかわし、ショットガンのようなボディブローを二人に同時に放つ。腹を押さえながら、ボーイズは泡を吹いて気絶してしまった。

「誰だか知らないが、ありがたい！」

　クマがそう言うと、ウサギは照れたように手を振った。

　どうやらこのウサギ、ひどく無口なようだ。

　クマとウサギが背中合わせに攻撃の構えをとる。

「行きますぞ、ウサギさん！」

　クマの呼び声に、ウサギが強くうなずく。

　それを合図に、ゴールデンボーイズが襲いかかった。多勢に無勢は変わっていない。しかも着ぐるみを着ていれば動きも鈍るはず。

　しかしクマの力は衰えることはなくボーイズを放り投げ、ウサギもまた電撃のような蹴りでボーイズを吹き飛ばす。中には東宮謹製の道具で炎やトリモチを出す者までいたが、クマもウサギもそんなもので怯ひるまない。道具ごとボーイズを薙なぎ倒してしまう。

「誰かあのクマをなんとかしやがれ！」

　リーゼントの叫びは、ボーイズ全員共通の願いだった。




　しかし最強のコンビを前に、とうとう戦意をくじかれる者が現れる。

「か、勝てねぇよこんな奴ら！」

　圧倒的なパワーを見せつけられて、たまらず背を向ける一人のボーイズ。いくら連帯感でつながれていようと、中には臆病者がいるのである。

　――さくら公園の外に出れば、とりあえずは安心だ。

　そう思っていたボーイズだったが、

『逃がすと思ったか』

　さくら公園を出た所に、黒い石像がいた。あのガーゴイルだ。

　いやそれだけじゃない。トーグーのケルプを始めとする、奇っ怪な者達が並んでいる。さらにその後ろには御色町の人々が控えている。その数はゴールデンボーイズの倍以上。

「た、助けてくれ！　もうしねぇよ！」

『よかろう。助けてやる』

　ガーゴイルの目が光ると、ボーイズの身体が動かなくなった。

　見ると、全身をムチのような光線が縛っていた。足も動かせずに、その場に倒れるボーイズ。

『我らもさくら公園の中に入って手助けをしたいのだが……』

『お止よしなさい。それは無ぶ粋すいというものでしょう』

　ガーゴイルのつぶやきに、ケルプが答えた。

『そうだな。ここは我も見守らせてもらおう。しかしあの者達がやられたら、その瞬間、我は金色の服を来ている全ての人間を根ね絶だやしにするだろう』

　ガーゴイルの瞳が白く輝き始めた。




　二十人近くいたゴールデンボーイズの、すでに半分が倒れていた。

　たった二人の着ぐるみの手で。

　その冗談のような戦闘の中で、松川はただ立ちつくすだけだった。

「ボス！　早くしろ！」

　リーゼントの声に弾はじかれるように、松川の身体が動く。

　やるべき事を思い出したのだ。

　いつの間にか公園の隅に蹴り飛ばされた花火を拾おうと、松川が駆け出す。

　しかし、松川の前に再度ウサギが立ちふさがった。

「ボス！」

　ウサギに向かってリーゼントが飛んできた。そのままアメフトのタックルのように組み付いて、一緒に倒れ込む。

「行け！　最後まで派手にやれ！」

「は、はい！」

　松川は走った。

　もう頭の中は真っ白だった。

　花火を取り、無我夢中で起動させる。花火が青白い光を放ち始めた。

　あとは、これを桜に投げつければ全てが終わる。

　桜が燃え、祭りも終わる。

「祭りは――私の手で終わらせるんだ――！」

　もはや松川を動かしているのは、ちっぽけなプライドに過ぎなかった。

　たった一つの祭りによって、町民の反感を買い、上司に嫌われ、友人と戦うことになってしまった。

　それでも、自分の手で立ち上げた祭りだ。

　北口の代表として、南口に勝つ――その主義を、最後まで貫きたかったのだ。

「わああああああっ！」

　松川の投げた花火は、放物線を描いてご神木の桜に飛んでいった。

　そして――




「させるかぁぁぁぁぁっ！」

　花火の軌道上に、クマが立ちはだかった。




　地面を揺るがす大爆発が生じた。

　紅あかい、蒼あおい、黄色い、白い炎がスパークする。ご神木の枝を、爆風で散る花びらを、その紅ぐ蓮れんの舌が舐なめて炎の乱舞を生み出す。その爆風は周囲の桜の枝も揺さぶり、悲鳴をあげるように散ってゆく花びらが、公園中を埋め尽くす。

　視界の全てが桜と炎に包まれる数瞬。

　松川は桜に呑み込まれるような錯覚を覚えた。

　その桜の向こうにいるのは――

「松川……君の、負けだ……！」

　花びらが全て散り、公園中に届く大爆発であったというのに、ご神木の幹は傷一つなかった。

　桜の前で、一頭のクマの着ぐるみが両手を広げて立っていた。

　クマの全身は炎に包まれていた。着ぐるみの頭は爆風で取れ、ベートーベンのような長い髪が揺れている。炎を纏まといながら、なお生きた目で松川を睨みつけている。

「よ、ヨッちゃん……！」

　燃えさかる友人を前に、松川の足が一歩下がる。

　その、目だ。

　その曇り無い目が、松川を常に苛さいなんでいたのだ。

「ガーゴイル君の台詞せりふを借りるぞ……桜を汚し、祭りを汚し、私の想い出を汚した罪、万ばん死しに値あたいする！」

　中学時代の友が、そばに落ちているクマの頭を拾い、かぶり直す。

　あくまでも祭りを盛り上げるキャラクターとして戦うつもりなのだ。

「――覚悟しろ！」

　炎を纏ったクマが、松川めがけて突進してくる。

　もしもあの時、彼がそばにいたなら――

　桜を汚すことを止めてくれたら――

　きっと、祭りのフィナーレは別のものになっていたことだろう。

「吉永ぁぁぁぁぁぁっ！」

　最後の意地を振り絞って、松川が殴りかかった。

「松川ぁぁぁぁぁぁっ！」

　最後の体力を振り絞って、吉永が殴りかかった。

　背の低さが仇あだとなった。

　二つの腕が交差し、クマの燃えさかる拳が松川の顔面にめり込んだ。




　時を同じくして、リーゼントの右ストレートがウサギの顔面に入った。

　腰の入った、最高のパンチだった。

　しかしウサギは倒れるどころか、顔面でパンチを押し返し始めたではないか。

「ぐぅっ……！」

　ウサギはその赤い目でリーゼントを見つめる。

　拳を突き戻されたリーゼントは、残っている左をウサギに放つ。

　しかしそれよりも速く、ウサギのアッパーカットがリーゼントを天高く舞い上げた。

「ベイベェェェェェェェ！」

　奇声をあげて宙を飛ぶリーゼント。

　ウサギは自分の拳に小さくキスをして、落下するリーゼントのボディに渾こん身しんのストレートを叩き込んだ。
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　松川とリーゼントが倒れると、同時にパパの緊張も解けた。

　バッタリと倒れるパパを、ウサギが抱き起こす――かと思いきや、クマの着ぐるみをゴロゴロと転がし始めた。一瞬だけパパは理解に苦しんだが、燃えている着ぐるみを消火しようとしているのだった。

　やがて火が収まりかけると、ウサギは公園の蛇口からビニール袋に水を汲み、パパに振りかけた。完全に火が消えると、パパはようやく起きあがることができた。

「あぁ……すいません……どなたかは知りませんが、助かりました……」

　礼を言ってカッコよく立ち去ろうとしたのだが、炎のダメージが大きいのか、酔いが覚めないのか、うまく歩けない。

　そんなパパを察したのか、ウサギはパパの身体をしっかり持って、公園のベンチにむりやり座らせた。

「いや……どうも、情けないですな……」

　頭を掻かいて苦笑するパパ。

　どうやら髪の毛も少し燃えてしまったようだ。

「本当に……ありがとうございます……」

　頭を下げるパパに、ウサギが首を横に振る。気にするなと言いたいのか。

　その首をかしげる仕草に、パパは見覚えがあった。

　しかし誰なのか思い出せない。

　というか、意識が朦もう朧ろうとしている。

　酒が抜けて、少し眠れば思い出せそうなのだが。

「そして、すいません……桜を、守りきれませんでした……」

　視界も曖昧だったが、それでもご神木の花びらが全て散ってしまったことくらいはわかる。自分が不ふ甲が斐いないばかりに、祭りのシンボルを汚してしまったのだ。

　ウサギは強く首を振った。

　気にするなと――いや、そんなことはない、と言いたいのだ。

　幹と根が無事ならば、また花は咲く。

「守れた……のかな？　私は……」

　ウサギは縦に首を振った。

　なんとなく、その動作だけで全てが肯こう定ていされた気がした。

　二人とも、しばらく花びらのない桜を見つめ続けた。

　その間もパパは、ウサギがこの桜をどんな気持ちで眺めているのかが気になった。

　やがて、パパがぽつりとつぶやく。

「ウサギさん……この桜はね、私の想い出の桜なんですよ」

　まだ酔いが回っているようだ。

　しかしパパの口は止まらなかった。

「……もう二十年以上前になりますか…………私が御色町に引っ越してきて、まだ間もない頃なんですけどね。好意を抱いた女性がおりましてね……私はなんとかして、その人をこちらに振り向かせようとがんばった……仕事よりもがんばった……」

　パパは桜から目がそらせなかった。

　だからウサギがどんな気持ちでいるかわからなかった。

「ずいぶんと無口な人でしてね……そこがまた魅力的な人なんですが……とにかく私はがんばった……その甲斐あってか、彼女をさくら祭りに誘うことができたんですよ……ご存じでしたか？　この祭りがずっと昔からやってるのを」

　ウサギは返事をしなかった。

　それでもパパは続ける。

「祭りというのは、こう……人の気持ちを高こう揚ようさせる力があるんでしょうな…………私もその人も浮かれて騒いで、とても楽しかった……そして、私はこの桜の下でママに――その女性にプロポーズしたんです……」

　消えそうな意識の中で、パパは回想する。

　まだ若かった頃。この桜の下で、たどたどしく話すのを最後まで待ってくれたママ。

　あの時のママの笑顔は、死ぬまで忘れないだろう。

「……あの時、私の背中を後押ししてくれたのは、この祭りなんです…………だから私はこの祭りに恩があった……恩返しにこの祭りをもっともっと盛り上げたかった……だけど私には仕事がある。そうそう祭りに専念してもいられない……」

　不景気のせいでさくら祭りが毎年衰おとろえている。

　そう感じていても、パパは何もできなかったのだ。

「でもマッカチンが樽井デパートの支配人だと知って、また背中を後押しされたんですよ。北と南の商店街は喧けん嘩かしているけど、だからこそ負けじと高め合える。御み輿こし合戦のように、互いの全力を出し合えると……」

　それを思い出して、パパは苦笑する。

「いやぁ……家族には怒られましたよ。ウチの家族はみんな南口を贔ひい屓きにしていましてね……いや、しかしこういう時は私が敵に回った方が、北口も家族も力が出せると思って……」

　本当は、ちゃんと説明するつもりだったのだ。

　ママとふたりきりだったら、もっとマシに言えたのだろう。

「しかし、どうもさくら祭りを思い出すと……あの頃の若かった自分たちも思い出してしまって、その……私だって照れるということはあるんです……友人や子供達の前じゃ、どうにも恥ずかしくて……」

　急にパパの視界が暗くなった。疲れがそろそろ限界に達しているのだろう。

「ああ……すいませんウサギさん…………少し……休ませてください……」

　チカチカと明滅する世界の中。

　満開の桜を背にして涙ぐむママの姿を見たような気がした。

　そのママは、パパが意識を失う前に小さく唇を動かしたのだ。




「……め……なさ…………」
















　どこか懐かしい声――

　そうだ、ママの声を初めて聴いたのもあの日だった――

　それを思い出した瞬間、パパの意識は夢の国へと旅立った。

　安らかに眠るパパの鼻の上に、桜の花びらが落ちた。
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「パパ！」

　倒れるまで待って、双葉はさくら公園に飛び込んだ。後ろから和己達もついてくる。

　パパの頭を膝ひざの上にのせたママは大量の人間の出現にビックリしたが、パパの頭をどけることもできずにオロオロして、ウサギの頭をまたかぶり直すのだった。

「いやもうバレバレだから、いい加減とれって」

　双葉が指摘すると、ウサギはおもむろに頭のパーツを取った。

　笑顔のウサギの下から、泣き顔のママが出てきた。

　顔に傷はない。ウサギの顔が守ってくれたのだ。

「ママ。お疲れさん」

　双葉がママの肩を叩くと、ママは黙ってうなずいた。

「もうパパのこと、許すよね？」

　和己が尋ねると、またママは強くうなずいた。

　ポロポロとこぼれ落ちる涙を見て、和己がハンカチを差し出した。

　ちーん、とハンカチで鼻をかむママ。

『この者らはどうする？』

　折り重なるように倒れている松川とリーゼントの上にガーゴイルが乗っている。

　さくら公園の周りでは、ご町内の皆様が残ったゴールデンボーイズを一人ずつ縛っていた。

「こっちは任しといてください。私が責任を持ってオシオキしときます」

　そう宣言したのは、南口商店街の会長である宮村さん。

　いったいどのような罰が待っているのか想像がつかない。まぁ、御色町のことだから簡単に警察に突き出すことはないが……。

「それよりも、旦那さんが心配です。病院に連れて行かないと」

「だったらウチに来なさい。すぐに治してあげるわよー」

　兎轉舎のお姉さんが微笑む。

『しからば急ぐぞ』

　ガーゴイルが目から癒いやし光線を出して、パパを暖める。

「おし、運ぶぞママ！」

　気絶したパパの身体を、ママが抱き起こした。

　その後ろで双葉と和己も支える。

　一つにまとまった吉永家がさくら公園を出ようとすると、

「みなさん！　今日の祭りの功労者に拍手を！」

　宮村さんの号令で、公園の周りに集まっていたお客さんが吉永家に――倒れたパパに向かって盛大な拍手をしたではないか。

　北口、南口分け隔へだてなく、この祭りを救った英雄に惜しみない賞しよう賛さんを浴びせる。それはパパが夢見ていた祭りそのものであり、ママがパパに求めていた祭りの風景だった。

「……パパ、わかるか？　パパの好きな祭りだぞ？」

　双葉がパパの背中に問いかけるが、当然返事はない。

　しかし眠ったパパの顔は、本当に嬉しそうだった。

　さくら公園から商店街の兎轉舎まで、拍手は絶えることがなかった。

　風に吹かれた桜の木が、ザワザワと拍手しているように聞こえる。

　祭りの熱は、まだ冷めていないのだ。
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　祭りは中止されなかったが、ゴールデンボーイズの被害にあった屋台や建物などを修復するために、一時停止という形を取った。修復には商店街や業者以外にも客が有志を募つのって協力してくれたため、思いの外ほかはかどった。

　ガーゴイルや兎轉舎のお姉さんが奮闘したのはいうまでもない。

　修復された屋台のオジサンが、一番最初に焼き上げた食べ物をお礼といってガーゴイルに持たせた。ガーゴイルは食べられないからと遠慮していたが、これも好意と思い、礼を言って受け取った。

「……で、こんなにもらってきたのか？」

『むう……断り切れなくてな』

　たこ焼きを二つ同時に刺して食べるという、非常に贅ぜい沢たくな食べ方をしながら双葉が尋たずねる。ガーゴイルは唸うなるしかなかった。

　吉永家のテーブルに、ガーゴイルの戦利品がずらりと並んでいた。

　たこ焼き、お好み焼き、リンゴ飴あめ、綿わた菓が子し、じゃがバター、焼きそば、クレープ、ミニカステラ、牛串、ところてん、チョコバナナ――

　パパが目覚めるまで、双葉も和己もママもそれを食べていた。誰も夕食を作る気力がなかったので、ちょっと救われるガーゴイルだった。

　そうして夜も更ふけた頃。

「うわっ！　私はどこで何を!?　マッカチン！」

　寝室の布団から飛び起きたパパの頭を、ずっとそばにいたママが優しくなでた。

「あれっ、ママ！　私はどうしてここに!?」

「パパ、少し寝てろよ」

　双葉がパパの身体を布団に押し戻す。もう午前になっていたが、和己もガーゴイルもパパのそばで起きていた。

「なんだか非常に頭が痛いぞ！　酒を飲んだところまでは覚えているんだが……！」

　布団の脇には焼けこげたクマのぬいぐるみがあった。

　パパがそれを見て、次に家族を見回す。

「そうだ、祭り――祭りはどうなった!?」

『全て問題ない。パパ殿のおかげだ』

「そうか……よかった…………うむ………………」

　ガーゴイルの返事を聞くと、パパはまた眠りについてしまった。

　その呑のん気きな寝顔を見て、ママが吹き出す。

「ふぁ……あたしも眠い」

「僕も、そろそろ……」

　双葉と和己がトロンとした目で訴える。みんなパパの無事を確認して安心したら、疲れを思い出したのだ。

　するとママはパパの部屋に人数分の布団を並べて、真っ先に横になってしまった。ママもパパと同じくらい疲れていたのだ。

「あー……ママ、ずる……」

　双葉も布団に倒れ込む。数秒もしないうちに寝息が聞こえてきた。

「おやすみ……ガーくん……」

　最後に和己が倒れ、パパの部屋は一家四人による寝息の大合唱のコンサートホールと化した。全員、ガーゴイルが光線を放っても起きないくらい深い眠りについている。

『まったく……』

　一つの部屋で着替えもせずにバラバラに寝る家族を見て、ガーゴイルは溜息のような声を漏らす。

『電気くらい消すがよい』

　そうつぶやくと、吉永家から全ての明かりが消えた。
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　最終日。泣いても笑ってもこれで最後。

　北口商店街と南口商店街、どちらが御ご色しき町ちようにふさわしいか、決着が――

　実はすでについていた。

「どうですか、北口の方は！」

　南口の会長である宮みや村むらさんが、北口の屋台の復興具合を見に来ていた。

「ああ宮村さん。そちらこそ、完全によろしいのですか？」

　尋たずねられたのは松まつ川かわだった。

　割れた眼鏡のフレームを指でいじくりながら、気恥ずかしそうに答えている。

　ゴールデンボーイズによって破壊された屋台も完全に復旧し、特設ステージも復活している。しかし金色の男達はもちろんのこと、デパートや各商店も特別なセールは行っていなかった。

　最終日はどちらも慎つつましく過ごすこと。

　これが宮村さんが松川に出した罰だった。

　フィナーレを飾るべき最終日は、屋台の出店のみという実にシンプルな出し物でまとまっていた。それでも南口では御色町テンプルナイツ達が叫びながら御み輿こしを担かついでいるし、北口もコンパニオン達が手を振っている。まぁ、この辺は余録だろう。

「すっきりしてますね」

　本来こうなるはずだった祭りを眺めつつ、松川がつぶやく。

「ええ。私達も楽ができるってもんですよ」

「いや、まったく……」

　宮村さんの気楽な台詞せりふに、松川も苦笑する。

　そして、松川は宮村さんに頭を下げた。

「申し訳ありませんでした。全すべては私の私欲が招いたことです」

「いやそんな、もう終わったことですよ」

　あわてて手を振る宮村さんだが、

「いや、まだ終わってないのかな……祭りは今日もありますしね。いいんじゃないですか？　終わりよければ全てよし、って言いますし」

　と、いつもの気楽な口調で言うのだった。

「宮村さん……」

「でも松川さん。アンタ、これからどうするんですか？」

　昨日まで、あれだけのことをやらかした身だ。

　おそらくただでは済まないだろう。

　松川が目を伏せた時、携帯電話の音が鳴り響いた。松川の胸からだ。

　すいませんと断って、松川は電話に出た。

「もしもし……」

「松川君かね、私だよ。昨日はすまなかったな」

　専務だった。

　辞令を下すために電話をしたのだろう。

　松川は唾つばを飲み込んだ。

「会議が長引いてしまってね。そのあと常務と営業部長と飲みに出かけてしまって、つい忘れていたよ。いやスマンスマン」

「は、いや、その……」

　あっけらかんと謝る専務に、松川もどう対処して良いのかわからない。

「それでだ、君の祭りのことだったね。たしか今日で終わりだったっけ？　面白い祭りだって聞いたんだが」

「は、誠に申し訳ございません……」

「ん？　いや、こちらにも報告は来ているんだがね、非常に興味深いね、これは。集客率が今までの三倍とは……ひょっとして、君はそちらの才能があるのではないかと思ってね」

「は……？」

「それで、たっての頼みなのだが……今度、東京のお台場で社運を賭かけたイベントを開催する予定なんだ。それを君に手伝ってもらいたいと思ってるんだが」

「あ、あの専務？　それはどういうことですか？」

　事態についていけない松川。

「いや、言葉の通りだよ。こういうことは年寄りのセンスじゃどうにも手に負えなくてね。その、なんといったか、君が雇ったあの金色の集団に任せれば大丈夫だと思ったのだが……やっぱり忙しいのかね、御色町の店？」

「と、とんでもございません！」

　電話なのに背筋を正して頭を下げる松川。

「そうか？　てっきり嫌がると思ったんだが……じゃあ子し細さいは追って連絡するから。今日の祭りを精一杯やり遂げてくれ」

「はい！　あ、ありがとうございます！」

　回線が切れた後も、松川はしばらく携帯電話を持って放心していた。

　なんという勘違いか。専務はもともと松川を咎とがめるつもりではなかったのだ。

　いや、しかしこの勘違いがあったからこそ、松川は自分の過あやまちに気づいたのだ。

「松川さん？　大丈夫ですか？」

　宮村さんに身体を揺すられて、松川は我に返った。

「は、はい、大丈夫です……」

「何か悪い知らせでもあったのかい？」

「い、いや、その……」

　答えようとして、松川は思い直す。

　――これは、最後のチャンスなのだ。

　祭りで背負った罪は、祭りで返せということなのだ。

　だとしたら――やるべきことをやらなくては。

「いえ、大したことではありませんよ」

　松川は壊れた眼鏡を指で直し、冷静に答えた。

　そう、専務の言う通りだ。

　まずは今日の祭りを滞とどこおりなく終わらせなければ。

　そして彼らにも、償つぐないのチャンスがあることを教えてあげるのだ。

　松川は樽たる井いデパートの屋上を見た。

　そこではゴールデンボーイズが全員ロープでぶら下げられており、太陽光を照り返して照明のようにキラキラ光っていた。

「ベイベェェェェェェェ！」
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　北口ロータリーのベンチに座っていた和かず己みの携帯電話がブルッと震えた。

「あ、オシリスからだ」

　携帯電話を開いてメールを確認する和己。

　その後ろから、双ふた葉ばが画面をのぞき見る。

「なんて書いてあるんだよ？」

「んーと……『あまり妾わらわを煩わずらわせるな』だって」

「なんだそりゃ」

「さぁ……」

　双葉も和己も頭にクエスチョンマークを浮かべていると、拍手の音が聞こえてきた。

　北口の特設ステージの上に、ガーゴイルとケルプが向かい合って座っていた。

　ステージの中央には、台座に置かれた箱がある。

　南北の祭りの人気投票の集計箱だった。

『よし、いくぞケルプよ』

『いつでも構いませんよ』

　ガーゴイルとケルプの瞳が同時に光ると、集計箱が粉々に砕け散った。中に入っていた集計用紙と共に。

　今までで一番大きな歓声と拍手が会場にこだました。

　これで南北戦争の勝敗は、永遠に闇やみの中だ。

　紙吹雪ふぶきを撒まき散ちらして割れるその箱は、まるでくす玉のようだった。

「みなさん、お疲れさまでした！　それではこれをもちまして、御色町さくら祭りを終了したいと思います！」

　拍手の中、宮村さんがそう締しめくくった。

「これでいいのかな……」

　和己は少し考える。勝負なのだから、結果が出た方がスッキリすると思うのだが。

「ま、角突き合わせるよりはずっといいわよねー」

　和己の隣に座っていたお姉さんがニコニコ笑っていた。

「白黒ハッキリつけちゃったら、負けた方の商店街に遺い恨こんが残っちゃうでしょ。結果に関かかわらず、お互い頑張りましょうって意思表示なのよ、きっと」

　そう語るお姉さんは、百ひやく色しきに一ひと太た刀ち浴びせられなかったことをいまだに悔くやんでいる。おそらく次の祭りでも似たような催もよおしをして、リベンジするつもりなのだろう。

「うー……あたしはなんかモヤモヤするなぁ」

　はっきりしないことが嫌いな双葉がもどかしがっているが、

「ま、誰だれが勝ったかって言えば、パパさんの一人勝ちよね」

　お姉さんの一言で納得してしまった。

「あれ、そういえばパパとママは？」

　朝から家族全員で来ていたのに、いつの間にかはぐれてしまったようだ。

　和己が立ち上がって探そうとするが、

「まーまー邪魔しなさんな。ヤボってもんよ」

　妙に粋いきな台詞せりふを吐はいて、お姉さんは和己を強引にベンチに座らせた。
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　さくら公園では、信じられない光景がパパを待っていた。

「これは……夢なのか!?」

　昨日、松川によって散らされた花びらが元通りになっていたのだ。

　いや、この量は昨日以上だ。

　満開の桜が公園を埋め尽くし、世界を春色に変えていた。

「それとも昨日のことが夢なのか？」

　パパが手のひらを前に差し出すと、薄うす紅べに色の花びらが二枚、寄り添うように落ちた。

　その花びらをしっかりと握りしめ、パパは中央のご神しん木ぼくへと歩いた。

　昨日と変わらず太い幹に触れ、下から見上げるそのご神木は、あの頃とまったく変わらない美しさを保っていた。

　パパの手を、ママがそっと握る。

「……昨日、ここでウサギさんに助けられた夢を見たんだ」

　ママの手が、ぎゅっと強こわばった。

「とっても強くて、優しくて……ずいぶんと恥ずかしい夢を見た気がするよ。どうにもそのウサギが他人とは思えなくてね。いろいろと喋しやべってしまった。ママにはすまないと思っているが、その、いろいろあってね」

　苦笑するママに、パパは赤面してしまう。

「そのウサギさんは……いや、もうトボけるのはよそう！」

　パパは目を閉じて、ゆっくりと思い出す。

　十数年前の、あの日。

　ここでママと話した、あの想い出の日。

　ママはあの時と変わらない笑顔で、パパの目を見た。

　満開の桜の下、パパは告げる。

「君が――ウサギだったんだね」

　今度はママが赤面する番だった。

　頰ほおに手をあてて、パパの胸を突くママ。

「おわっ！」

　照れているから力の加減ができないのか、パパは勢いよく倒れ込んでしまった。

　あわててパパの手を取って引き起こすママ。

「いやはや……なんだか、ママには助けられてばかりだなぁ」

　立ち上がり、ママの肩にそっと腕を回すパパ。

　ママも静かに目を閉じ、パパに寄り添った。

「――いつもありがとう。愛してるよ、ママ」

　パパがママを優しく抱き寄せた。

　時間がゆっくり戻っていく。




　さて、そのさくら公園の入口近くの茂みでは。

「まぁ、これで一件落着ってとこか」

　公園の中から見つからないように座りながら、双葉がつぶやく。

　今年の祭りはずっと駆かけずり回っていた気もするが、パパとママの方が忙しかったのだ。最後に報むくわれなければ理り不ふ尽じんだ、と双葉は思っていた。

「そうだね。パパとママも、北口商店街も南口商店街も仲直りできてよかったね」

　双葉の隣で和己ものんびり微笑ほほえんでいる。

『うむ。我われも学ぶべき事が多くあった』

　そしてその隣ではガーゴイルがいつもと変わらぬたたずまいで座っている。

「学んだって、何をだよ？」

　双葉が小声で問いかけると、

『我は人間の団結力を過小評価していたようだ。今まで人が力を合わせるのは、目標に向かうためだと思っていた』

「……それで合ってんじゃねーの？」

『違うのだ。人が手を取り合うのは、そこに満足感が生まれるからなのだ。損そん得とく勘かん定じようなしに団結できるのが人間であり、その大きな団結を祭りと呼ぶのだ』

「長く語ってるけどさー、つまり『祭りは楽しい！』ってことだろ？」

『そう言われると身も蓋ふたもないのだが……』

　実際、双葉たちも疲れを忘れるほど楽しんだのだ。得た物は大きいはずだ。

　毎日はさすがに疲れるが、やはり祭りはなくてはならない行事だ。

　双葉も今回の件で、祭りがさらに好きになった。

『そしてもう一つ、大切なことだ。我は大きな団結のほかに、小さな団結の重要さも知った』

「なんだ小さな団結って？」

　ガーゴイルの視線は、さくら公園の中に向いていた。

　そこではパパとママが肩を寄せ合ってご神木の桜を見上げている。

『家族だ。我は家族を信じて正解だった』

「……そっか」

　その時、満開の桜が風を受けて散った。

　桜吹雪は双葉たちの視界を覆い、公園の中を隠す。

　まるで二人の空間を邪魔されないように、桜が守っているかのようだった。




　だから――

　パパとママがそっと口づけを交かわしたことに気づいたのは、ガーゴイルだけだった。











おわり　　　　　
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